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一途な騎士はウブな王女を愛したくてたまらない



和泉あや










目次




【第一章】


月下の迷子と白銀の騎士

優しき国王と明かされし真実

守るべきものと継がれゆく意志

久しぶりの時間と迫りくる危機



【第二章】


夢視し時と騎士の行方

予知の一族とあの夜の約束

価値ある者と傷つける者

王女の願いと皇子の願い



【第三章】


はじめましてとハプニング

心凍りし皇帝と恋に溶ける王女

口論とそれぞれの思惑

眠れぬ夜と救いしもの

復讐と結末

月夜見の王女と白銀の騎士






あとがき

















【第一章】










月下の迷子と白銀の騎士




　夜気に冷えた石畳を蹴って路地を曲がる。

　吐き出す呼吸は乱れ、胸の鼓こ動は限界を訴えるように強く速く打ち続けていた。

　走り続けた足は重く、既に力を失いつつある。

　膝が震えるのを感じ、これ以上は逃げられないと悟ったメアリは、肩で大きく息をしながら、薄暗い路地に視線を走らせた。

（どこかっ、隠れられる場所は……!?）

　左右には、自身を挟むようにして建つ石壁。

　三階建てほどの高さがある灰色のそれは梯はし子ごもなく、よじ登ることは叶いそうにない。身を隠せるような物陰も瓦が礫れきも見当たらず、いっそ憎らしいほどの綺麗な裏路地が延びているだけ。しかも運の悪いことに路地の先は行き止まりだ。

（一か八か引き返すしか……でも足がもう……）

　迷う暇もなく、しつこく追ってくる足音が近くなり、メアリは黒味を帯びた茶色い瞳を恐怖心に揺らした。

　相手がひとりならば、習っていた護身術が役に立つかもしれないが、何せ三人もいる。しかも一般人ではなく、斧や短剣を所持した野盗だ。

（こんなことになるなら、もっと真面目に習っておけば良かった！）

　後悔しても時既に遅く、男たちはついにメアリの背後に追いついた。

「観念するんだなぁ、嬢ちゃん」

　下げ卑びた笑みを浮かべた髭ひげ面の男は、自身の腰に巻かれたベルトのホルダーから短剣をスラリと引き抜くと、一歩、メアリへと近寄る。

　男が手にした短剣が、闇夜の中で無情に鈍く輝くのが見えた。メアリはごくりと喉を鳴らし、薬草が詰まった布袋を抱き締めジリ、と後ずさる。

　なぜスラム街に足を踏み入れてしまったのか。しかも、よりによって窃盗の現場を目撃してしまい、追われるハメになるなんて。

　ただ、忙しいジョシュア先生の代わりに薬草を買いに出かけただけなのに。

　メアリは初めて自分の方向音痴を呪い、震える唇を噛んだ。

　男の手が短剣を掲げ、手のひらで器用に回し刃先をメアリへと向ける。

　その途端、メアリの体は凍りついたように動けなくなった。

（逃げ、なくちゃ）

　ここで諦めたら殺されてしまう。そう思った刹那、星々を隠していた雲が風に流れ、切れ間から白銀の満月が姿を現した。

　その直後、メアリは自身の双そう眸ぼうがじわりと熱を持つのを感じ取る。

「あん？　なんだこいつ、目の色が紅く……」

　メアリの瞳の色に気づいた男は思わず手を止め眉をひそめた。

　男の後ろに控え立っていた仲間が何事かと目を見合わせた時には、既にメアリの瞳の色は戻っている。代わりに、先ほどまで恐怖で体を震わせていたメアリの表情に見る見るうちに強さが宿り、突然しゃがみ込んだ。

　その様子に男たちが眉み間けんのシワを深めた瞬間、ヒュンという音と共に、一本の矢が夜の闇を鋭く掻き分け短剣を手にする男の肩に深く刺さった。

「ぐあぁっ！」

　短剣がカランと地面に落ち、男は痛みに悶もだえながら肩を押さえてうずくまる。

　メアリはすぐさま短剣を拾い上げて身を守る為に握る……のではなく、夜空に向かって高く放った。膝をつく男の後ろで警戒態勢に入っている仲間が釣られて視線を上方へ動かす。

　メアリに貰もらったその隙を、男たちの背後に忍んでいた【彼】は逃さなかった。

　月の光を纏まとった細身の剣が、夜の闇を切り裂くように振り下ろされ、無骨な斧を手にしている男の腕を切りつける。

　驚いた男が切られたことを認識し、遅れて感知した痛みに悲鳴をあげると、【彼】は襲撃に動揺し振り返った残るひとりの横っ腹も断った。

　男たちが皆、苦痛に呻うめく最中、夜空から落ちてきた短剣を流れるような動作で左手で受け取る。

　夜の藍あいに似た、けれどそれよりも優しい色の髪が風に柔らかく揺れ、その前髪から覗のぞくのは煮詰めた蜂蜜のような色彩を纏う瞳。いつもは穏やかさを漂わせている甘く端整な顔も、今は緊張を滲にじませて辺りに目を走らせていた。そして、その視線がメアリへと向かうと、場に似つかわしくないほどの優しい笑みを浮かべる。

「気を逸らしてくれてありがとう、メアリ」

　助かったよと口にし、けれどすぐに眉を心配そうに寄せた。

「どこも怪け我がはないかい？」

「はい！　ユリウス様のおかげで」

　メアリは元気に頷うなずき答えてみせるも、本当はまだ足がすくんで動けない。

　何せ、先ほどのタイミングで〝視えて〟いなかったら、自分は死んでいたのかもしれないのだから。

　震えを止めようと、袋を抱える腕に力を込める。

　それに気づいたユリウスが、メアリの元へと足を進める横で、肩に矢を受けた髭面の男の顔が見る見る青ざめた。男が怯える理由は単に傷を負わされたからではない。

　非番の為に鎧よろいこそ外されてはいるが、ユリウスの身を飾る青と白を基調にしたアクアルーナ王国の騎士服に気づいたからだ。

　そして、左肩にあしらわれた月をモチーフにした特別な紋章にも。

「なっ、なんで王様直属の近この衛え騎士がこんなところにっ」

　城下町ならまだしも、ここはスラム街だ。警備を担当する騎士団の者が巡回することはあっても、王家直属の騎士を見かけたことなど男の記憶にはなかった。

　近衛騎士は選ばれし騎士だけが集う精鋭部隊。

　下手に挑めば勝ち目どころか命すら危ういことが嫌でもわかり、男は急ぎ立ち上がると背を向けて逃げ出そうとした。けれど。

「どこへ？」

　メアリに話しかけた温厚なものとは違う、月夜によく馴染む冷えた声。

　ユリウスは男の背後に回るとロングソードの切っ先を太い首元に当てた。

「ひ、ひいぃっ」

　情けない悲鳴を漏らし、男は動きを止める。

「仲間を置いて逃げるつもりか？」

　卑怯だなと、耳元で嘲ちょう笑しょうするようにユリウスが囁ささやく。

「ここのところ城下町で派手に窃盗を働いていたのはお前たちだろう？　治安維持の者らが手を焼いていたようだが、麗うるわしの迷子姫を捜しに来て正解だったかな」

「み、見逃してくれっ……」

「残念だけどそれはできないな。彼女を怖がらせた報いは受けてもらおうか」

　そう告げるや否や、ユリウスは男のうなじに手刀を入れて気絶させた。

　ぐったりと崩れ落ちる男が地面に突っ伏すと、ユリウスは屋根の上に向かって「セオ」と声をかける。ややあってひょっこりと健康そうなそばかす顔を覗かせたのは、ユリウスが指揮する第三部隊に所属するセオと呼ばれる青年だ。

　明るい性格で弓が得意なセオには、騎士宿舎の救護室で治療を行うジョシュアを手伝う際、メアリも何度か接したことがある。

「なんですか隊長」

「この者たちはお前に任せるよ」

「リョーカイっス。そういえばメアリさん、さっきなんであのタイミングでしゃがみ込んだんスか？」

　弓を放ったのはセオだったようで、彼はメアリが自分の存在に気づいていたのではと感じたらしい。

　問われたメアリは苦笑した。〝視みえた〟からだとは言えないのだ。

　この力のことは、限られた者にしか話すことは許されていないから。

「こ、怖かったので、咄とっ嗟さに。なので、偶然なんです」

　ただ、野盗らの背後にユリウスがいたのは見えていたと告げると、セオは特に疑うでもなく「そうなんスね」と笑顔で納得して屋根の上から器用にこちらに向かって下り始めた。まるで猿のような身軽さだと感心しつつも、ユリウスへと視線を移す。

「ユリウス様、助けていただいてありがとうございます」

「どういたしまして。ジョシュア先生が心配していたよ。君がまたどこかで迷子になっているかもしれないと」

「ご、ごめんなさい……ご迷惑をおかけして」

「迷惑どころか君を捜しに出たおかげで街の人を困らせていた悪事がひとつ減ったよ」

　俺の手柄もひとつ増えたしねと茶目っ気たっぷりに微笑むユリウスは、いつもどおりの彼だ。

　実は、メアリはユリウスの戦う姿を目にするのは初めてで、正直なところ少し驚いていた。

「ジョシュア先生が騎士宿舎の救護室で待ってるよ。送っていくから、荷物を貸して」

「ええっ、そんな悪いですよ！」

「俺がそうしたいんだ。君に頼ってもらいたい」

　そう言って、まだ少し震えているメアリの手から布袋を優しく奪い取ると、野盗を縛り上げるセオに軽く挨拶をしてから歩きだした。

　優しくも甘さを纏った言葉にメアリはドキドキと高鳴る胸を誤魔化すよう、セオに「ありがとうございました」とお辞儀をし、急いでユリウスの背中を追う。

　ユリウス・フレーヴといえば、このアクアルーナ王国では名の知れた騎士だ。

　誉ほまれ高い近衛騎士団、第三部隊の隊長。物腰はつつましく、高貴なプリンスを思わせる気品と多くの女性を魅了する甘やかな顔立ち。

　上品な印象から「白銀の騎士」とも呼ばれるユリウスが、先刻見せたような冷たい面も持ち合わせているのは、メアリには意外だった。

　普段の柔らかなユリウスと、騎士として容赦なく敵を斬るユリウス。

　どちらが本当の彼なのだろうか、などと考えていたら「メアリ！」とユリウスから強めの声で呼ばれ、メアリは肩を跳ねさせた。

「は、はいっ！」

「そっちじゃない。宿舎はこっちだ」

　形のいい眉を寄せ苦笑しつつもユリウスが指差す方向は、メアリが進もうとしていた方とは真逆の方角。

（ああっ、またやってしまうところだった！）

　ユリウスと共にいても道を間違えそうになり、メアリは羞しゅう恥ちに耳まで赤く染めた。

（本当に、自分でも嫌気が差すほどの方向音痴だわ）

　夜とはいえ、城下町にはランタンが灯り、辺りを優しく照らしているし、月明かりがあれば遠くにアクアルーナ城も見える。

　メアリが住むジョシュアの診療所も、ユリウスたちの住居である騎士宿舎も城からそう遠くない。だが、メアリは迷ってしまうのだ。

「相変わらず、君は迷子の天才だな」

「よ、よく知っている道は大丈夫なんですよ？」

　診療所から城までの道のり。城や診療所から騎士宿舎への行き方も迷うことはない。

　さまざまな店が立ち並ぶ中央広場も、仲のいい友人が働く酒場も、慣れ親しんだ場所へなら間違うことなく行ける。けれど、いつもと違う道を使った途端に迷ってしまうのだ。城を目印にしていても、どこかの角を曲がるとメアリは方向がよくわからなくなり、結果、迷う。

「これ以上迷子にならないように手でも繋ごうか？」

「こ、子供じゃないので大丈夫です！」

　からかわれ、メアリが少しだけ唇を尖らせるとユリウスは頬を緩ゆるめた。

「メアリは今年で十八だっけ？」

「はい。先週、誕生日を迎えました」

「そうだったのか。祝いそびれたな」

「そんな。お気持ちだけで嬉しいですよ」

　首を小さく横に振った時、ふいに覚えのある甘い香りがメアリの鼻をくすぐった。

　何げなく道の脇に視線を移すと、愛らしい桃色の花びらを咲かせたルクリアの花が夜風にそっと揺れている。

　毎年、誕生日を迎えると、どこかで生きているらしい父親から送られてくる花だ。

　メアリは父の姿を知らない。どこで生活をし、どのような仕事をしているのか。どんな顔で笑い、どんな声で話すのか。背は高いのか、手は大きいのか。

　父に関して知っていることは本当に少なかった。

　わかっているのはジョシュアの友人であることと、メアリの持つ力によってメアリが傷つかないようにする為にジョシュアに預けていること。

　それから、普通の親子のように過ごすことが叶わなくとも、娘であるメアリのことを愛しく大切に想っていること。

（……父さまに、会いたいな）

　寂しさを紛らわすように、メアリは首から下がる銀色のペンダントに触れた。

　丸型の惑星のようなフォルムのそれは、メアリがジョシュアに預けられた際、共に渡されたものだ。

　そういえば、今年はまだ花をもらっていない。父に何かあったのではと不安に駆られたタイミングで、ユリウスが「前から思ってたけど」と唇を動かした。

「メアリはいつまで経っても俺に敬語で話すね」

　メアリは俯いていた顔を上げると、月明かりに照らされたユリウスを見た。

「ユリウス様は騎士様ですから」

「でも、ウィルには敬語を使ってないだろう？」

「ウィルは幼馴染なので」

　メアリは話しながら脳裏にウィルの姿を思い浮かべる。

　本名はウィリアム・バーナード。ウィルはメアリよりひとつ年上だけれど、家が近いこともあり幼い頃からの友人だ。

　素直でなくそっけない態度をとることが多いが、心優しい一面も持ち合わせており、最年少で近衛騎士団に入団した天才騎士でもあるウィルを、メアリは自慢の友人だと思っている。

「それに、ユリウス様は私より年上です」

　敬語を使って話すのは当たり前だと話すと、ユリウスは小首を傾げた。

「たったの六つだろう？」

「六つは十分年上じゃないですか」

「ひどいな。俺がおじさんだって言ってる？」

「い、言ってないですよ！　そんな意味じゃなくてですねっ」

　誤解させてはいけないと、メアリは大きく頭かぶりを振る。

　ユリウスがおじさんだなんて微塵も思ったことはなく、どちらかといえば憧れる気持ちを持っているくらいだ。

　だが、あなたに憧れていますなどと口にするのは恥ずかしく、どう伝えるべきかと迷い「えっと、そのですね」と慌てて言葉を探していたら、ユリウスが小さく肩を揺らして笑った。そして、優しく目を細めメアリの頭を優しくひと撫なですると、薄うす墨ずみを混ぜたような柔らかいブロンドヘアが秋風に靡なびく。

「いつものメアリらしくなってきたな」

　言われて気づけば震えは止まっていた。

　気を使って明るい雰囲気にしてくれたのだとメアリは悟り、ユリウスの優しさに張りつめていたものが緩んで目頭が熱くなる。

「君を守れて良かった」

「ユリウス様……。本当にありがとうございます」

　捜しに来てくれて、見つけてくれて、助けてくれて。

　感謝してもしきれない気持ちでメアリは笑みを浮かべた。

「今度、お礼をさせてくださいね」

「いらないよ。さっきも話したけど、あれは捕とらえるべき者たちだ。だから、どちらかといえばお礼は俺のほうがさせてもらわないとな」

「いえ、私は逃げていただけですし。捕まえたのはユリウス様とセオ様ですよ」

　互いにお礼は自分がと言い合いながら歩いていると、目的地である騎士宿舎が見えてくる。

　レンガ造りの整然とした建物。重厚感溢れる木製の扉には、アクアルーナ王国の紋章が施されており、その前に落ち着きなく立つ男が、宿舎へと歩みを進めるメアリとユリウスの姿に気づいた。

「メェアァリィィーーーーッ！」

　後ろにひとつにまとめ緩く編んだ金色の髪を揺らし、両手を広げメアリめがけて走り寄ると力一杯抱き締める。

「無事か!?　怪我は!?」

　メアリの頬や腕をペタペタと触り確認する様を、ユリウスは眉を下げて苦笑した。

「スラム街に迷い込んで野盗に追われていましたが、メアリには怪我もな」

「野盗に!?　何もされていないなっ!?」

　ユリウスの言葉を最後まで聞かずに、ジョシュアは悲痛な面持ちでガクガクとメアリの肩を掴つかみ揺さぶる。

「ユリウス様たちに助けていただいたので大丈夫です！　だから、ちょっ、ジョシュア先生！　落ち着いて！」

　ジョシュアはメアリのこととなると極度の心配性になる。彼の溺愛ぶりは、ユリウスをはじめ、騎士団の者たちなら皆よく知っていることだ。

「君がなかなか帰ってこなくて生きた心地がしなかったよ。やっぱり僕が描いた地図ごときじゃ君の天才的な方向感覚に打ち勝つことはできなかったか。僕のクソが！」

　自分を叱しっ咤たし悔しそうな顔をするジョシュアに、メアリは首を横に振ってみせる。

「違うの先生！　地図はめちゃくちゃ役に立ったんです。おかげで行商人さんが滞在している宿に辿たどり着くことができたの。でもその……珍しいものがいっぱいあって見せてもらっていたら、手にしていた地図をうっかり失くしてしまって……」

　宿屋内を捜してみたけれど見つからず、帰る時間が遅くなってしまったのだとメアリは話した。

「心配かけてごめんなさい、ジョシュア先生。あっ、薬草は無事です！」

　満面の笑みでアピールすると、ユリウスが「これかい？」とメアリから預かった布袋をジョシュアに手渡す。

　たっぷりと薬草が入ったそれを受け取ったジョシュアは、深いため息を吐き出した。

「薬草なんて投げ捨てても構わないから、どうか自分の命を優先してくれ」

　そうしてくれないと、君の父上も悲しまれるとジョシュアに告げられ、メアリはまた「ごめんなさい」と謝罪を口にする。

「でも、王様には必要なものだもの」

　ここのところ体調が優れない王の為に、王宮の専属医師であるジョシュアは、メアリに頼んで煎じた薬を定期的に渡している。

　最近では、『メアリが煎じた薬はよく効く』と王が喜んでくれていた。それが嬉しくて、だからこそメアリは薬草を自分で買いに行ったという理由もあるのだ。

「そうか……王の為に」

　呟つぶやいたジョシュアは、切なそうに微笑むとメアリの頭をくしゃりと撫でる。

「でも、君に万が一のことがあれば、王も悲しまれるから」

　その言葉を聞いたユリウスが小さく頷き口を開いた。

「王がメアリをよく気にかけてるのは、もしかしたら行方不明になっている王女様と重ねてるのかもしれないな。確か君と同じくらいの歳ごろだろう」

　産まれて間もない王女が何者かに誘拐されたことはメアリも知っている。

　いや、アクアルーナに住まう者なら多くの人々が耳にする悲しい話だ。

　何せ、王女が誘拐されて数ヶ月後、産後の肥立ちの悪かった王妃が亡くなってしまったのだから。

　短い期間に愛する者をふたりも失い、さぞお心を痛めたのだろうと、メアリは胸を悲しみに軋きしませた。

「メアリは僕のメアリだ。王だろうが君の父上がひょっこり帰ってこようが、僕は僕の育てた可愛いメアリを簡単に渡すつもりはない！」

　堂々と言いきったジョシュアにメアリが苦笑していた直後のこと。

「これでは、君の婚期も遅れそうだなぁ、メアリ」

　突如、背後から聞こえた低く心地の良い声にメアリたちが振り返ると、ユリウスと同じく肩に月の紋章を付けた男がふたり歩いてくる。

「ルーカス様！　ウィル！」

「よっ、メアリ。野盗を引き連れたセオから君がピンチだったと聞いたぜ」

　黒いグローブをはめた右手を軽く上げて微笑むのはルーカス・シルフィールド。近衛騎士としてはユリウスより二年ほど早く就任しており、第二部隊長を務めている。

「お、お騒がせしました……」

　メアリが深々と頭を下げると、ルーカスは「いやいや」と立ち止まった。

「俺のお嫁さん候補のひとりである可愛い君が無事で何よりだ」

　ジョシュアに睨にらまれてもどこ吹く風といった様子で、艶のある黒髪から伸びる長い銀色の襟えり足を揺らし笑みを深めるルーカス。

　その横に並ぶウィルは、一歩前に踏み出してメアリの前に立った。

「怪我はないのか？」

　抑揚のない落ち着いたウィルの声にメアリは微笑み、頷く。

「大丈夫。ありがとう心配してくれて」

「別に……心配なんてしてない」

　少し癖のある栗色の髪を揺らし、顔ごと視線を逸らすウィル。

　けれどその行動が照れからくるものだと承知しているメアリは、ウィルにバレないようにクスッと笑って「聞いてくれてありがとう」と言い換えた。

　素直になれないウィルの頭をルーカスが可愛がるように撫で回す。

「本当はセオから話を聞いた時、野盗共を殺しかねない目で睨んでたんだぜ。なぁ、ウィル？」

「チッ……ちょっと黙っててください」

　その手を鬱うっ陶とうしそうにウィルが払うと、ルーカスは小さく笑ってから銀灰かい色しょくの瞳でユリウスを見た。

「団長から召集がかかったぜ」

「何かあったのですか？」

　予定にない召集命令に非常事態でも起こったのかと懸念するユリウスに、ルーカスは首を横に振ってみせる。

「いや、調印式のことらしい」

「わかりました。じゃあ、メアリ、お礼の件はまた」

　もの柔らかな微笑と共に告げたユリウスに、メアリはふわりとボリュームのあるひざ丈スカートを手で押さえるように前で重ね、笑みを返す。

「はい。でも、私からさせてくださいね！」

「ハハッ、なかなか譲らないな。じゃあ俺は、お礼のお礼に君の誕生日を祝わせてもらうことにするよ」

　それではお礼の意味がなく、先ほども気持ちだけで十分だと伝えたと返そうとしたが、背を向けてルーカスたちと共に宿舎へと歩きだしたユリウスを見て、メアリは開きかけた口を閉じた。

　メアリの耳にも届いていた〝調印式〟という言葉があったからだ。

「先生、調印式には王様も行かれるの？」

「もちろん。向こうもヴラフォス皇帝が直々に出てこられるようだしね」

　ヴラフォス皇帝。本名をジークムント・イルハザードという。

　ヴラフォス帝国はグラリア大陸の北を統治する国家だが、十年ほど前、西のディザルト公国に対し襲撃を開始。瞬く間にその領土を広げ、ディザルト公国は滅びヴラフォスの支配下に置かれることとなった。

　そして現在、アクアルーナ王国は隣国フォレスタット王国と同盟を結んでおり、両国を脅おびやかさんとするヴラフォス帝国を牽けん制。それでも国境付近での小競ぜり合いは絶えず、特に水の都と呼ばれるアクアルーナは気候も穏やかで海上輸送により交易が盛んであることから、ヴラフォス帝国の次なるターゲットになっていた。

　それが、ひと月ほど前に事態は急変。

『ジークムント皇帝陛下は、アクアルーナ王国と休戦協定を結ぶことを願っておられます』

　ヴラフォス帝国の宰相であるモデスト・テスタが訪れ、休戦を持ち掛けてきたのだ。

『両国家にとって、永き盟約の第一歩となることを私も願おう』

　和平を願うアクアルーナ国王は、警戒を維持したまま提案を受諾だく。

『感謝いたします。我が皇帝陛下もお喜びになることでしょう。調印式についてはまた改めて』

　恭うやうやしい一礼の後、ヴラフォスの宰相は数名の護衛と共にアクアルーナ城を出た。

　その際、薬を届けに城の門をくぐろうとしたメアリは、偶然にもモデスト・テスタ宰相とすれ違った。

　歳はアクアルーナ王と同じくらいか、少し下だろう。背は高く、芳ほう醇じゅんな葡ぶ萄どう酒色に染められた丈の長いコートを羽織った男性。

　首元を飾る白いスカーフの形を直しながら、低くねっとりとした声で護衛の者に『皇子は？』と尋たずねていたのをメアリは覚えている。

　アクアルーナには皇子はいないので、不思議に思い記憶に残っていたのもあった。

　その者がヴラフォスの宰相だと知ったのは、国王に薬を渡す際に特徴を伝え尋ねたからだ。

　そして数日後、メアリは城下町の中央広場に掲示された布告で、アクアルーナとヴラフォスが休戦に向け、近々に調印式を執り行うことを知った。

　以降、国境付近の紛争は沈静化。国民はひとときでも平和が訪れることを喜んでいた。

　メアリもそのひとりで、普段からアクアルーナの騎士たちと接している分安堵も深い。ただ、体調の思わしくない国王が調印式に出るのは心配だった。

　少し前、調印式が国境平原近くにある街【ロウ】で行われるとジョシュアから聞いたのを思い出す。ここ、王都からロウの街までは馬を急ぎ走らせても五日はかかる。

「王の体調が心配かい？」

　憂いが顔に出ていたメアリの肩を、優しく抱くジョシュア。

　メアリは小さく頷いてみせた。

　国王のことはもちろんだが、国王が出るなら近衛騎士の皆も共に行くはずだ。

　休戦によりヴラフォス兵との戦闘はなくなるとはいえ、街道沿いの森にはジャバウォックと呼ばれる長い爪と強靭じんな顎あごで人を襲う凶暴な魔物が出没することもある。彼らが手練だれであることは百も承知だが、襲われて怪我などしたらと心配はつきない。

（ユリウス様も、きっと行かれるはず……）

　夜空を見上げるメアリは、大きな瞳に煌々と輝きを放つ満月を映した。

「皆さんが無事に帰って来る光景を視ることができれば、心配なんてせずに済むんだけど」

　隣に立つジョシュアも、メアリの声につられるように丸い月をその目に認めると、「そうか、今夜は満月……」と発したかと思えば、突如「ハッ!?」と碧へき眼がんの瞳を力強く見開いた。

「もしかして、野盗から逃げられたのは……」

「そうなんです！　間一髪でしたけど、ユリウス様たちが助けに入ってくれる様子がタイミングよく視えて！」

　メアリは明るい笑みを浮かべて少し興奮気味に答えた。

「そうだったのか！　今日が満月の夜で良かったな」

　喜ぶジョシュアはメアリの細く柔らかい髪をくしゃくしゃと撫で回した。

　満月の夜だけ、メアリが視えるもの。それは【未来】だ。

　けれどその範囲はメアリ自身、もしくはメアリの知る者に限る。

　対象がメアリと関わっていない場合は、その未来を視ることはない。また、その力は自在に操れるものではなく、メアリの意思に関係なく突然視えるのだ。

　先ほど、野盗に襲われた際、メアリに視えたのは自分の背後から矢が飛んでくる光景と、野盗らの背後からユリウスが斬り込んでくる姿。けれど、野盗のひとりが落ちた短剣を拾い上げ、メアリの首に突きつけ人質に取られるというものだった。

　故に、メアリは真っ先に石畳に転がった短剣を奪ったのだ。

「目は？　見られたりは？」

「野盗のひとりに気づかれたけど、暗かったしハッキリとは見られていないと思います」

　未来が視える際、平時はダークブラウンの双眸が赤色に変わる。

　メアリ自身、瞳がじわりと熱を持つような感覚に見舞われるのだが、意識が覚醒している中で未来を視る時は、熱を感じた直後、脳裏に映像が一気に映し出されるので瞳を隠す余裕はない。

「まあ、捕まった野盗がもしそのことをこぼしたとしても、ひとりなら勘違いで通せるだろう」

「ごめんなさい、見られてはいけないのに」

「自分でコントロールすることはできないんだから、仕方がないさ。それに、謝ることはないよ。昔、君のその力で僕は助けられたんだ。そして今日は君自身を救った。誇るべき力だ。けれど……あとは言わなくてもわかるね？」

「はい」

　この力が悪用されないとは言いきれない。

　メアリの父も、メアリを守る為に離れて暮らしているのだ。

　離れてどう守っているのかはいまだにわからないが、自分の力が誰かを苦しめることになるのは耐えられない。

　だから未来を視る力のことは、父とジョシュアとメアリ、この三人だけの秘密となっている。

「さあ、帰って夕食にしようか」

　少しだけ重くなった雰囲気を払うようにジョシュアが微笑む。

「はい！」

「あと、ユリウス殿が君の誕生日を祝うって話を、美味しい夕食を堪能しながら詳しく聞かせてもらおうかな」

「えっ」

「ことと次第によっては皆が嫌がる僕特製のクソ苦い薬を、ユリウス殿に毎日飲んでもらおう」

　微笑みを黒く染めるジョシュア。

　そんな彼の横を歩くメアリは、ユリウスが苦みで倒れないように慎重に説明をしないといけないと、気合を入れて背筋を伸ばした。










優しき国王と明かされし真実




　ぼんやりと、瞼まぶたの奥の熱を遠くに感じながら顔を上げる。

　跨またがる白馬のさらりとしたたてがみを撫で、腰から下がる剣の柄つか頭がしらに触れた。

　ゆっくりと前進していく馬上から、ふと右側に視線をやれば、騎士の甲かっ冑ちゅうを纏ったウィルとルーカスがおり、左側には同じく凛り々りしい騎士姿のユリウスと、弓を背負ったセオが馬に跨っている。

　前方を行く隊の旗は風を受けて揺れ、背後を振り返ればよく王と共にいるアクアルーナの重鎮、イアン・ロッド侯こう爵しゃくも馬の背で揺られているのが確認できた。

　では、王はどこか。見回してみるが王の姿はどこにも見当たらず、不思議に感じた直後、遠くにあった瞳の熱が急速に冷めていくのを感じ取り、ああ、自分はまた〝いつか〟を視ているのだと悟った。

　程なくして、辺りの色は失われ、人も景色も形を成していたものが夜よ霧ぎりのように闇に溶けて見えなくなる。やがてゆっくりと夢から意識が浮上し、窓から差し込む朝陽ひにメアリは瞼を震わせた。

（……今のは、何？）

　指先でそっと瞼に触れる。予知による熱はなりを潜め、メアリは目を開いた。

　見慣れた天井をぼんやりと眺めながら、なぜ、自分が騎士団の者たちと共に馬に跨っていたのかと、まだ覚醒しきっていない頭で考える。

　皆でどこかに向かって移動しているようだった。

　もしかしたら今後、なんらかの理由で看護が必要になりジョシュアの付き添いでどこかへ行くのだろうか。けれど、近くにジョシュアの姿はなかったなどと思考を巡らせていると、部屋にノックの音が響いた。

「メアリ、起きてるかい？」

「ジョシュア先生？」

　木製の扉の向こうからくぐもって聞こえるジョシュアの声に、メアリは肩にショールを羽織ってベッドから降りた。

　扉を開けると申し訳なさそうな顔でジョシュアが立っていて、よく見るといつも医務室で纏う白いコートを腕に掛けている。

「おはようメアリ」

「おはようございます、先生」

「起こしてゴメン。急患が出たから行ってくるよ」

「それなら私も」

　一緒に行きますと続けるつもりだったメアリの言葉は、ジョシュアの「大丈夫」という声に遮さえぎられた。

「メアリは王に届ける薬の調合を頼むよ。夕方までに持っていかないと、明日の出しゅっ立たつに間に合わないだろう」

「そ、そうでした」

　昨日の野盗騒ぎに続き、予知夢を視たせいか、大事な薬のことが頭から抜け落ちていたことに気づく。

「メアリと一緒に朝食をとれないのは非常に心苦しいが、そしてメアリも寂しくて泣いてしまうかもしれないが」

「あ、大丈夫ですよー」

「なんて健気なんだ！　ああ、離れがたい。離れがたいが、ここは君にぐっと堪えてもらい、僕は患者さんを元気にして戻ってくるよ！　昼前には！」

「はーい。いってらっしゃい先生！」

「いってきます！　僕の可愛いメアリ！」

　そうして医療器具や薬が詰め込まれた鞄を手にしたジョシュアは、知らない人が来ても扉は開けたらいけないと、診療所らしからぬ言葉を残して出発した。

　過保護なジョシュアに苦笑し身支度を整えると、メアリはささっと朝食を済ませて薬の調合に取り掛かったのだった。




　アクアルーナ城は海を背に建造された美しい城じょう塞さいだ。

　城門に向かって架かる橋は陽が暮れ始めると連なる外灯に明かりが灯され、城へ優しく道案内してくれる。

　オレンジ色の太陽がゆっくりと傾き落ちてゆく夕景の中、メアリは完成した薬を持って橋を渡ると、城門の両脇に立つ兵士に会釈をした。

　もう何年も王宮医師であるジョシュアと共に出入りしてきたメアリは、ほとんどの門番兵に顔を覚えられている。今も「お疲れ様です」と声をかけられ、メアリもまた同じ言葉を送ってから門をくぐった。

　城壁に囲まれたアクアルーナ城内は、明日の調印式の出立に備えていつもより人の数が多く、近衛騎士たちの姿も見られる。そんな中、メアリは案内の者に連れられ豪華な調度品が飾られる迎げい賓ひんの間に通された。

　国王はメアリがひとりで薬を届けに来た際、決まってこの迎賓の間に通し、お使いのご褒美にと美味しい紅茶をご馳走してくれる。

　メアリがまだ幼かった頃は、医務室に顔を出すたびに世界各国の美味しいお菓子をメアリの手に握らせてくれた。

　幼いメアリはそれをただ素直に喜んでいたが、今考えてみると、昨夜ユリウスが話していたように、行方不明の王女にメアリの姿を重ねていたのかもしれない。

（私が王女様の代わりなんておこがましいけれど、それで少しでも王様の心を慰められるなら）

　そんな考え方こそおこがましいのかもとメアリが自嘲ちょうしていると、いくつかの足音が聞こえてきてメアリは手を前で重ねると背をピンと伸ばした。

　直後、迎賓の間に侍じ女じょを連れたアクアルーナ国王が現れ、メアリは片足を斜め後ろに引き、スカートの裾すそを優雅につまんで頭を深々と下げる。

「国王陛下におかれましてはご機嫌麗しく」

　メアリの挨拶に王は「まったく」と声にしてから、太く優しげな眉の下にある目尻のシワを深め笑みを浮かべた。

「メアリ、堅苦しい挨拶はいらぬと何度も話したはずだが」

「ご、ごめんなさい。つい……」

「良い。それもメアリが立派なレディに成長している証だろう。だが、私はお前を赤子の頃から知っている。昔のように『こんにちは、王様』で構わないんだぞ。ジョシュアなど、挨拶もなしに私の不摂生を叱ることもある。むしろそれくらいで私はいいのだが」

「さすがにそれはできません！」

「仕方ない。ならば次からは『こんにちは、王様』で頑張ってみてくれ」

　茶目っ気たっぷりにウインクをひとつ投げてよこした国王は、豪華な金色の縁取りが施された黒い革のソファに腰を下ろすと、メアリにも向かい側に座るよう上品な手つきで促す。

「もう……わかりました。頑張ってみますね」

「楽しみだ。さあ、紅茶を飲もう」

　メアリがソファに腰を下ろすと、そばに控えていた侍女が用意したティーカップに紅茶を注いでいく。透きとおった黄金色の紅茶がメアリの前に置かれると、高貴で清々しい香りが鼻をくすぐった。

　王はティーカップをソーサーと共に手に持つと、湯気の立つ紅茶の香りを堪能する。

　アクアルーナの国王。本名はメイナード・ローゼンライト・アクアルーナという。

　最愛の王妃マリアを亡くしてからも新しい妃を娶ることなく、自国の為に日々尽じん力しており、民からの信頼も厚い人物だ。

　そんな偉大な王の力に僅わずかでもなれればと願いながら、調合した薬をメアリはテーブル越しに王へと差し出した。

「二十日分です」

「ああ、ありがとう。今回もメアリが作ってくれたのか？」

　王はティーカップをテーブルに戻し、代わりに紙袋に入った薬を受け取って微笑む。

「はい！　薬草を専門にしている商人さんが城下町のはずれの宿に滞在していて、ジョシュア先生の代わりに仕入れてきたもので作ったんです」

「城下町のはずれまで？　メアリひとりでか？」

「はい」

　メアリが頷くと、優しげな王の双眸が訝いぶかしげに細まった。

「この城でもいまだ迷子になるメアリが？」

「うっ……」

　痛いところを突かれて、メアリは何度も城の兵や騎士たちに目的地まで案内してもらってきたのを思い出す。

　幼い頃は間違えて王の居室に入ってしまったことが一度だけあったが、その時、壁に美しい女性の絵画が飾られていたのをよく覚えている。

『こんなところまで迷い込んだのか』

　捜しにきた王が部屋の絵画を見つめるメアリを抱き上げ、その女性が誰なのかを教えてくれた。

『彼女は、私の妻だよ』

『つま？』

『そう。愛して結婚した人だ』

　優しい眼差しの中に寂しさを滲ませ、王が見つめていたのは亡き王妃の絵画。

　王はメアリが勝手に部屋に入ったことは一切咎とがめず、医務室で落ち着きなく待っていたジョシュアの元へと連れ帰ってくれた。

「実は、帰りは地図を失くして迷子になりました……」

　メアリが迷子の常習犯であることをよく知っている王には隠しても仕方ないと思い打ち明ける。すると王は「さすがだな」と肩を揺らして笑った。

「だが、城下町のはずれとなると、私が至らないばかりに治安が安定していない地区もある。報告によると昨夜も野盗による事件があったばかりだ。間違ってもそんなところに入ってくれるなよ？」

　治安の安定していない地区。野盗による事件。

　心当たりのあるメアリは、王の言葉を無言で受け止めて微笑んだ。

　むしろ不自然に硬くなったメアリの様子に王は気づき、そっと薬の入った紙袋をテーブルに置く。

「その沈黙、まさかとは思うが」

「と、と、とっても美味しいですね、この紅茶！」

「今朝、騎士団長から報告のあったスラムの野盗に追われていた人物とはメアリか？」

　言い当てられ、メアリの心臓が飛び出るのではないかと思うほどに跳ねた。

　王は普段は優しいが、メアリが危険を冒したとなれば厳しく叱ることもある。

　ジョシュアの場合、嘆いて取り乱し注意されるという流れなのだが……。

「お、王様、今日はお忙しいでしょうし、私はそろそろお暇いとましますね」

「メアリと紅茶を楽しむ時間くらいはあるさ。息抜きがてら、もう少し話を聞かせてくれるか？　迷子のメアリ」

　王の場合、顔は笑っていても目が怒っており淡々と叱る。

　もともと注意を受けたりすることは少ないが、メアリは昔からそれが苦手だ。

　まして相手は尊敬する王。話はありがたく聞くべきだと理解していても、できれば避けたいものだった。しかし、逃げても仕方なく、そもそもむやみに歩き続けて迷った自分が悪いのだとメアリは肩を落とす。

「よ、喜んで……お付き合いさせて、ください……」

「ありがとう」

　かくして、アクアルーナ王のありがたいお説教タイムが始まったのだった。




　――翌日。メアリはジョシュアと共に再びアクアルーナ城を訪れていた。

　王や近衛騎士たちの出立を見送る為だ。

　城門の前には、馬に跨る近衛騎士たちが整列し、先頭には銀の甲冑と青いマントを羽織ったアクアルーナ王が白馬の背に乗っている。

　そのすぐ後ろにはモノクルをかけたアクアルーナの宰相イアン公爵と近衛騎士団長のオースティン・レスターが控えており、オースティンは顎に髭を生やした雄お々おしい顔で、愛馬の首を撫でた。

　王は見送りに並ぶ家臣の中に、メアリとジョシュアの姿を見つけ、馬に乗ったままふたりに近寄ると微笑する。

「来てくれたのか」

「僕の可愛いメアリが見送りたいって言うからね」

　ジョシュアがおどけるように肩をすくめると、メアリはスカートの裾を摘んで片足を下げた。

「おはようございます、王様」

「おはよう、メアリ。お前の顔が見れて良かった。昨日は叱りすぎたから来てくれないかと思ったが」

「そんな！　王様が心配してくださっているのはわかっていますから」

「……お前は本当に優しい子に育ったのだな」

　目を優しく細め呟いた王は、馬上から手を伸ばすと大きな手でメアリの頭を撫でる。

「メアリ」

「はい、王様」

「私が帰って来たらまた、先ほどのような挨拶で迎えてくれるか」

「もちろんです！　お帰りをお待ちしていますね」

　メアリの明るい声に、王は満足そうに頷き、手綱を引いて先頭へと戻った。

「開門！」

　騎士団長の声が響くと、重い城門が開きアクアルーナの紋章が描かれた旗が立つ。

　空よりも深い青色の旗が風にたなびく中、王が前進すると、ゆっくりと列が動きだした。近衛騎士の中にはルーカスとウィルの姿もあり、ふたりはメアリに軽く手を上げてから門をくぐる。

　それを見送ると、少し後方を行く騎士たちの中に綺麗な姿勢で手綱を引くユリウスを見つけた。

　メアリの視線に気づいたユリウスは、蜂蜜色の瞳を和らげ、端整な顔に笑みを浮かべる。唇が「いってきます」と動いて、メアリは笑顔でそっと頭を垂れた。

（どうか、皆さんが無事に帰ってきますように）

　最後のひとりが門を出るまでメアリは祈り、見送り続けた。




　騎士の皆は怪我はしていないだろうか。王は体調を崩していないだろうか。

　手当の合間や、家事の最中、就寝前と、ことあるごとに気にかけながら過ごすこと二週間と少し。

「おまたせ！」

「お疲れさま、エマ」

「メアリもね。さあ、飲むぞー！」

　気晴らしにでも出ておいでとジョシュアに気遣われたメアリは、日が暮れてから親友のエマが働く酒場を訪れていた。

　空は朝からぐずつき、夕方ごろから雨足を強めている。

　その地面や家屋を叩く雨音も、酒場でジョッキを重ね合い盛り上がる客の賑わいでかき消され、雨の気配すら忘れるほどだ。

「ほいよ、こいつはサービスだ」

　窓際の席に腰掛けるメアリとエマの前に、トンと音を立ててレモンの果実酒が注がれたグラスがふたつ置かれた。

「ありがとう、おじさま！」

　笑顔でお礼を述べるメアリに、酒場の店主であるエマの父は、普段は強面の顔を満面の笑みに変えてカウンターの中に戻っていく。

　ふたりはグラスを手にすると軽く打ち鳴らして乾杯した。

　グラスのふちに唇をつけて少しだけ口に含むと、甘酸っぱいレモンの香りが鼻をくすぐり通り抜ける。思わずため息を漏らしたメアリに、エマは首を傾け高い位置で結ったポニーテールを揺らした。

「なになに？　悩みごと？」

「んー……悩みごとというより、心配ごと、かな」

「ついにジョシュア先生が鬱うっ陶とうしくなったとか？」

「あはは、違う違う。調印式は無事に行われたのかなって」

　メアリの言葉に、エマはなるほどと呟いてグラスを置いた。

「予定どおりなら、一週間前の昼にはロウの街で終わってるのよね」

「そのはずだけど……」

　本来なら、一昨日の夜あたりには、ロウからの早はや馬うまで調印式が無事に執り行われたという知らせがあってもおかしくない。

　メアリは昨夜、就寝前にジョシュアも心配そうにしていたのを思い出す。

　念の為にと今日は城の医務室に勤務していたジョシュアが重鎮たちに早馬の到着はまだかと尋ねたらしいが、確認の馬を出したばかりでまだ状況が掴めていないとのことだった。

　あまり心配しすぎてもよくないから、気分転換に行っておいでと言われ、メアリはこうしてエマの元にいるわけだが、それでも王や騎士たちのことが頭から離れることはなく、むしろ、酒場の客たちからも同じように早馬による知らせを心待ちにしている声が聞こえている。

「ウィルも行ってるの？」

　エマが尋ねると同時に、店主がまたしても「サービスだ」と言ってソーセージの盛り合わせと彩り野菜のピクルスを出してくれた。ふたりが揃って感謝を口にすると、店主は満足そうに踵きびすを返し客の注文を受けに行く。

　それを見送ってから、メアリはエマに向き直り口を開いた。

「行ってる。近衛騎士はほとんどの隊が出てるってジョシュア先生から聞いたわ」

「そっか。ウィルって昔から何やっても器用だったけど、まさか騎士様になっちゃうなんてね」

　騎士といえば老若男女問わず憧れを抱かれる存在であり、王に命を捧げ仕える名誉ある職業だ。まして、近衛騎士は誰でもなれるものではなく、エマにとっても幼馴染であるウィルが騎士として働いていることを誇りに思っている。

「あたしもウィルくらい器用だったらなぁ。女騎士とかかっこいいよね」

「エマはオシャレ上手だから騎士服も素敵に着こなしそう」

「本当？　調理用のナイフしか握ったことないけど騎士になれる？」

「どうかな。でも私は応援するよ」

　メアリがエマのジョークに笑ってそう答えた直後のこと。

　店の扉が勢いよく開いて、その音に客が皆驚き店内が一瞬静かになった。

　何事かとメアリが扉の方へと視線をやると、雨に濡れたマントを被ったウィルが息を切らし立っている。その碧眼が忙しなく店内を見回し、メアリの姿を捉えると僅かに見開き、急ぎ足で歩み寄った。ずっと雨に打たれ続けていたのか、ウィルのマントから雨の雫がポタリポタリと落ち、足元の木き床どこに染み込んでいく。

「ウィ、ウィル？」

　メアリが声をかけると、ウィルは椅子に腰掛けているメアリの腕を掴んだ。

「ジョシュア先生が呼んでる」

「え？」

「急患だ。急げ」

「え、ちょっと待って」

　強引に腕を引かれて立たされたメアリは慌てて椅子に引っ掛けていたフード付きのマントを手にした。

「ごめんねエマ！　また今度！」

「え、ええ」

　店の外に出ると大粒の雨が髪を濡らし、メアリは急いでマントを被る。ウィルはすぐそばに繋いでいた黒鹿毛の馬の横に立つと、メアリに乗るように促した。

「私、乗馬はあまり得意じゃないんだけど」

　普段、急患が出た時などはジョシュアと共に馬車に乗っているが、馬の背に乗ったことは練習のみで数度ほどしかない。

　護身術にしてもそうだが、ジョシュアにいつか役に立つからと言われて習ってはみたものの、才能がないのかあまり上達しないのでしっかりと身に付く前に辞めてしまっていた。

　そのことをメアリはここ数日で二度後悔している。

　一度目は野盗に追われた時。二度目はまさに今だ。

　たじろぐメアリに、ウィルは「乗りながら教える。時間がないから早く乗れ」と急かした。

（そうだ。患者さんが待ってる）

　苦手だの怖いだの言ってはいられないのだと自分に喝を入れ、頷いたメアリは鐙あぶみに足を掛けて馬に跨ると、続けてウィルもメアリの後ろに乗る。

「ウィル、いつ戻ったの？」

「今さっきだ」

「王様は？　騎士団のみんなは？」

　気になって矢継ぎ早に問いかけるメアリ。だが、よほど重症の患者なのか「説明は後だ。しっかり掴まっておけ」と答えたのみで、馬の腹を強めに蹴って走らせた。

　蹄ひづめが力強く地面を蹴り、水を跳ねさせながら城下町を駆け抜ける。雨粒が顔に当たるのを感じながらも、メアリは必死に馬の動きに合わせてバランスをとった。

　それから間もなくして馬が走る速度を少し落としたかと思うと、目の前にはよく知った景色が現れる。

（……お城？）

　ウィルはそのまま橋を渡ると、城門をくぐって城に続く曲がりくねった坂道を上がり、王の門と呼ばれる城の正面に位置するふたつ目の門の前で止まった。

　王の門より先は階段があり、馬は入ってはいけない。

　ウィルとメアリは相変わらず雨粒を弾いて濡れ続けている地に足をつけた。

「ウィル、患者さんは城内にいるの？」

　今度は、もったいぶることなくひとつ確かに頷いたウィルが薄い口を開く。

「王が、危篤状態なんだ」

　聞こえた瞬間、メアリの思考が停止した。

　目を見開き、ウィルを見つめたまま、ただ瞬きだけを繰り返す。

（王様が……何……？）

　今の今まで鼓膜を刺激していた雨音が遠くに感じられるほどの衝撃的な言葉。

　声を返せないメアリに、ウィルは続けた。

「ヴラフォスには、休戦する意思なんて最初からなかったんだよ」

　表情に悔しさを滲ませ吐き捨てるように話したウィルの姿に、メアリの頭が少しずつ働き始める。

　何があったのかなど尋ねなくとも、王が危篤の状態であることでメアリは悟った。

「罠だったのね」

「……そうだ」

　答えたウィル。ふとその左手に色を見た気がして注視すると、手の甲に一筋の傷があり赤く染まっている。

「王の部屋へ行け」

「ウィルは？」

「俺はルーカス隊長と一緒に、王を逃す為に殿しんがりを務めてる団長やユリウスたちを助けに戻る」

　騎士団長とユリウスがまだ戻っていないことを知り、メアリの瞳が心の動揺を表すように揺れた。

　無事なのか。それを今問いかけても詮せんなきこと。

　助けに戻るということは、戻ってみなければわからないのだから。

　出立の時に微笑んでいたユリウスの顔が脳裏りにちらついて胸が苦しくなる。けれど、メアリはほんの僅かだけ頭を振ってから、ウィルに「わかった」と頷いてみせた。

　その様子にすぐさま踵を返したウィルだったが、メアリに名を呼ばれ振り返る。

「これを使って！」

　声と共にメアリが投げて寄こしたものをウィルは右手で受け取って見ると、円形の小さな箱があった。

「傷薬よ。気休めかもしけないけど使って」

　それはメアリがいつも肩から掛けているショルダーバッグの中に常備されている薬だ。傷からの出血や腫はれを抑える効果があるハイペリカムという薬草の茎葉をすり潰したものが入っている。

「助かる」

「絶対に、帰ってきてね」

「当たり前だ」

　きっぱりした声で返すと、ウィルは今度こそ馬の背に飛び乗り来た道を戻った。メアリはそれを見送ることなく、目的地へと走りだす。

　雨空のおかげで薄暗くも壮麗な外回廊を抜け、城の正面玄関を警備する兵に名を告げるとすぐに扉を開いて通された。

　常なら落ち着いた雰囲気の漂う城内だが、今日は兵士や使用人、臣下の者たちの表情は沈んでいる。その様子で、帰還した王の容態が悪いのだと理解できたメアリは、行儀が悪いとわかっていながらスカートの裾をたくし上げて階段を駆け上がり、王の居室がある王の塔への渡り廊下を走り抜けた。

　塔の入り口を守る兵がやってくるメアリの姿を認めるなり、すぐに後ろに下がる。

　きっと、ジョシュアかイアン侯爵あたりが通すように伝えておいてくれたのだろう。

　メアリは「ありがとうございます」とひと言告げてらせん状の階段を上りひとつ上の階へと移動する。そして、白い両開きの扉が視界に入ると同時、メアリは扉の横にイアン侯爵が立っていることに気づいた。

「イアン侯爵様」

「早く入ってくれ。王が待っている」

　挨拶しようと頭を下げかけたメアリを制し、イアンは金色の刺繍が施された黒いローブを翻ひるがえすと扉を開いて中に入るように促す。

「はいっ、失礼します」

　一礼し、幼い頃以来久しぶりの王の居室に足を踏み入れたメアリは、部屋の奥、ロイヤルブルーの天蓋がい付きベッドに横たわる王を見つけた。

　すぐそばに立つジョシュアが、メアリの姿を見るなり悲しげに眉を寄せる。

　それは、散々手を尽くしても力及ばず、あとは〝その時〟を待つだけとなった際に見せるジョシュアの表情だ。見覚えのある顔に、メアリの鼓動が不安で速まっていく。

　ツンと鼻の奥が切なく痛むのを感じたメアリは、唇を噛みしめるとジョシュアの隣に立ち並んだ。

　ジョシュアは何も言わず、一歩下がってイアンとふたりで静かに見守る。

「王様……」

　メアリが祈るように胸の前で手を合わせ、そっと声をかけると閉じていた王の瞼が震えてゆっくりと開く。

　ぼんやりと焦点の定まらない焦げ茶色の瞳が、心配そうに見下ろすメアリを映すと、目尻を優しく下げ「ああ……」と蚊の鳴くような声をこぼした。

「メアリ……ただいま」

　掠かすれた声で紡がれた言葉に、メアリは出立の時に交わした約束を思い出す。

　弱々しい王の姿に喉の奥が潰れたように苦しい。

　それでもメアリは唇を開き、涙をこらえて微笑んだ。

「おかえりなさい、王様」

　少し震えたメアリの声。

　王は優しい目はそのままに小さく頷くと、後ろに控えているイアンに視線をやる。

「イアン、あれを……頼む」

「ああ」

　イアンは答えると、重厚感のあるチェストの上から花束をひとつ手に取り、それを王に持たせた。

「遅くなって、すまない」

　そう言って王から花束を差し出されたメアリは目を見張る。

「これ……」

　メアリはそれを受け取ると、どういうことなのかと必死に思考を巡らした。

　渡された花の名は、ルクリア。

　この花を贈り「遅くなってすまない」と告げるべきは、王ではなく自分の父であるはずだ。けれど、王は語る。

「今年は、少し寒いから、ルクリアがなかなか手に入らなくて、な」

　だが、ここに戻る途中で運良く見つけられて良かったと、力のない声で言うのだ。

　戸惑うメアリの頬を、大きく温かい王の手が触れる。

「メアリ……私とマリアが望むのは、お前が幸せであることだ。だから、使命や役割に囚われず、お前が望む未来を、進みなさい」

　苦しそうにしながら亡き王妃の名を声にし、メアリに願いを伝えた王は、メアリの頬を愛しそうに撫でながら「ジョシュア」と涙ぐむ王宮医師に声をかけた。

「なんだい、メイナード」

　メアリの前では必ず王という肩書きで呼んでいたジョシュア。

　けれど今、親しげに王の名を呼ぶジョシュアの声に、メアリの中で〝もしかして〟という予想が真実味を帯びていく。

　もしかして。王の娘は誘拐されたのではなく、持って生まれた力が原因で友人であるジョシュアに預けられたのでは。手元で自らの娘として育てることはできないが、友人の娘として愛情をかけることを選んだのでは、と。

　その答え合わせはすぐに行われる。

「メアリを、こんなにもいい子に育ててくれて、ありがとう」

「それは君とマリア王妃の遺伝だよ」

　王と王妃の遺伝。ジョシュアの返答に、メアリは熱い息を吐いた。

　同時に、こらえきれなくなった涙が頬を伝い落ちていく。

　王はメアリがこぼす涙に気づき、そっと指で拭い取ると、今度は「イアン」と信頼する側近の名を呼んだ。

「なんだ？」

「もしも、メアリが……俺、のっ、グッ……ゴホッ」

「わかっている。任せておけ。だからもう、休め」

　言葉の最後は涙交じりの声だったが、王には届いていたようで力を抜くように息を吐き出した。

　咳き込んだ唇からは血が流れ、メアリはそれを優しくガーゼで拭き取る。

　ヒュ、ヒュと浅く繰り返される王の呼吸は、いよいよ最期ごの時が訪れている知らせ。

「メアリ」と呼んだはずの声は音にならず吐息だったが、メアリは頬に触れている王の手に自分の手を重ね、「はい」と答えた。

　王は必死に息を吸うと、メアリを見つめ、かさついた唇を動かす。そして。

「最後に、一度だけでいいから、俺、を、父と……呼、ん……」

　命が燃え尽きゆく最中、十八年、ずっと切望してきた願いを声にする。

　しかし、それは最後まで紡ぎきることはなく……。

　メアリを優しく見つめる瞳から、光が失われてしまった。

「と、……さま……」

　メアリが、初めて王を父と呼ぶ。けれど、その声はもう王の耳には届かない。

　メアリの頬を撫でていた手からは既に力が抜けており、メアリはその手を強く握った。父様と、何度も何度も声にして。まだそこに魂はいるのだと信じ、何度も、何度も。

　ジョシュアは息を引き取った王の瞼をそっと閉じると、嗚お咽えつを漏らすメアリの肩を強く抱いた。




　――雨はいまだ、アクアルーナの大地を叩きつけている。

　泣き腫らした瞼を持ち上げて、椅子に座るメアリは濡れる窓に視線をやった。

　外はまだ暗く、医務室の柱時計の針はようやく日付が変わったことを示している。

　ここに来てすぐにジョシュアが淹れた紅茶はすっかり冷めてしまっていた。

「メアリ、眠かったらそこの寝台で横になっても構わないからね？」

　机に向かい、診断書にペンを走らせるジョシュアがメアリを振り返り気遣う。

　けれど、メアリはゆるゆると首を横に振ってから、ジョシュアが花瓶に挿してくれたルクリアの花を眺めた。

　心も体も疲れているし、瞼も重く感じる。それでも眠気は襲ってこない。

　ただあるのは、尊敬するアクアルーナ国王の死と、王が自分の父親だったというふたつの事実。

　どこか遠くにいると信じて疑わず、ずっと会いたいと思っていた父がすぐ近くにいて、小さな頃からメアリを見守ってくれていたのだ。

（王様は……父様は、どんな気持ちで私と接していたのかしら）

　嬉しかったのか、寂しかったのか。穏やかで思いやりのある王だ。父と告げることが叶わず、苦しかったのかもしれない。

　降りしきる雨の音を聞きながらメアリが胸を痛めた直後、医務室にノックの音が響き白い木目の扉が開く。

　現れたのは、崩御した王の遺体を安置するため、城の北に建つ礼拝堂に赴おもむいていたイアン侯爵だ。イアンはちらりとメアリの様子を目の端で捉えてからジョシュアに話しかける。

「とりあえず、今後のことは葬儀が済み次第本格的に話し合うことになった。何かあれば全て会議の上で決める手筈はずだ」

「よくランベルト大侯爵が了承したね」

　イアンの紅茶を用意しようと立ち上がったジョシュアが驚き半分の笑みを浮かべた。

　ランベルト大侯爵とはメイナード国王の叔父にあたる男性だ。

　子に男児はおらず、ふたりの娘がいるのみ。次女は既に隣国フォレスタットの領主の元に嫁いでいるが、四十になる長女はいまだ嫁いでおらず、それはもしもの際の王位継承の駒こまとしてランベルト大侯爵があえて嫁がせていないともっぱらの噂だ。

　野心を持つランベルト大侯爵としては、王が崩御したこの機を逃したくないはず。故にジョシュアは、「ならば代理で私か娘が王の座に就こう」とランベルト大侯爵が強引に話を推し進めずにいたことが不思議だったのだ。

　イアンは、繊細な模様があしらわれたティーカップを手にするジョシュアに肩をすくめてみせる。

「娘のほうはここのところどこぞの伯爵だけでは物足りず、庭師だの司祭だのと金に物を言わせて派手に遊び惚けているようだからな。仮とて誰も頷かないだろう」

「確かにね。じゃあランベルト大侯爵は？」

「話し合いの前に、今動きすぎるとあらぬ疑いをかけられるのではとアドバイスしておいた」

　ランベルト大侯爵があわよくばと王座を狙っている件は、アクアルーナの重臣たちには周知の事実だ。

「さすが優秀な宰相様。うまく脅したねぇ」

「アドバイスだと言っただろう」

　意味ありげに口角を上げて念を押すイアンは、ふたりのやり取りを静観していたメアリの向かいに座った。

「さて、ジョシュアから君の生い立ちについて何か聞いたか？」

「いえ……まだです」

　メアリが首を横に振って答えると、イアンは丸いモノクルの位置を指を添えて調整し、ため息を吐いてジョシュアを見る。

「お前は何をしていたんだ」

「だってかわいそうじゃないか。落ち込んでるし、混乱してる」

　ジョシュアはティーポットに茶葉を投入していた手を止めて、いつもの明るさを失っているメアリに心配そうな眼差しを向けた。

「だが、時間がない。メイナードは明かした。ならば彼女は選ばなければならない」

　悲しみにくれてばかりいるわけにはいかないのだと少し弱々しい声色で続け、イアンが鉄色の瞳を伏せる。そして、気持ちを切り替えるように息を吸い込むと、再び視界にメアリを映した。

「メアリ、全て理解しようとしなくても構わない。だから、まずは聞いてくれるか？」

「はい……」

「ありがとう」

　そうして語り始めたのは、今より二十年前のこと――。

　城下町の視察として、たびたび城を抜け出していた王子メイナードは、ある日、花売りをしていた娘に一目惚れをした。

　娘の名はマリアといい、城下町でも評判のいい娘だった。

　メイナードはことあるごとに花を買い、少しずつ距離を縮め、誠実にマリアに好意を伝え続けたが、マリアは頑として首を縦には振らなかった。

　その理由は、彼女の生い立ちと言い伝えられているある力が原因であることを、メイナードの想いに根負けしたマリアから聞くことになる。

『私はティオ族と呼ばれる一族の生まれで、その中でも未来を視るという特殊な力を持つ巫み女この血筋なのです』

　だが、他族との婚姻により血が薄まっていてマリアは強い力を受け継いではおらず、ごくたまに予知夢を視る程度のものだったらしい。

　しかし、マリアの母、つまりメアリの祖母ははっきりと未来を視ることができる人物であり、マリアが王と結ばれ王妃になることを予知していた。

　そして、その先の未来にあるふたつの不幸も。

　ひとつは、ふたりの間に生まれてくる姫の予知能力を疎うとむ者が幼い王女を暗殺するというもの。だから、メイナードの気持ちには応えられないと断るマリアに、メイナードは言った。

『未来に何が起こるかわかっているのなら、先回りをすれば良い。王女が生まれてくる前に目ぼしい人物を見つけ出して、手が出せないようにすればいいんだ』

　マリアは悩んだ末、もうひとつの不幸を隠したまま、メイナードの強い想いと未来を変える決意を胸に結婚を了承した。けれど――。

「王妃のお腹に君が宿り、順調に成長していく中、一向にそれらしい人物を絞ることはできなかった。怪しく思える者もいはしたが、決定的な証拠が出ることもなく、ついに君が生まれた」

　それからすぐ王と王妃、そして王の信頼できる友人であるイアンとジョシュア、当時はまだ副団長だったオースティンを交え話し合いがなされ、メアリはジョシュアの元で育てられることが決まり、誘拐に見せかけ秘密裏に城から連れ出した。

「だが、すぐにジョシュアの元に赤子がいては怪しまれる。だから半年ほどフォンタナの修道院で働く俺の妹に預け、後に友人の子を預かるという体ていでジョシュアが迎えに行った」

　フォンタナはアクアルーナの首都から見て北東、フォレスタット王国との国境近くにある大きな街だ。治安も良く、むしろ修道院でそのまま成長を見守ることもできたのだとイアンは語った。

　預けはじめの頃は王も数年はそれでも構わないと、時々視察で足を延ばして会いに行ければいいと話していたのだが、王妃が隠していたもうひとつの不幸が起きてしまい、王の気持ちを支える為にもメアリは予定どおり首都に戻されたのだ。

「その隠されていた不幸が、君の母上であるマリア王妃の死だ」

　王妃は、メアリを産めば予後が悪く自分が死ぬことまで母から聞かされていた。それを告げなかったのは、王を愛していたからであり、生まれてくるメアリの未来が幸せなものになると信じたからだ。

　王妃はそのことを死の間際に告げ、王とメアリの名を愛しそうに声にしてからこの世を去ったのだとイアンは語った。

　メアリは絵画でしか見たことのない母マリアの姿を思い出す。

　微笑みを浮かべた肌の白い美しい女性だった。

　自分の幸せを信じ、願ってくれた両親の愛情と想いに、胸の内だけでなく目頭まで熱くなる。

　ぼんやりと涙で滲む視界の中で、イアンの視線がメアリの首元に移動した。

「君のそのペンダントは、王妃から君へのプレゼントだと聞いている。そして、そのペンダントには仕掛けがあり開くようになっている」

「仕掛け、ですか？」

　そんなものがあったとは初耳で、メアリは目を丸くしペンダントに触れる。

「ああ。中にはあるものが入っているはずだ」

「それは、どんなものですか？」

　想像がつかずにメアリが首を傾げると、ジョシュアがイアンの前に湯気の立つ紅茶を置いて答える。

「君がもしメイナードの血を継ぐことを選ぶのであれば必要なものだよ」

　血を継ぐ。それが王家の血を継ぎ、王女として生きる道を選ぶということに他ならない。ただのメアリとして生きるか。メアリ・ローゼンライト・アクアルーナとして生きるか。

　ペンダントを手の中に包むようにすると、ジョシュアはメアリの頭を優しく撫でる。

「メアリ。メイナードはもともと、メアリの命を奪う者が判明次第、良きところで自分が父であることを告げるつもりだったんだよ。そして、どこで生きたいかを選ばせるつもりでいたんだ」

　けれど、メアリがいなくなったことで炙り出しは難航し、いまだ判明はしないまま。

　危機は去ったのかわからないが、メアリの成長を近くで見守り続けた王は、メアリが抱える父親に会えない寂しさを感じ取っていた。

　だから、決めていたらしい。十八歳の誕生日には、ルクリアの花を自分の手で渡し、父だと告げると。そして、メアリが望む未来を歩ませてやりたいと。

「なのに、肝心のルクリアが今年は手に入らなくてね」

「俺は毎日花屋に通って入荷の確認をさせられていた」

「僕もだよ。診察の途中で花売りに会ったら売ってるか見ておいてくれって」

　困ったように眉まゆを寄せて微笑むふたりの会話に、メアリも涙ぐみながら薄く笑んだ。

　ルクリアなら城下町の民家の脇に少しだけ咲いていたのを思い出す。もしそれを王が手に入れることができたなら、未来は変わっていたのだろうか。

　……きっと、変わらなかっただろうとメアリは思う。変えることができるとすれば、ヴラフォスの罠に繋がる何かを見つけるか、メアリが視た時だ。

　と、そこまで考えてメアリの脳裏に満月の夜に視た不思議な夢がよぎる。

（あの夢の中に、王様の姿はなかった……）

　もしあれが、王の死を予見していたものならば。

「あ……わ、私……ごめんなさい……」

　突然動揺し始めたメアリに、ジョシュアとイアンは瞬まばたきを繰り返した。

「メアリ、どうしたんだい？」

「ジョシュア先生、私、夢で視たんです」

　そうしてメアリは、僅かに震える声で視た夢の内容を告げる。

　どこに向かっているかはわからないが、自分が白馬に跨っており、周りには近衛騎士の者たちやイアンがいたこと。そこに王の姿がなく不思議に思って目覚めたことを。

　話を聞いたジョシュアは腰をかがめてメアリの目線に合わせる。

「大丈夫。それだけじゃメイナードの死に関連付けることは難しい。だから君のせいではないよ」

　宥なだめるように背中をさするジョシュアに続き、イアンも頷いた。

「それだけではヴラフォス帝国の罠に気づけはしない。……いや、そもそも王も懸念しこちらも警戒していたんだ。それでも、あの数の兵を隠していたのは想定外だった」

　イアンは思い出しながら苦々しい顔で語る。そして立ち上がると頭を下げた。

「あなたの父上を救えず、申し訳ありませんでした」

　それは、メアリを一国の王女として扱った謝罪。けれど慣れていないメアリは慌てて立ち上がり「やめてください。いつもどおりで結構ですから」とイアンに頼む。

「王様の口からきちんと聞くことができました。父と母の愛情を知ることができました。正直、今はまだどうすればいいのかわからないけれど……ちゃんと考えます」

　だから少しだけ時間をくださいと今度はメアリが頭を下げる番で、イアンは首を縦に振った。

「アクアルーナのしきたりでは、二週間は喪もに服さなければならず、その後王位継承の戴たい冠式を執り行うのが通例です」

「その間に、結論を出せということですね」

　メアリの返答にイアンはしっかりと頷く。

「王が存命ならば急かすことはなかったのだが、申し訳ない」

「メアリ、僕は君を本当の娘として迎えることを厭いとわないよ！　だから変に気負わ」

「それとメアリ」

「ちょっとイアン。僕まだ喋ってる途中」

「もし王位を継承するとしても、必要のない限り君の予知能力については隠してくれ」

　子供の頃であれば思わず口をついて出てしまう懸念が大いにあったが、今ならばそれもない。隠していれば暗殺のリスクは格段に減るはずだと告げられ、メアリは少しの恐怖を胸の奥底に押し込めるようにして「お約束します」と答えた。

　そこでようやくイアンは肩の力を抜き、再び椅子に腰掛けると紅茶に口をつける。そして、モノクルを外してテーブルに置くと、俯き目頭を押さえた。そんなイアンの肩を励ますように軽く叩いたジョシュアもまた、仕事の続きに取り掛かる。

　静かになった室内。まるで王の死を嘆いているような雨はまだ勢いを失わず、医務室の窓を朝陽が昇るまで濡らしていた。




　――ジョシュアの優しい声にうたた寝から起こされたメアリを待っていたのは、帰還した近衛騎士や兵たちの治療だった。

　王の近くで警護を任させれていた騎士や兵士は残念ながら数名亡くなってしまったと聞かされた時、メアリは真っ先にユリウスやウィルたちのことではと肝を冷やした。

　けれど、そのすぐ後に交流のある騎士たちは軽い怪我のみで、現在は修道院や騎士宿舎で手当を受けていることを知り安堵どする。

　メアリはジョシュアの指示に従いながら、悩む暇も悲しみに暮れる暇もなく重傷者の対応に追われ、気づけばあっという間に一日が過ぎて夜を迎えた。

「メアリ、少し落ち着いたから食事をとっておいで」

　重傷者の治療が一段落した頃、ジョシュアは騎士の腕に包帯を巻いているメアリに休憩を勧めた。

「先生は？」

「僕も後で食べるから大丈夫」

　メアリは手当を終え、騎士に「これでいいですよ」と声をかけてから、肩を回して疲れをほぐすジョシュアに頷いてみせる。

「わかりました。なるべく早く戻りますね！」

「ああっ、なんて優しいんだメアリ。でもいいよ、ゆっくりしておいで。今は自分を優先するんだ」

　無理をしすぎてはいけないよと労りの言葉をもらい、メアリはジンとする胸をそっと両手で押さえた。

「先生……ありがとう」

「君の感謝の気持ちだけで僕はお腹いっぱいだよ」

　柔らかな微笑みを浮かべたメアリに、ジョシュアが感極まりながら言葉を発した直後、ぎゅるるとジョシュアのお腹が鳴る。

「やっぱり早く戻りますね」

　メアリがクスクス笑うと、ジョシュアが「僕の腹のクソが！」と悪態をついて自分の腹をペシンと叩く。それをまたメアリは笑ってから、医務室を出た。

　向かう先は城で働く者たちが自由に使うことができる大食堂。

　食堂の奥に隣接する厨房も広く、真夜中以外は数名の料理人が仕事に従事していて、メアリも医務室で手伝う時はお世話になっている。

（あまりお腹は空いてないけど、少し食べないと頭も回らなくなっちゃう）

　これから自分がどうするべきか。

　メアリは正直なところ、自分が王家の血を引いているという実感はない。

　ただ、イアンから聞いた話や王と交わした最期の会話、それにルクリアの花のことを鑑かんがみると疑うべき理由も見つからないのだ。

　何より、これまで培ってきた王との思い出を振り返ってみれば、そこには父親としての愛情が滲み出ていたことに気づかされる。

　王の優しく大きな手を思い出し、鼻の奥がツンとするのを唇を噛んで誤ご魔ま化かしながら、雨露に濡れた夜の中庭を横目に柱ちゅう廊ろうを歩いていた時だ。

「メアリ」

　背後から名を呼ばれて振り返ると、そこには騎士服を纏ったユリウスがいた。

「ユリウス様！　お帰りなさい」

　パッと花が咲くような笑顔で駆け寄るメアリに、ユリウスは瞳を細め微笑んだ。

「ただいま。ジョシュア先生の手伝いかな？」

「はい。一段落ついたので、食事をとりに食堂へ行くところです」

「そうか。お疲れ様」

　労いの言葉を口にしたユリウスだが、メアリはその顔が少しやつれたような気がして体調や気分がすぐれないのではと心配になる。

　王の死だけでなく、仲間や部下も傷ついたのだ。当然、その心労は想像に難かたくない。

「ユリウス様こそお疲れ様です。あの、お怪我はありませんか？」

「掠り傷程度だよ。心配してくれてありがとう」

　医務室で手当を施した騎士たちから、各部隊長は素晴らしい活躍をしたのだとメアリは聞いていた。中でも傷を負った王を逃がす為に殿を務めたオースティン騎士団長の猛攻と、それにより分散した敵を鮮やかに撃破していく第三部隊長のユリウスは、同じく殿として残った彼らの部下たちにさらなる尊敬の念を抱かせたらしい。

「騎士の方々からユリウス様の活躍を耳にしました。さすがですね」

　少しでも気分が上がればとの思いもあり称賛を口にしたメアリだったが、ユリウスは美しい顔をゆるく左右に振った。

「運が良かっただけだ。でもその運は、俺ではなく王の為に使われるべきだった。死ぬべきは王ではなく、きっと」

　続く言葉を予想できたメアリは、両手をユリウスの唇に押し当ててそれ以上語るのを無理やり止める。

「ダメですよ、ユリウス様。私は、今あなたがこうしてここにいることが嬉しいです。王様のことは、とても……とても、悲しいですけど」

　それでも、ユリウスや皆が帰ってきてくれたことが嬉しい。

　メアリがそう告げると、ユリウスは眉をハの字にして微笑し、自らの唇を押さえる手を両手で包んだ。

「メアリ、君は心根が優しく真っ直ぐで美しいな」

「そ、そんな！　私から見たら、ユリウス様のほうこそ」

　手を握られながら褒められ、ほんのりと頬を赤く染めはにかむメアリの横で、葉にたまる雨の雫しずくがぽたりと落ちたのと同時、ユリウスの瞳が翳かげる。

「それは……本当の俺を知らないからだよ」

「……え？」

　いつもと違う冷めた声色。それは野盗から助けられた時に耳にした声に似ていて、メアリの背にひやりとしたものが一瞬走る。

　怒らせてしまったのではと焦ったメアリだったが、目の前に立つユリウスの表情はすぐに柔らかさを取り戻し手をそっと離した。

「なんてね。……まだ少し気が立ってるみたいだ。引き止めてごめん。またね」

「は、はい……」

　軽く手を上げ踵を返し、レザーブーツの踵かかとを鳴らし柱廊を進むユリウスをメアリは静かに見送る。

　心中で、本当に冗談なのだろうかとユリウスの様子を気にしながらも、今度こそ食堂に向かう為に靴音を響かせるメアリ。

　その足音にユリウスがゆっくりと振り返った。

　スカートの裾を揺らし去っていく背中を見つめる瞳には、もの悲しさが漂う。

「本当に、君の純粋さは、俺を苦しめてくれる」

　自嘲し、瞼を伏せ、ユリウスは再び足を踏み出したのだった。




　一夜明けて――。重傷患者の容体も安定してきた為、医術の心得を持つ修道院の者たちに任せ、メアリとジョシュアは一度診療所に戻った。

　入浴と仮眠を済ませ、遅めの朝食をとっていた時だ。

　一階からノックの音が聞こえて、ジョシュアはスプーンを置こうとしたメアリに食事を続けるように言い残し席を立つ。慣れた足取りで階段を下り玄関扉を開けると、そこに立っている男を見てジョシュアは首を傾げた。

「治療かい、オースティン？」

「いや、イアンから聞いた。メイナードがメアリに話したと」

「あー、待った待った。その話なら中で頼むよ」

　ジョシュアは「誰かに聞かれたらどうするんだ筋肉バカめ」と愚痴りながら家の中にオースティンを招き入れた。

「食事は？」

「パンを齧かじってきた」

「倒れるなよ」

　オースティンは近衛騎士団長であると同時に王立騎士団の総長も兼任している。

　それ故に非常時は食事もままならぬほどに忙しくなり、まして王が亡くなった今は騎士団の全指揮権がオースティンに委ねられている為、会議に軍の編制や戦闘準備にと走り回っている状態だった。

　そんな多忙を極めている状況にもかかわらず、オースティンがジョシュアの診療所を訪ねた理由はメアリにある。王がメアリに真実を打ち明けたのなら、どうしてもしなければならないことがあるからだ。

「今、メアリと話せるか？」

「いじめてくれるなよ？」

「イアンじゃあるまいし」

「オーケー、イアンに伝えておくよ」

「バカ、やめろ」と眉を下げて笑うオースティンだったが、ジョシュアが二階へ上がるとその表情を引き締める。やがて、控えめな足音と共に現れたメアリは、玄関に立つオースティンに会釈をした。

「こんにちは、騎士団長様」

「ああ、メアリ……と馴れ馴れしく呼ぶのはよくないか」

「い、いえ。まだ……決めかねてますので、今までどおりでお願いします」

「そうか。ならば、メアリ」

　メアリの名を口にした直後、オースティンは全身をしっかりと支えるように直立し頭を下げた。

「騎士団長様!?」

「王を守れずに、申し訳なかった」

　謝罪され、メアリは戸惑いながら「頭を上げてください」と願う。けれどオースティンは「いや、しかし」と断り自ら納得がいくまではと渋った。

　困ったメアリは眉を寄せたが、オースティンは王を逃がす為にユリウスと共に殿を務めたことを思い出す。

「守っていただきました。王様の口から真実を聞けたのは騎士団長様が逃がしてくださったおかげです」

　だからどうか頭を上げてと続けられ、オースティンはゆっくりと顔を見せた。

　その表情には後悔が滲んでいて、メアリの胸が締め付けられる。

（イアン侯爵様も辛そうだった。騎士団長様も王様の……父様の友人。悔しいし、悲しいはず）

　メアリもまた同じだった。理解が追いつかないまま実の父を失い、もう二度と会えず、親子らしい思い出が何ひとつない悲しさ。そして、父の死をしっかりと視ることができなかったことへの後悔。

　痛みを抱えているのは自分だけではない。皆、王を失って深い悲しみや後悔を抱えているのだと感じ、メアリは自分が今何をすべきなのかと考える。

　この国は支えとする偉大な王を失った。

　もしも自分が王位継承権を捨て、今までと変わらずにジョシュアの元で手伝いをしながら生きていくならば、別の誰かが代わりに王として立つのだろう。

　だが、それでいいのか。

　父が、母が願った幸せは何か。自分が望む未来とはどんなものか。

　メアリの脳裏にふと浮かんだのは……。

「……騎士団長様」

「なんだ？」

「私は、笑っていてほしいです」

　今までに出会い、言葉を交わし、親交を深めてきた者たち皆の笑顔だった。

「自分の立場とか、難しいことはわからないです。急に王位継承者であると言われても、やっぱりまだ実感も湧かないし。でも、王様がいなくなって、みんなから笑顔が消えました」

　親しい者たちはもちろんのこと、すれ違う町の人々も皆、これからどうなるのかと不安そうに口にしていた。ロウの街がヴラフォスに占領され、王亡きアクアルーナはこのまま滅ぼされてしまうのではないかと。

　いつもは活気に溢れていた城を、城下町を、暗い影が覆っている。きっと他の町も似たような状況なのだろうと考えると、メアリの心は重く沈んだ。

　けれど、それではいけないような気がして、メアリは大きく息を吸い込む。

「子供っぽい理由かもしれないけれど、私は皆の笑顔を守りたい。それが、今の私が望むものであれば、私にできることはなんでしょう？」

　メアリの問いかけには、既にひとつの答えが出ていた。きっとメアリもすぐそれに気づくだろうとオースティンは太い眉を優しく下げる。

「それは、俺が安易に答えていいことではない。ただ、もしも選ぶ道が俺の道と重なるならば、全力で君と君が守りたいものを守ろう。メイナードの友人として、メイナードの大切な娘を」

「ありがとうございます。騎士団長様」

　まだ迷う余地をあたえてくれたオースティンに、メアリが小さく頭を下げる。

「……君はやはりメイナードの子だな」

「え？」

「昔、メイナードも言っていた」

　オースティンが語るのは、マリアとの結婚が決まった頃のこと。

　ランベルト大侯爵が自分の娘をどうにか王位に就けようと躍起になり、それにうんざりしていたメイナードは言った。

『俺は難しいことは苦手だ。だから、守りたいものの為にアクアルーナの王になろう。お前たちやマリア、生まれてくる子に、両親、そして、この国に生きる民。大切な者の笑顔の為に』

「父様……」

　自分の想いと父の想いが同じだったことを素直に喜び、メアリは微笑む。

　オースティンもまた笑みを浮かべると一歩下がった。

「では、俺はそろそろ失礼しよう。引き続き、団員の手当をよろしく頼む」

「はい。しっかりお世話させていただきます。あ、ジョシュア先生を呼びましょうか？」

　二階で食事をとっているはずのジョシュアにも挨拶をしたいのではないかと思ったのだが、オースティンは「いや、いい」と広く逞しい背を見せる。

　そして、「あいつの顔は見飽きてる」と肩をすくめると、大きな手で扉を開けて仕事へと戻っていった。










守るべきものと継がれゆく意志




（ああっ、まさかまた城の中で迷うなんて）

　オースティンが謝罪にやってきた翌日の午後のこと。

　薬品が入った箱を抱えたメアリは、不安げな足取りで回廊を歩いていた。

（医務室へ戻るのに、近道しようだなんて考えが甘かったわ）

　そもそも地下倉庫という慣れない場所にもかかわらず、入室した扉とは別の扉から出たのが失敗だった。

　性懲りもなく迷子になってしまった自分を叱咤しながら、メアリは城の中を彷徨さまよう。

　運悪く使用人や兵士の姿も見えず、どうしたものかと歩みを進めていた時、微かに聞こえてきた声に気づき、メアリは足を止めた。

　誰かいるのなら助けてもらおうと、声のする方へと一歩一歩前進していくうちに声は先ほどよりもはっきりと聞こえ始める。けれど回廊に人の姿は見当たらず、よく確認すれば扉が僅かに開いている部屋が目に留まった。普段はこんな場所まで訪ねることのないメアリは、いったい何の部屋なのだろうとさらに近づく。

「聞いたところによれば、退却用のルートまで待ち伏せされていたそうだな」

　よく通る少ししゃがれた低い声。

　聞きなれないその声が紡ぐ不穏な言葉に、メアリは思わず息を潜めた。

「つまり、内通者がいる可能性が高いのではないか？」

　高圧的な口ぶりはいったい誰のものなのかと開いた扉の隙間からそっと部屋の中を覗き見ると、円卓を囲む重臣らの姿があった。

　広い室内にはイアンとオースティン、さらには近衛騎士団の各隊長まで揃っており、これが重要な軍議中だということを瞬時に悟る。

　勝手に見聞きしてはならないと、音を立てぬようにゆっくりと身を引こうとしたメアリだったが、再び耳に届いた会話にその動きを止めた。

「退却ルートを指定したのはオースティン騎士団長、貴殿だな？」

「ええ、如何にも」

「貴殿がヴラフォス帝国と内通し、あえて指定したのではないのか？」

　メアリは思わず「そんなはずない」と回廊に声を響かせそうになるのをすんでのところで飲み込んだ。

　疑いをかけられたオースティンは小さいため息を落とす。

　バカバカしくて抗議する気も失せたオースティンの代わりに、イアンが口を開いた。

「ランベルト大侯爵。オースティン騎士団長が内通者だという確証はどこにもない。軽率な言動は慎つつしんでいたただきたい」

　イアンが告げた名前を耳にし、メアリは得心する。

　王位を狙うランベルト大侯爵ならば、イアンらに突っかかるのも納得だ。

　王の崩御を機に、邪魔な者を排除する腹積もりなのだろう。

「おお、イアン侯爵。やはり騎士団長の肩を持つか。まさか貴殿も共謀し陥れたのでは？」

　片方の口角を意地悪く上げたランベルト大侯爵に、イアンまでもが呆れてため息を吐いた。

「話になりませんね」

「そうだな。まあ、内通者であるにしろないにしろ、とりあえずおふたりには責任を問わねばならぬ」

「それは如い何か様ような？」

　イアンの問いかけに、ランベルト大侯爵は垂れた瞼を細め、今の今まで浮かべていたニヤつきをしまい、厳しい声で告げる。

「王を死なせた責任だ」

　にわかに室内が騒がしくなり、メアリは眉根を顰しかめた。

（なぜ、おふたりが王様を死なせたことになるの？）

　メアリはふたりが後悔に心を痛める姿を目にしている。

　敵に囲まれながらも命がけで王を逃した。悪いのはイアンやオースティン、騎士たちではなくヴラフォス帝国。責任などとる必要はないのだ。

　しかしランベルトは当然のように述べる。

「罠の可能性を考慮していたにもかかわらず、王を死なせたイアン侯爵とオースティン騎士団長の責任は重いものである。よって、イアン侯爵は爵位の剥はく奪だつ、騎士団長においては辞任を要求する」

　メアリは大きな瞳を見張る。それはあまりにも横暴だと。

　これにはさすがにオースティンも黙っていられずランベルト大侯爵を見据える。

「恐れながらランベルト大侯爵、今、その権限はあなたにはないはずだ」

　低く太い声ではっきりと告げたオースティンに、ランベルト大侯爵は余裕の態度を崩さない。

「いやいや、私はメイナードの叔父だ。可愛い我が甥おいの命は貴殿らに奪われたようなもの。言ってしまえば重罪人。まして内通者の疑いがある以上、貴殿らの指図を受けるいわれもなかろう」

　重罪人という苛か烈れつな響きにメアリの心臓が体の内側で暴れる。

（このままじゃおふたりの立場が悪くなってしまう……！）

　ここに王がいたなら、なんと言ってこの場を諌いさめるだろうかと切り抜ける術を模索していると、メアリが覗く扉側の近い席に腰を下ろしているルーカスが鼻で笑った。

「ハッ、罠を恐れて調印式に同席もしなかったくせに」

「ルーカス殿」

　隣に座るユリウスがそっと諌めるも、ルーカスに反省の色はなく足を組んでプラプラと揺らしている。そんなルーカスをランベルト大侯爵はジロリと睨にらんだ。

「団長が無能なら部下も無能か」

　この言葉に、普段は明るく穏やかな気質のメアリも頭に血がのぼりそうになった。

　無能でなかったから死者が最小限に抑えられたのではないかと、湧き上がる怒りを内に留めるよう歯をくいしばる。

　もしもアクアルーナがランベルト大侯爵の意のままになってしまったら、正当に評価されるべき人がランベルト大侯爵のさじ加減で評価されなくなるのではと、メアリは国の行末に一抹の不安さえ感じた。

　メアリの脳裏に王である父の言葉が浮かぶ。

『私とマリアが望むのは、お前が幸せであることだ。だから、使命や役割に囚われず、お前が望む未来を、進みなさい』

　メアリが夢で視た光景は、まだ訪れていない。

　あの未来を辿れば、どうなるのか。あの未来を辿るには、どうすればいいのか。

　視える未来はいつだって不明瞭で、その時になって気づくことのほうが多い。

　けれど、メアリが今望むことは彼らを窮きゅう地から救うこと。

　願う未来はランベルト大侯爵の思惑が蔓はび延こるアクアルーナではない。

　いつの間にか落としていた視線に気づき、メアリは拳こぶしを握る。

（下ばかり見ていたらダメだ。目の前に、周りにいる大切な者たちを守れなくなる。……進もう。父様が守ってきた国を、人々を、守る為の道を）

　とにかく今自分ができることをしようと顔を上げ、肺いっぱいに空気を吸い込んだ。

「王を守れずして近衛騎士を名乗るとは片腹いた」

「それ以上はやめてください」

　突如、室内にはひとりとしていないはずの女の声に皆が目を見張る。

　やがて扉を開いて立つメアリの姿を確認すると、イアンとオースティンを除く者たちが訝しげに首を傾げた。ユリウスも蜂蜜色の瞳を丸くし、ランベルトに真っ直ぐな視線を送るメアリの様子を窺うかがう。

「どうか、王様が信頼しそばに置く者たちを侮辱しないでください」

　イアンや騎士たちを庇かばう少女に、ランベルトは心当たりがあった。

「お前は……ジョシュア殿の助手の……」

　ランベルトは体調の悪い時にジョシュアの世話になっており、その際に薬を袋に詰めるメアリを見かけていた。メイナードと共にいるのも何度か目にしたことがある。

　地位も持たぬ小娘が何故でしゃばるのかと、ランベルトは眉根を寄せた。

「私に意見するとは、王に少し目をかけられて勘違いでもしたのかね。もしくは、懸け想そうしている騎士でもいるのかな」

　小馬鹿にするような態度で今度はメアリをも侮辱し始めたランベルトに、ユリウスは目を鋭く細める。止めに入るべきかと、ユリウスの双眸が再びメアリを捉えた。

　愛らしい顔を悲しげに歪めてはいないか心配したユリウスだったが、メアリは凛とした佇まいでランベルトを見つめ、薄い唇を開く。

「ランベルト大侯爵様。どうか、それ以上は慎んでいただけませんか」

「黙れ小娘が」

　苛いらつきを隠すことなくメアリを咎めるランベルトに、メアリは父譲りの茶色い瞳を向け続ける。

「そうです。私はひとりでは何もできない小娘です。でも、大切な人たちが傷つかないように、笑顔でいられるようできることがあるなら……王様の守ってきたものを、今度は、私が皆さんの力を借りて守っていきたい」

　メアリがイアンとオースティンを見ると、ふたりは感慨深そうに微笑んだ。

　そのやり取りを見守っていたユリウスは、驚愕の表情でメアリの言葉の一つひとつを噛み砕き、瞳を揺らした。

「まさか、君が……」

　思わずこぼした声は誰に拾われることもなく、張り詰めた空気に溶けて消える。

　ランベルトはメアリが発した言葉の意味に気づかず、青臭い戯ざれ言だと半笑いを浮かべた。

「素晴らしい心がけで結構。しかし君が救うべきは病人や怪我人だ」

「今まではそうでした。けれど、決めたんです。私は、守るべきものの為に、私が本来辿るべきだった道を選び進みます」

　たとえ、祖母が視たという暗殺者が、まだ命を狙い脅かすとしても、今の自分なら必ず変えていける。メアリはそう信じ、恐怖を振り払うようにペンダントの仕掛けをジョシュアに教えられたとおりに解とく。

『君がもし、メイナードの娘として生きることを選んだ時の為に、仕掛けの解き方を教えておこう』

　ペンダントの中央に施された小さな宝石を押し込みながら下の部分を回転させると、カチリと小さな音が鳴った。そして、リングを収めるケースのように開くと、中から現れたのは満月のごとく丸い宝石。透き通る湖にも似た色をした宝石の真ん中に浮かぶのは、アクアルーナの王位継承者に引き継がれる月と羽がモチーフの紋章だ。

　世界にふたつとないそれは、生まれたばかりの王女が誘拐された時に共に奪われたはずのものだ。ランベルトや他の重臣たちが一斉にざわつく中、メアリの鈴を転がすような声が響く。

「私は、メアリ・ローゼンライト・アクアルーナ。私の命を脅かす者から守る為、父メイナードと母マリアが隠したただひとりの子です」

　身分が明かされると、先ほどよりもさらに室内の騒がしさが増した。

「まさか、いや、でも確かに言われてみれば瞳の色は王と同じ」

「よく見ると顔もマリア王妃に似ているではないか」

　重臣たちは口々にアクアルーナの血を引く者として、確かな繋がりを見出そうとする。その光景をルーカスは口笛をひとつ鳴らして楽しげに眺め、横ではユリウスが喜んでいるとも悲しんでいるともとれる複雑そうな表情で、メアリを見つめていた。

　正統なる後継者が戻られた。

　重臣の誰かがそう口にすると、先ほどまで重かった空気は一変。

　皆の瞳に明るさが宿っていくのを見て、メアリは密かに胸を撫で下ろす。少しも受け入れられず、疑われて投獄されたらどうしようかと内心冷や冷やしていたのだ。

　とにかく、自分が立ち上がることによって、まずはイアンとオースティンを救えればいい。これからのことはふたりに相談しつつ、成すべきことを成さねばとペンダントの中に納まる宝石に視線を落とした時だ。

「ま、惑わされるな！　宝石はどこかで奪ったのであろう！　衛兵！　今すぐこの娘を切れ！」

　ランベルトが激しい怒声を張り上げ、自分の後方に控えていた衛兵を押し出した。

「し、しかし」

「使えんヤツめ！　貸せ！」

　ランベルトは吐き捨てるような口調で鎧に身を包んだ衛兵の腰から長剣を引き抜くと、鬼の形相でメアリへと突き進む。

　騒然とする場に、イアンが「オースティン！」と自分よりもメアリに近い騎士団長の名を呼ぶが、オースティンが「心配には及ばん」と口にしたその時だった。

　――キン、と。耳をつんざくような高い音が響く。

　メアリを背に庇い、ランベルトが握る刃を剣で受け止めているのは、白銀の騎士。

「ユリウス様！」

「そのまま俺の後ろに」

　鍔つば迫ぜり合いの体勢で背を向けたままのユリウスからは、安心させるような優しい声が発せられ、ほっとしたメアリは「はい！」と信頼を寄せて頷いた。

「ぐぬぬ、なぜ邪魔をするかっ」

　忌いま々いましげにユリウスを睨みつけるランベルトは、剣の扱いに不慣れなせいで持つ手がぶるぶると震えている。

　ユリウスは薄い笑みを浮かべ、剣を薙なぐように払うと、恐れ後ずさったランベルトの手から呆あっ気けなく長剣が床に落ちた。

「王女に刃を向けるは重罪。どう償われるおつもりですか？」

「そっ、そやつが本当にメイナードの血を引いているかわからんだろう」

　尻しり餅もちまでついたランベルトが、痺しびれる手を押さえ、自らを見下ろすユリウスに答えると、イアンとオースティンがメアリを守るように挟み立つ。

「それは、我々が証明します」

　モノクルに指を添え、イアンは続けて唇を動かした。

「彼女を隠すよう王に頼まれ助けたのは、私とオースティン騎士団長、そしてジョシュア医師だ。王が彼女に目をかけていたのは、王女の面影を重ねていたからではなく、彼女こそが王女だからですよ」

　納得するように頷く数名の大臣。その光景を見ながら、オースティンは腕を組む。

「宝石も、マリア様が託したものだ。彼女が自らの道と覚悟を決めた時、ランベルト大侯爵、あんたのように危害を加えようする者から守り、導しるべとなるようにな」

「私は、私は認めぬぞ」

　尚も首を横に振りメアリが王女であることを否定するランベルトに、イアンは「ならば証拠を」と懐ふところに手を入れた。そうして取り出したのは筒に入った書簡。

「メイナード王よりの遺言書とメアリ王女の出生証明書です」

　どうぞ見分をと、イアンが円卓の上に書簡を置くと、大臣や騎士らが一斉に集まり覗き込む。

『我が娘、メアリ・ローゼンライト・アクアルーナが国の為にと立つ時は、メアリを国の希望とし、助け、従うことを切に願う』

　しっかりと綴つづられた文字を確認した者たちは皆目を見張った。出生証明書には王と王妃の直筆のサインが綴られており、最も早はや疑う余地もなく誰もが頷く。

「これは確かに王の筆跡」

「印も王が所有している御ぎょ璽じのものだ」

　ランベルトは気の抜けた顔で、それでも信じないと、信じたくないというように頭を振るばかり。

　偽造だと繰り返し呟くランベルトに、イアンは窘たしなめるように語りかける。

「だから申し上げたはず。今動きすぎるとあらぬ疑いをかけられるのでは、と」

「う、疑いなど」

「かけられてないと？　けれど、メアリ王女を亡き者にしようとした今、あなたがヴラフォスと通じている可能性もゼロではなくなった」

　イアンの言葉にランベルトの顔が青ざめていく。その様子を見守っていたオースティンは「衛兵」とふたりの兵士に声をかけた。

「ランベルト大侯爵を地下牢へ」

「はっ！」

「ルーカス。悪いが念のためお前も行ってくれ」

「リョーカイ」

　覇気をなくしたランベルトは、肩を落とした背中をルーカスに見張られ大人しく回廊へと消えていく。

　それを見送るイアンの瞳がメアリに向けられると優しく細められた。

「よくぞ、決意してくださいました」

　イアンに答えようとしたメアリだったが、ふらりと足元から崩れ落ちそうになり、咄とっ嗟さにユリウスに支えられる。

　端整な顔に愁しゅう眉びを寄せ、顔を覗き込むユリウスにメアリははにかんだ。

「ご、ごめんなさい。腰が抜けてしまって」

　緊張の糸がほどけて安堵するメアリの姿に、ユリウスは頬を緩める。

「君は……さっきまであんなに堂々としていたのに」

「そう見えていたなら良かったです」

　笑みを浮かべたメアリはユリウスに支えられて立ち上がった。

　すると、オースティンはひとつ頷き嬉しそうな笑顔を見せる。

「ご立派でした」

「騎士団長様」

「メアリ王女。約束どおり、我々は貴女の守るべきものと貴女の御身を全力で守ると誓いましょう」

　オースティンの言葉を合図に、イアンをはじめとした重臣や騎士たちが一斉に膝をつきこうべを垂れる。ユリウスも、一歩下がり忠誠を誓うため片膝をついた。

　父、メイナードがかしずかれる光景は何度か目にしたことがあり、また自分もそうしてきたが、まさかこんな日が来ようとは、とメアリは戸惑う。

　何か答えねばと必死に言葉を探すも、王女らしい振る舞いなどわからないメアリはとにかく頭を下げた。

「ふ、不ふ束つつか者ですが、どうぞよろしくお願いします」

　まるで嫁ぐ娘のような挨拶に、皆は口元に優しい笑みを乗せる。

　一番近くに跪ひざまずいているユリウスもまた、いつもどおりのメアリであることに、そっと笑みをこぼしていた。




　――メアリが住むこととなる王女の塔は、メイナードが居住していた王の塔の反対側にある。いつかメアリが王女として生きることを選んだ時にと、メイナードが侍女に整えさせていたのだが、何も知らない侍女や使用人たちの間では、行方不明の王女の帰りを信じて待つ王の姿に涙さえ浮かべる者もいたらしい。

　とにもかくにもメイナードの愛に満ちた気遣いのおかげで、メアリは今、桃色の壁紙と豪華な調度品で飾りつけられた部屋で、怒ど涛とうの展開に白目を剥きそうな状態だ。

「ちょっ、イアン侯爵様？　いくつか、質問をいいですか？」

　イアンはモノクル越しに、戸惑いを隠せないメアリを見た。

「どうぞ」

「まず、私がここに住むのは今日からですか？」

「ええ、そう説明しました」

　そう、確かにメアリも聞いた。

　王女としての道を歩むと決めたのもメアリであり、今後は今までのような生活からは離れるであろうことも自分の生い立ちを知ってから数度考えた。

　その際、一度は家に戻り準備くらいはできるだろうと思っていたのだが、医務室に戻ることもできず、ここへ強制連行とは想像もしていなかったのだ。

「でも、着替えとか私物を家の自室に残したままです」

「衣服や装飾品に関してはこちらで揃えてあります。王女としての生活に必要なものは全て用意してありますのでご安心を。他に何か必要なものがあるようなら、後ほど調達しましょう」

「い、いえでも、お気に入りのものは持ってきたいのですが……」

　例えば友人やジョシュア、父からの贈り物。城下町の雑貨屋で見つけた空の色に似たガラスペン。数は多くないが、手元に置いておきたいものがある。

　しかし、イアンの瞳はどこか厳しさの色を持ってメアリを見下ろしていた。

「メアリ王女、少々よろしいですか」

「あの、今までどおりに話していただけると助かります」

「それはご命令で？」

　そんなつもりはなかったが、ただのお願いですと言えば、イアンはメアリに堅苦しい口調で話し続けるだろうと思ったので、背筋を伸ばし「そ、そうです！」と頷く。

　するとイアンは特に渋るでもなく「では、メアリ」と以前の呼び方に戻った。

「君はもう町娘ではない。よって、ふさわしい恰かっ好こうと振る舞いを求められるんだ」

「それは、さきほども仰ってたことですよね」

　必要な作法と教養を身につける為、メアリは明日よりレッスンに追われる。

　美しい立ち振る舞いや言葉遣い、テーブルマナーにダンスや乗馬のレッスン。さらには王女として関わる政治の知識など、学ぶべきことは山ほどあるのだ。

　ジョシュアは少しずつ基本的なことをメアリに習わせていたが、どれも中途半端なレベルの為、王女としてはまったく足りていない。

　野盗に襲われた時にも思ったが、今もまた、しっかり学んでおくのだったと激しく後悔した。しかし、いつまでも後ろを向いてはいられないと自らを鼓舞し、メアリはイアンと向き合っている。

「これがなければどうしても眠れないという人形でもあるのか？」

「あっ、ありません！」

　そんな子供ではないと首を横に振ると、イアンは僅かに口元を緩めた。

「それなら問題ないだろう。まあ、何かあればジョシュアにでも頼んで取ってきてもらえばいい」

「わかりました」

「次の質問は？」

　促され、ジョシュアの名が挙がったこともありメアリは再び唇を動かす。

「えっと、今後、先生のお手伝いは」

「しなくていい。先ほども言った通り、君は学ぶべきことが多くある。ジョシュアの手伝いをしている暇はないだろう」

　わかっていた回答ではあるが、たくさんの患者と交流しジョシュアと過ごしてき時間がなくなるのを寂しく思いながら、メアリは次の質問をする。

「外出したい時はどうすればいいですか？」

「基本、執務以外での外出は許されていない。城内ならばどこへでも可能だが、それでも必ず護衛の騎士をつけるようにしてくれ」

　この護衛の話も先ほど出たものだ。

　予知された暗殺が誰の手によるものかわからない。ティオ族に受け継がれる巫女の力のことはまだ知られていないにしろ、その者が命を狙わぬとも限らぬ。

　故に、部屋から出る際は必ず扉の前に待機している騎士を連れて出るようにとオースティンより伝えられたのだ。

　元より近衛騎士は王の盾であり矛として存在する直属の騎士たち。

　父メイナードもオースティンや騎士団の隊長クラスの者を連れて歩いていた。迎賓の間で会う際も外に控えていたな、とメアリは思い出す。お茶を飲みながら談笑した優しい日々を思い返して、ふいに礼拝堂で眠る父に会いたいという感情に駆られる。

「あの、父様には会えますか？」

「王位継承の正式な手続きは喪に服した後だが、君は王女だ。君が望むならいつでも。礼拝堂の衛兵にも伝えておこう」

　イアンが微笑むと、メアリもまた笑みを返し頭を下げた。

「ありがとうございます」

　イアンは「王女が簡単に頭を下げてはならない」と窘め顔を上げさせると、他に質問はないかと問う。

「多分、大丈夫です」

　何かあればまた相談させてくださいと伝えると、イアンは頷いた。

「では、私はこれで。護衛の騎士については後ほどオースティンから」

「はい」

　一礼してイアンが出ていくと、メアリは肩の力を一気に抜き奥の部屋にあるベッドへ移動する。柔らかな絨じゅう毯たんに乗る大きな天蓋付きのベッドは女性らしいデザインでまとめられ、メアリは肌触りのいいシーツの上に寝転がって体を休めた。

　回廊沿いの会議室に入室してからどれほどの時間が経っただろうか。ふと白いレースのカーテンが飾られる窓を見やると、空の色は茜あかね色へと変わろうとしている。

（ジョシュア先生は大丈夫かな……）

　メアリが王女の道を選んだことは、オースティンが伝えてくれると聞いた。

　だが、過保護なジョシュアのことだ。寂しがっているのではと心配になる。

　何より、こんな広い部屋にいると自分も心細く、いつもの場所に戻りたいという気持ちが生まれてきてしまう。

　けれど、王女としての道を歩むと決めたのは自分。

　甘えるばかりではダメだと弱気になる自分に言い聞かせ気合を入れて起き上がると、これから毎日過ごすことになる自室に早く慣れるよう、部屋の中を調べ始めた。




　オースティンがメアリの元を訪れたのは夕食の後だ。

　侍女たちが自室のダイニングルームから食器を下げたタイミングで顔を見せたのだが、ユリウスも共に訪れた。

　優雅にお辞儀するユリウスの横で、オースティンも一礼する。

「今後の警護についてですが、しばらくはユリウスが就くことになりました」

「ユリウス様おひとりですか？」

「はい。普段は私が。私が就けない時は代わりの者になります」

　よろしくお願いしますと美しい所作で再び会釈をしたユリウスに、メアリは内心安堵していた。

　正直なところ、なるべく接しやすい者がいいと思っていたからだ。けれどもウィルのように親しすぎても甘えてしまう可能性が否めなかったので、憧れの騎士であり近すぎず遠すぎずの関係であるユリウスが就いてくれるのはありがたい気持ちだった。

　メアリもよろしくお願いしますと頭を下げ返すと、オースティンが続けて知らせる。

「また、葬儀は明日の日没にと先ほど決まりました。その際にはユリウス、ルーカスの隊が常に王女の警護を務めます」

「はい。よろしくお願いします」

　此こ度たびの葬儀は国内の王族や重臣、貴族たちが中心となるが、後継者が生きており戻ったという話は既に広まり始めていた。

　食事前に侍女から聞いた話では、メアリの名は明かされてはいないが、王女の生存と帰還についても既に城下町の各広場で布告がなされ、民は皆表情を明るくしながら喜びを語っていたとのことだ。

　メアリは街の人たちの顔を思い出し嬉しい気持ちを持ちながらも、自らに与えられた役割の重さに気を引き締めてから、料理人たちが王女の為にと腕を振るった食事を味わったのは記憶に新しい。

　葬儀はメアリが王女として果たす初めての務め。

　オースティンは、明日は朝から葬儀の流れや作法についてイアンから説明があることを伝えると、廊下に控えていますと言い残したユリウスと共に部屋を退出した。

　静かになった自室で、今閉まったばかりの扉をメアリは落ち着かない気持ちで見つめる。

（ユリウス様ならと安心したけど、よく考えたらずっと立っていてもらうなんて申し訳ないし、ユリウス様が専属の騎士って……なんだか、とんでもないのでは）

　それがユリウスの仕事だとわかってはいても、慣れていないメアリは扉の向こうにいるであろうユリウスが気になってしまう。

　どうせなら中に入ってもらってお話でもしようかと考えたところで、サイドテーブルに飾られているルクリアの花が視界に入った。

（……そうだ。父様のところへご挨拶に行こう）

　メアリはさっそく扉を押し開けると、ユリウスが振り向く。

「どうかしましたか？」

「礼拝堂へ行きたいんです」

「わかりました。お供します」

　承諾すると、ユリウスはメアリを礼拝堂に案内する為廊下を進み、塔から出ると広い庭へと入った。

　礼拝堂は城の裏手に建っている。美しく整えられた庭にはランプがふたりを礼拝堂へと導くように灯され、見上げた夜空には上弦の月と星々が優しく輝き照らす。

　寒さが深くなりつつある夜景の中、ユリウスが戸惑いがちにメアリを振り返った。

「あなたが……行方不明の王女様だったとは、驚きました」

「そう、ですよね。実は私もまだちょっと信じられないんです。でも、私が王女でいいのかなって、不安もあるんですけど」

　メアリが本音を漏らしおどけるように笑ってみせると、ユリウスはゆる、と頭を振り否定する。

「あなたのような方がこの国を背負う王女様で、民は幸せだと思います」

「そ、そうでしょうか」

「ええ。ヴラフォスはここ十数年、民の心を無視したやり方を続けています。不信感も募らせていますから」

　ユリウスは、上に立つもので国は変わるのだと語り、薄く微笑むと再び顔を前に戻した。

　確かにヴラフォス帝国のやり方は強引で恐ろしい。

　何より王の死がその非道さを物語っている。

　メアリは段々と近づく礼拝堂を見つめ歩きながら父の死の間際を思い出し、喉の奥がつかえるような感覚に襲われた。

（今は、泣いたらダメ）

　ユリウスに心配をかけまいと、メアリは笑みを作る。

　そして、「ありがとうございます、ユリウス様」と礼を述べると、ユリウスはまた振り返り、先ほどと同じような戸惑いの表情を見せた。

「私のことはどうぞ呼び捨てで」

「い、いえ！　それは恐れ多いです」

「あなたは王女様。恐縮などなさらず」

　距離感のある言葉遣いに、メアリはまたしても王のことを思い出す。

　堅苦しい挨拶はいらないと、気軽に接してくれと話していた父を。

　自分が父と同じ立場になり、ようやくその寂しさを身をもって知ったメアリは、ユリウスに願い出る。

「では、ユリウス様も今までのように接してくれませんか？」

「それはさすがに……」

「実は、少し苦しいんです」

「苦しい、ですか？」

　僅かに首を傾げたユリウスに、メアリは小さく頷いた。

「いきなりガラリと景色が変わって、皆さんの対応も変わってしまって」

　王女なのだから当然だとわかっていても、メアリの心は突然の変化についていけずにいる。

　偽りのない気持ちを打ち明けたメアリに、ユリウスは逡しゅん巡じゅんして「わかりました」と了承した。

「場をわきまえつつ、でよければ」

　メアリは顔を綻ほころばせ、大きく頷く。

「はい！　お願いします！　ありがとうユリウス様」

「様はいらないよ、メアリ」

「あっ……えっと、ユリウスさ……ユリウス」

　約束したばかりでうっかり様をつけそうになったメアリを、ユリウスは小さく肩を揺らして笑った。

「良くできました。嬉しいよ。また君とこうして話せて」

　以前と変わらぬユリウスの振る舞い。交わされる穏やかなやり取りを嬉しく思いながら、メアリは礼拝堂へと足を踏み入れた。

　ユリウスは外で待機していて、メアリはひとり、ゆっくりと靴音を響かせ祭壇の前に横たわる白い棺へと近づく。

　礼拝堂を柔らかく照らすのは、死者を弔とむらうろうそくの灯。

　物音は自らの足音のみで、呼吸音すら響きそうな静けさの中、メアリは棺に眠る父を見下ろしそっと手を合わせた。

（父様、私はあなたの娘としての道を選びました。きっと父様から見たら頼りないと思うけど、どうか、私に訪れる最期の時まで見守っていてください）

　想いを込めて祈る。

　親子としての思い出は最期の時だけだったが、看取ることができたのは幸いだったのかもしれないと、メアリは眠る父の顔を見て思う。そして、自分は気づかずとも、父メイナードが愛情をかけてくれたことはメアリにしっかりと伝わっていた。

（できなかった親孝行を、これからたくさんしますね）

　父がしてくれたこと、母が残してくれたもの。それらを胸にこの国を、生きる人々を守っていく。

　そう誓いながら、メアリは「父様」と声をこぼした。

　静けさに包まれた礼拝堂に父の返事が聞こえてくることはなく、それでもメアリは今一度「父様」と呼ぶ。最後に願った父の願いを、娘として。

　次第に涙ぐむメアリの声を扉越しに聞いていたユリウスは、物憂げに視線を足元へと落とす。

「……ごめん」

　音になり損ねた謝罪は、誰の耳に届くこともなく、風に攫さらわれた。










久しぶりの時間と迫りくる危機




　腰の少し曲がった神父の祈りの言葉が響く中、王の葬儀はしめやかに行われた。

　多くの参列者が隠されていた王女の存在に注目したが、イアンの厳しい指導のおかげもあり、メアリは作法や挨拶で失敗することもなかった。

　もちろん緊張はしていたが、花柄のレースがあしらわれた黒いドレスとお揃いのベールで顔を覆っていたので幾分か気持ちは楽だった。

　そうして葬儀から三日経ち、アクアルーナ城は少しずつ活気を取り戻していた。

　日々レッスンに追われているメアリが王女として努力を重ねている。

　その姿が自然と皆の心を前向きにしているのではとユリウスから聞いたメアリは、素直に嬉しく思った。

　だが、慣れない環境にメアリの体には当然のごとく疲労が蓄積されてゆく。

　今日も朝からみっちり受けた指導により疲れを感じながらユリウスと共に自室に戻ったメアリは、使用人たちに運ばれてきたドレスや装飾品の数々に目を丸くした。

「あの、これはどなたからですか？」

　メアリが髭をたくわえた使用人に問うと、彼の口から数人の名前が紡がれるが、そのどれもが男性の名前であり、加えてメアリの知る人物ではなく首を捻る。ただ、どれも侯爵様や子爵様などと呼ばれていたので、貴族であることは理解した。

　けれど、なぜ彼らからこのようなものが届いたのかは理解できず、メアリは思わずユリウスを見る。

　メアリの視線の意味を悟ったユリウスは、部屋から出ていく使用人たちを見送ると当然のように「婚約を狙ってのものだろうな」と言った。

「婚約!?」

　飛び出そうなほどに目を大きく見開いたメアリは、慌てふためき何度も首を横に振る。

「返します！　受け取れません！」

「けれどメアリ、贈り物を返されては相手の心もプライドも傷つけてしまう」

「それは……」

　本意ではないけれど、とそこで一度言葉を切ったメアリはやはり頭を振る。

「でも、貰うわけにはいきません」

　煌びやかなドレスも、髪飾りも、パンプスも帽子も、顔も知らない相手から受け取ることなんてできない。まして下心があるとわかった以上はなおさらだ。

「例えばそれがメアリの一番欲しいものでも？」

「一番、欲しいもの？」

「そう。君の欲しいものは何？」

　ユリウスに問われ、メアリは窓の向こうで暮れゆく空を眺めながら熟考する。

　今、自分が求めるものは何か。

　いや、そもそも、今自分に必要なモノは物ではなく、経験値だ。

　王女にふさわしいエレガントな所作を学ぶマナーレッスンでは、朝からひたすら歩き続けている。顔を上げて背筋を伸ばし、踵から下ろして、つま先は後。それを意識し、豪華なシャンデリアが吊るされたサロンを見飽きるほど往復しているうちに、気づけば昼食の時間になっている。

　その後は乗馬と護身術の強化レッスン。

　戴冠式でのスピーチの暗記も合間に入れ、頭はパンク寸前だ。

　昨夜は夢の中でもレッスンを受けていて、目覚めの瞬間から疲れていた。

　そんな感じで数日を過ごしているせいか、メアリはふと、それが欲しいかもと声を漏らす。

「……普通の、時間」

　しかし、吐き出した声色が思いの外疲労感たっぷりだった為、メアリは我に返って両手のひらを胸の前で左右に振った。

「ああああ！　ごめんなさい！　今のは聞かなかったことにっ」

　自分で決めた道であるにもかかわらず弱音を吐いてしまうなんてと恥じたメアリだったが、ユリウスは気遣うように微笑んだ。

「まあ、イアン侯爵殿は厳しい方だからその気持ちはよくわかるよ」

　メアリの心に寄り添う言葉を口にしたユリウスは「そうか」とひとりごちると、明るい表情を浮かべて言った。

「では、息抜きに約束を果たしに行こうか」

「え？」

「君からお礼をもらうのと、俺が君の誕生日を祝うって約束だよ」

　それは以前ふたりが交わした小さな約束。忙しさに流れてしまってもおかしくないのに、ユリウスが覚えていてくれたことをメアリは嬉しく感じたのだが。

「え、え、でも、いいんですか？」

　気軽に城を出ることが叶わないメアリは、戸惑いながら首を傾げる。

　イアンから許可をもらうことは難しそうだが、もしかしていいアイディアがユリウスにはあるのかと期待したメアリだったが……。

「見つからなければ問題はないだろ？」

　いたずらっ子のようにウインクをひとつ投げて寄越したユリウスに、思わずメアリは口を開けて笑った。

「ユリウスって、結構大胆なんですね」

「意外？」

　任務中にあくびをするセオの背中を軽く叩いたり、女性に声をかけるルーカスを笑顔で窘めたりと、普段から規律に厳しく仕事は真面目というイメージがユリウスにはある。こんな、バレたらヤバイようなことは絶対にしないタイプだと思っていたメアリは親しみを感じながら素直に頷いた。

　すると、整った甘い王子様のような顔をぐっとメアリに近づけたユリウスは、色香を漂わせ形の良い唇を動かす。

「見えるものだけを信じてはいけないよ。でないと、あっという間に悪い男に攫われてしまう」

　初めて見る彼の妖艶な笑みに、メアリの胸は否応なしに高鳴った。

「で、でも、私にはユリウスがいます」

　だから、攫われたりなんてしないと告げると、ユリウスは一瞬面食らったように目を見張り、それから笑いを漏らす。

「それは熱烈な告白だな」

「こっ!?　ち、違います！　そういう意味ではなくて！」

「違わないよ。確かに君には俺がいる。俺は君のものだ」

　騎士として言っているのだろうが、柔らかくも色気のある声で告げられると、まるで愛を囁かれているように錯覚し、メアリはドキドキしてしまう。

　戸惑い頬を染めるメアリが許してと言わんばかりに俯くと、ユリウスはクスリと笑って佇まいを直した。

「それはさておき、真面目な話、このチャンスを逃したらしばらくはお忍びで出かけることも難しい。行くなら今だと思うけど」

　ユリウスの言葉にメアリは納得する。

　戴冠式が終われば公務にも積極的に関わることになる。そうなれば抜け出そうだなんて企む余裕も暇もなくなるかもしれないと考えたら、確かに今しかないのだ。

　その結論に至った時、メアリから迷いは消え、ユリウスにしっかりと頷いてみせたのだった。




　――夕暮れ、西の空に丸みを帯びた月が浮かぶ頃。

　メアリはユリウスに連れられ城を出た。それも何の確認もされず、呆気なく。

　もちろん侍女の服を纏い軽く変装はしているのだが、ユリウスからの説明では、入城する者さえきちんとチェックしていれば、出るのはチェック済みの者になるのであまり細かく確認しないらしい。

　なので、問題は帰ってくる時になるのだが、基本的に城で働く者の衣服を着ていれば問題なしと判断されるようで、顔をじっくり見たりはしないとユリウスは城を出る前に話していた。

　近衛騎士のユリウスが侍女を連れて歩いている。そう判断されて終わりだろうと。

　もしバレてもうまく誤魔化すから心配しなくていいと言われ、メアリはお礼を告げると久しぶりに感じる城下町の景色を見回した。

　もうじき夜の帳とばりが降りるが、町にはまだ多くの人々が行き交っている。

　店じまいの準備をするパン屋の隣では、夕食にありつこうと客がカウンター席を埋め尽くすバールが賑わいを見せており、聞こえてくる笑い声にメアリの頬が緩んだ。

（よかった。みんな元気そう）

　王が崩御し、突然現れた王女に戸惑って不安の声を聞くこともあるだろうと思っていたメアリだったが、今のところそんな雰囲気もメアリの心を刺すような棘とげのある言葉も届いてこない。もちろんこれから聞く可能性もあるので、心づもりはしながらユリウスの後ろをついて歩く。

「そういえばユリウス。今日はどこへ？」

「君の馴染みの店へ」

　ユリウスの答えに、メアリの脳裏に浮かんだのはエマの働く店だ。

　もしかして普通を望んだから、メアリの日常を彩っていた店に連れていってくれるのかと、その心配りに胸が温かくなる。何よりエマに会えるかもしれないのがとても嬉しく、メアリは心を踊らせ酒場の扉を開いた。

　ここはさすがにメアリの顔を知る者が多く騒ぎになっては大変なので、ユリウスは店主に事情を説明し店の奥の個室スペースを使わせてもらうことになった。

　店主はメアリの顔を見て背中を優しく叩く。

「大変だったな」

　言葉遣いも態度も以前と変わらないことが嬉しくて、メアリは熱くなる目頭を笑顔で誤魔化した。

「ありがとう、おじさま」

　涙ぐむメアリに店主はただ微笑んで頷き、座ってくれと言うとカウンターの奥に戻っていった。そのすぐ後。

「メアリ！」

　今日は二階の自宅にいたエマが個室に入るなりメアリを見て喜び、ポニーテールを揺らし抱き締めた。

「エマ！」

　メアリも力一杯抱き締め返し再会を喜ぶ。

「もう、心配したよ。あんたが王女って何その展開」

「ごめん、心配かけて。私も相当驚いたんだけどね」

　眉を下げて笑うメアリにエマも同じような表情を浮かべて笑った。

　それを横で見守っていたユリウスが「メアリ王女」と声をかける。

「私は席を外します」

「え？」

　共に食事をするつもりでいた為に瞬きを繰り返すと、ユリウスは目を優しく細めた。

「ご友人との時間が私からの誕生日プレゼントです」

　柔らかな声で告げられた素敵なプレゼントに、メアリは感動で苦しくなるほど胸を震わせる。

「ユリウス……」

「どうぞ、お楽しみください。後ほど迎えに参ります」

「はい。ありがとうございます」

　深々と頭を下げると、ユリウスはメアリとエマを残し店を出ていった。

「さすがユリウス様ね。あたしがこぼした言葉を覚えてたんだわ」

「え？」

「この前、お勤め中のユリウス様にメアリのことを尋ねたの。そうしたら、あんたが王女だってこっそり教えてくれて」

「そうだったんだね。驚いたでしょ？」

「めちゃくちゃ驚いたよ。けどユリウス様が嘘なんてつくわけないし、とにかく心配で、メアリに会うことはできませんか？　ってお願いしたんだ」

　けれど、その時ユリウスは『申し訳ありません』と、簡単には会えないことを告げたらしい。でも、覚えていて、今回のタイミングで連れてきてくれた。

　そういうことなのだろうと、メアリはユリウスの心配りに深い感謝の念を抱く。

「さあ、ユリウス様のお気遣いを無駄にしないように語るわよメアリ！」

「賛成！」

　笑顔で答えると、ふたりは向かい合って腰を下ろした。

　――それからのエマと過ごす時間は本当に楽しいものだった。

　決して長い時間ではなかったけれど、色んな話をして溜めていたものを吐き出し、時々ふたりで涙も流した。

　でも、それ以上に笑い合って疲れも吹き飛ぶくらいの気持ちで、メアリはエマに見送られながら店を出る。また、チャンスがあればお忍びで会いに来ると約束をして。

　月夜の冷えた空気を肺に吸い込み、メアリは辺りに目を走らせた。

（ユリウスはどこかな）

　迎えに来ると言っていたけれど、エマの用事のタイミングもありメアリのほうが早く済んでしまった。ここで待っていて変に目立ってはいけないと懸念し、とりあえず近くにユリウスがいないか見てみようと一歩踏み出す。

　まだそんなに遅い時間ではないせいか、酒場や宿屋が並ぶこの辺りは人通りがそこそこあり、気をつけてはいたものの、うっかり千鳥足の男性とぶつかってしまった。

「ごめんなさい！」

　急いで謝罪すると、男性は酔いのまわった眼差しでメアリを見つめる。

　どことなく焦点が合っていない瞳から視線を逸らしたメアリは、絡まれる前にともう一度謝ってからすぐ近くの脇道へと入った。

　この先は人ひと気けがあまりないけれど、よく知っている道だし迷うことはない。

　もしも追ってこられても家と家の間に隠れられる場所があるので、メアリはとにかくそこに向かって足早に暗い路地を進んだ。

　夜道を照らすのは月の頼りない光と、部屋から漏れる明かりのみ。気持ちが急く中、あまり足音を立てずに時々背後を気にしていた時、メアリの耳に届いた話し声。

「そうか。では、彼女で間違いはないのか」

「はい。すぐに動きますか？」

「……いや、確実にいきたい。まずは仕込みを」

「御ぎょ意い」

　普段聞いている柔らかさはなく、冷たいものだけれど、メアリは自分が捜していた者の声だとわかった。ただ、雰囲気が異様で思わず唾つばを飲み身を潜ひそめてしまう。

（相手の人は部下？　だとしたら仕事の話？　彼女って誰のことだろう……）

　何もわからないけれど、この会話を聞いてしまってはいけなかったのではとメアリは後悔する。

（早くここから離れたほうがいいかも）

　判断し、メアリが踵を返した直後。

「ふへへ、見つけたぞー」

　いつから背後に迫っていたのか。

　先ほどの酔っ払いがすぐ目の前でニヤリと笑い手を伸ばしてくる。

「さ、触らないで！」

　急いで護身用に持っていた短剣をマントの下の腰帯から抜くと同時、背中から伸びてきた腕がメアリを守るように抱き寄せた。

　続けざま、酔った男の眼前に、ロングソードの切っ先が向けられる。

「ご無事で？」

　耳元の甘やかな声はユリウスのもの。

　問いかけにメアリが小さく頷くと、ユリウスは目の前の男に余裕の笑みを見せる。

「彼女に手を出すつもりなら、このユリウスが相手になろうか」

「ユリウス……？　は、白銀の!?」

　有名な通り名に酔いが覚めたのか、男は顔を真っ青にし謝りながら脱兎のごとく逃げ出した。途中、転んで膝をつく男の後ろ姿を見送りながら、ユリウスは短いため息を吐き出す。

「君は男に追われるのが好きだな」

「好きじゃありません！」

　それと誰かが聞いたら誤解しかねない言い方はやめてくださいと頼むと、ユリウスは剣を腰に収めクスッと笑った。

「でも、すぐに身を守ろうと剣を抜いたのは素晴らしいな。これも団長の指導の賜物。そして、君の努力の成果だ」

「あ、ありがとうございます」

　メアリの肩を労うように叩いて、隣に並ぶユリウス。微笑みはいつもの彼のもので、先ほど覗いた際に感じた冷たさなど今は微塵も見えない。

「エマさんとの食事は済んだのかい？」

「はい。それで、ユリウスを捜していたらさっきの人とぶつかって、追われてしまいました」

「なるほど」

　少し怖い思いをしたが、ユリウスの密談現場を見たことは誤魔化せそうでメアリは内心ほっとする。だが、ユリウスはメアリの瞳をジッと見つめた。

　何かを探るようにも感じる視線を向けられ、メアリはたじろぐ。

　もしかして、見ていたのがバレているのでは、と。

（帰りましょうと提案したら不自然？　別の話題を振るよりマシ？）

　心臓が胸の内で暴れ、メアリが行動に悩んでいる間にユリウスが「メアリ」と呼ぶ。

　薄く笑みを浮かべているけれど目に柔らかさはなく、メアリは緊張にコクリと唾を飲み込んだ。

「さっき君は俺が背後から助けたことに驚きもしなかったけれど、もしかして……俺がそばにいたことを知っていた？」

　ああ、やはり。と、メアリの背筋に緊張が走る。

（正直に話しても大丈夫かな……？）

　ただ部下から報告を受けていただけならば、首を縦に振るのもありだ。

　しかし、思い返してみれば、話していた相手は騎士服も鎧も纏っていなかった。

　下手に首を突っ込むべきではないと判断したメアリは、できる限り表情を変えないように心がけつつ頭を振る。

「い、いいえ。驚きすぎて、反応できなかっただけです」

　何度も助けていただいて申し訳ありません、ありがとうございますとお辞儀をするメアリを、ユリウスは追及せずに微笑んだ。

「俺は君を守る剣だ。助けるのは当然だろう？　さあ、そろそろ帰ろうか」

　部屋にいないことがバレる前にと、ユリウスはメアリの背を優しく押した。

「はい。今日はありがとうございます。今日のことも含めて、今度ちゃんとお礼しますね」

　礼を述べながら歩きだしたメアリの腕を、ユリウスはややあってから少し強引に掴つかんで引き止める。驚いたメアリは双眸を丸くして振り返った。

「ユリウス？」

「礼なら、君がいいと言ったら？」

「……え？」

　メアリは耳を疑った。

（い、今、なんて言ったの？　礼は、私？）

　信じられない気持ちで瞬きを繰り返すメアリの腕を、自分のほうへと引いて寄せるユリウス。完全に混乱しているメアリは、されるがままによろめきユリウスの懐に倒れ込んだ。掴まれていない右手が意図せずユリウスの胸板に添えられ、その硬さに男らしさを感じて頬を赤く染めてしまう。

「ご、ごめんなさいっ」

　そう言って離れようとするのを逃がさないとでもいうように、ユリウスの片腕がメアリの腰に回った。

「メアリ、君に想い人はいる？」

「なっ……なんで、そんなことを聞くんですか」

　ユリウスの匂い立つような色気にクラクラしながら答えあぐねて質問を返すと、「質問に質問で返すのはいけないな」と甘く意地悪な笑みを浮かべて見下ろされる。

「もう……からかってるなら、やめてください」

　恥ずかしくて心臓が持ちそうにないと俯くメアリを、ユリウスは「仕方ないな」と手を緩めて解放した。

（もしかして、お酒でも入ってる？　そうでなければ君がいい、なんて。想い人がいるかなんて……）

　ユリウスが尋ねるわけがないと考え、忙しなく跳ねる鼓動を宥める。

「お礼、か。それなら、近いうちに俺の願いを叶えてもらおうかな」

「願い、ですか？」

「そう。簡単な願いだけど、今はまだその時じゃないんだ。だから、必要になったらぜひ協力してほしい。いいかな？」

　問われ、メアリは簡単なものでお礼になるのかと気にかけつつも、自分がユリウスの役に立てるならと頷いた。

「わかりました。その時が来たら教えてください」

「ありがとうメアリ！」

　嬉しそうな笑顔を見せたユリウスに、メアリはまだ少しドキドキしながらもつられて頬を緩める。

　先ほどの男は誰なのか。話の内容も含めて気にはなるものの、こんな風に笑みを見せるユリウスのこと。騎士としての仕事絡みかプライベートかは不明だけれど、きっと悪いことではないはず。

　メアリはそう信じ、ユリウスと共に城へと戻った。

　明日からまた頑張ろうと気持ちを高めながら――。

　短剣を構え、一気に相手の懐に入る。

　まず狙うのは喉や胴だ。

「やぁっ！」

　メアリは喉に狙いを定め、短剣をオースティンに向かって突きを繰り出した。

　しかしさすがは騎士団長。オースティンは一歩後ろに足を引き、体を反らすと「次！」と、さらなる攻撃をメアリに要求した。

　相手の動きをよく見ながら攻撃し、防御も怠らずトドメを刺しに行く。

　もちろんこれは訓練なので本当に相手を刺したりはしないが、メアリは必死にオースティンの体めがけ、切れることのない練習用の短剣を振り下ろした。

　朝食後から約二時間。気づけば、メアリが立つ王族用の訓練場、その階下に広がる騎士団専用の鍛たん錬れん場には騎士たちが増え、オースティンの「そこまで」という声に動きを止めたメアリは肩で息をしながらお辞儀をする。

「ありがとうございました！」

「良い動きをするようになりましたね、メアリ王女」

「いえ、まだ全然目が慣れなくて、防御になると動きを追うのがやっとです」

　侍女から差し出された真っ白な布で額に滲んだ汗を拭ぬぐいつつ答えるメアリに、練習用の片手剣をソードラックに立てかけたオースティンは目を細めた。

「だが、動きが追えてきていることは進歩。行動パターンを覚えて先読みできるようになれば、攻撃までは無理でも致命傷は避けられる」

　筋肉の動きや体勢から次の一手を先読みする。どうやら騎士たちはそれができるようで、だからこそ強いのだと、金の装飾が施された手すりに手をかけたメアリは、階下で鍛錬に励む彼らに尊敬の眼差しを向けた。

「こい、ウィル！」

「ふっ！」

　ウィルの剣撃をルーカスは双剣で受け止めいなす。天才と謳うたわれるウィルだが、第二部隊長であるルーカスも勝るとも劣らない能力の持ち主。

　訓練とて互いに一歩も譲らない打ち合いをするふたりの気迫に目を奪われていたメアリだったが、ふと、視界の中に細身の長剣を振るう非番であるはずのユリウスの姿を見つけた。

　休日くらいはゆっくり体を休めてほしいと心配するメアリだったが、これもまた彼の強さの秘訣なのだろうと感心する。そして、その努力の賜物であろう洗練された優雅な身のこなしに自然と見惚れていたら、視線に気づいたユリウスと目が合い優しく微笑まれた。

　――トクンと、メアリの胸が思わず跳ね上がる。

　どこか甘さを含んだそれに戸惑いながらも笑みを返したメアリだったが……。

「ふぅん？」

　オースティンがニヤニヤと眉を上げ、メアリは「な、なんですか」とたじろぎ僅かに身を引く。

「いやいや、護衛殿とは仲良くやれているようで何よりだと思ってな」

「仲良くってそんな、あの、普通ですから」

　頬をほんのりと赤く染めるメアリを若いなとオースティンが笑った時だ。

「失礼します」

　白い扉を押し開けてイアンがやってきた。

　イアンはオースティンに軽く手を上げて挨拶すると、難しい顔でメアリを真っ直ぐに見つめる。

「メアリ王女。お話があります」

　硬さを含んだ声色と、眉間のシワ。これはまさか、昨夜ユリウスと城を抜け出したのがバレたのではないかと、メアリは緊張し唾を飲み込んだ。

（いったい、どこでバレたの!?）

　門番たちは誰もメアリに気づいた様子はなかった。交代の時間を見計らい、ユリウスがうまく気を逸らしてくれたのもあるが、門を照らす松たい明まつの炎ではメアリだとハッキリわかることはないと、ユリウスも言っていたのを思い出す。

（部屋に戻る間も特に問題はなかったはず）

　すれ違う者たちに挨拶した時など、思い返してみても訝しまれた様子はなかったというのに。

「メアリ王女？」

　返事もせず視線を揺らし黙りこくるメアリを不審に感じたのか、イアンに確かめられるような声をかけられる。誤魔化して状況が悪化してもよくないと悟ったメアリは、正直に謝ることを選択し、勢いよく頭を下げた。

「ご、ごめんなさい！　悪気はなかったんです。あっ、行きたいという意思ははっきりとあったんですけど」

　訓練服であるクリーム色のキュロットスカート。その下に伸びる黒いタイツに覆われた膝をメアリは見つめつつ答えた。

「悪気はなかった？」

「はいっ、本当に。ただ、少し息抜きしたくて魔が差したと言いますか、とにかくイアン様が心配するようなことは何もなく……は、微妙だったかもしれませけど、むしろバレてしまったなら心配をかけてしまってるんですよね。本当に申し訳なく思って」

　います、と。続けるはずの声は、イアンの深いため息で遮られる。

「あなたが何かしでかしたのはよくわかりました。その件については後ほどじっくり伺いましょう」

「……え？　抜け出したのがバレたんじゃ……？」

　では、イアンの話とは別のものだったのかと驚いて顔を上げたメアリ。

　イアンはモノクルを中指で押し上げ位置を直すと、切れ長の瞳を据すわらせた。

「ほう、抜け出したと」

「もしかして、別件ですか!?」

「ええ、まったくの別件です」

「ああああああ……」

　メアリは自滅したことを悟り、顔を真っ青にする。

　一連の流れを見守っていたオースティンは声を出して笑った。

「いや、まあこれも遺伝だな。メイナードも若い頃はよく城を抜け出してたんだ。俺たちを連れてな」

「オースティン。その話は後だ。火急の知らせが入った」

　イアンに軽く咎められ、オースティンは表情を真面目なものに変える。

「何があった？」

「後ほど軍議で詳しく話すが、ヴラフォスがフォンタナに向けて進軍の準備を始めている」

　緊迫感を持った声で静かに放たれたそれは、メアリの呼吸を一瞬奪う。

　ヴラフォスがまた動きだしたのだ。

　王を手にかけロウの街が侵略されてから、いつかこうなるだろうという懸念は誰の頭にもあった。イアンもヴラフォスに使者を送り、これ以上の争いを避けるべく交渉を行っている。けれど、軍事力に長けるヴラフォスはさらなる領土の拡大を望んでいる為、両国間の交渉は何の進展もないままだった。

（また、大切な誰かが傷つくかもしれないの？　父様のように……）

　志半ばに命を落とす者たちがいるかもしれないと想像し、メアリは重たい息を吐き出すと、イアンとオースティン、両者に挟まれ会議室へと急いだ。




　政治に関わる重臣らが集まり円卓につく。

　近衛騎士団の隊長たちも並び、室内には刺とげ々とげしい空気が漂っていた。

「確かな情報か？」

　重臣のひとりが眉をひそめて問うと、別の者が次々に口を開く。

「ロウを拠点に軍が集められているのは確かなようですな」

「しかし、フォンタナはフォレスタットとの国境に近い。何故ロウから近い西のモントを目指すのではなく、東のフォンタナに向かうのだ」

「今後に備え、同盟による支援を分断する目的かもしれないですよ」

「確実に食い潰すつもりか。あり得なくはないな」

　飛び交う言葉はどれも穏やかなものではなく、メアリは事態の深刻さを憂いて表情を曇らせていた。

　同盟国の支援を分断。アクアルーナを孤立させ食い潰す。

　予想されるヴラフォスの思惑が、水面に広がる波紋のように場の不安を広げていく。

「また罠である可能性は？」

「今回は調印式のような餌えさはぶら下げていない。それは杞憂ではないか？」

「あちらの宰相殿は狡こう猾かつだ。疑っておいてもいいだろうが、目的がわからんな」

　重臣たちの間に調印式の話題が出ると、騎士隊長たちが僅かに表情を変えた。

　騙だまされたことへの苛いら立だち。守るべき者を守れなかった後悔。それぞれにさまざまな思いを抱えている彼らの様子を、メアリは緊迫した面持ちで見つめる。

（確かに、罠である可能性はゼロじゃない……でも……）

　フォンタナといえば、メアリが生後預けられた修道院があり、そこで働くイアンの妹が住んでいる町だ。自分が世話になった町が戦場になるかもしれないことに、メアリは心を痛め唇を軽く噛む。

　隣に座っているイアンは、皆の話をひと通り聞くと唇を動かした。

「目的がどうであれ放っておくことはできない。オースティンは王立騎士団を率いてフォンタナに向かってくれ」

　斥せっ候こうの報告ではヴラフォス軍は千に満たないことを続けて告げると、オースティンは腕を組んだ。

「フォンタナの兵は五百ほどだったか」

　オースティンの呟きに、ルーカスやユリウスらが頷く。

　アクアルーナの守り手である王立騎士団と王女の剣と誉れ高き近衛騎士団。彼らもやられっぱなしで黙っていたわけではない。いつヴラフォス帝国が動いてもいいようにと各地で軍を動かす準備はしていた。

　ギルドでは傭よう兵を募集し、必要な補給物資も手配済みだ。

　フォンタナの南、王都アクアルーナとの中間に位置する町【セリニ】からの補給物資も要請する方向で話がまとまりかけた時、メアリは疑問を払拭すべくイアンを見た。

「あの、イアン様は？」

　調印式の時のように、オースティンや王立騎士団の者たちとフォンタナに向かわないのか。そう尋ねたメアリに、イアンは当然のように「いいえ」と答える。

「私はあなたと共にここに残ります。戴冠式もありますから」

「ダメですよ。フォンタナへ行ってください」

「理由を伺っても？」

　モノクルから伸びる細い金色の飾りを揺らし、イアンはメアリを見つめ返した。

「フォンタナにはあなたの妹さんがいます」

「……それが何か」

　イアンは視線をメアリから外す。それが、自らの事情や気持ちよりもなすべき仕事を優先しての態度だとメアリは感じ取り、気遣うように微笑んだ。

「どうか、そばで守ってあげてください」

「私はあなたを支える役目がありますから」

「じゃあ、私もフォンタナへ行きます！」

「……は？」

　フォンタナはメアリが育った街でもある。そして、生まれて間もないメアリを育ててくれた人がいる。それはイアンの妹だけでなく、他の人の手を借りたこともあっただろう。そんな人々が住む街が戦火に包まれるかもしれない時に、城で待っているだけなどできない。

　メイナードの娘として、王女としてできる最大限のことを。

「私の守るべきものの為にフォンタナへ、そしてイアン様は私を支える為にフォンタナへ」

「あなたが戦場に立つというのですか。剣術も半人前、護身術もまだものにしておられないあなたが」

「うっ……で、でも」

「遊びではないんですよ」

　容赦ない言葉ではねつけられて、メアリは一瞬怯んでしまう。

　けれど、負けるわけにはいかないと、勢いよく立ち上がった。

「わかっています！　でも、大切な人に何もできないで死に別れるのは……後悔しか生まれないんです。こうしておけば良かったと後で思っても過去には戻れない。それなら、今、やれることをしたい」

　あの夜、大切な者を失った悲しみを、今また繰り返したくはない。

（あの時、イアン様だってとても苦しかったはず）

　綺麗事なのは承知で、それでもメアリは思うままに声にした。だが、イアンの唇は動かず、けれどメアリも引かないとばかりに「イアン様」と押す。

　その時、室内に「良いのではないでしょうか？」と、穏やかな声が通った。

「ユリウス……」

　メアリが瞬きしながら名を口にすると、ユリウスは小さく頷く。

「メアリ王女はまだ正式に即位はしておりませんが、アクアルーナの民は王女が存命であったことを吉報としています。それは、亡きメイナード王が民に愛されていた王であった故の期待の表れ。王女が自ら出征せいしたとあらば、民からの信頼を得るのみならず、軍の士気も上がりましょう」

　まさかここでユリウスがメアリの援護に回るとは思わず、イアンは内心驚きながらも「一理あるが、危険も高まる」と冷静に告げた。すると、重臣たちも同意する。

「王が亡くなり、今また王女まで失うわけにはいかない」

　国の為、王女の為にと声にしたイアンだったが、そこにまたしてもユリウスが提案を持ちかける。

「何も戦場に出なくてもいいかと」

　その言葉に乗ったのはオースティンだ。

「なるほど。フォンタナを拠点とし、戦場はロウとフォンタナの中間にあるフェガリ平原にすればいいというわけか」

「はい」

　頷くユリウスに、ルーカスが肩をすくめながら首を捻る。

「そううまくいくか？　敵の進軍速度が速ければフォンタナが乗っ取られるだろう」

「いえ、ロウからフォンタナに向かうには迷いの森を通るか、街道を行くしかない」

　迷いの森はその名のとおり、下手に入り込むと迷って出てこられないと言われる森で、凶暴な魔物の巣そう窟くつにもなっている。

「故に何事もなく進軍することはほぼ不可能。必ず迂回し街道を進むはずです」

　ユリウスの断言に、ルーカスが「森を焼き払うかもしれないぜ？」とからかうと、オースティンが「ヴラフォスならやりそうだな」と苦笑してからイアンを見た。

「俺が先に王立騎士団の精鋭部隊と先行。メアリ王女率いる本隊は近衛騎士団と共に後続し、フォンタナで合流。これでどうだ？」

「イアン様、フォンタナへ行きましょう。大切な人を、街を守る為に」

　懇願するメアリに、イアンは深いため息を吐く。

「十日後の戴冠式はどうなさるつもりですか」

「フォンタナを守った後に見送りませんか。それにきっと、フォンタナが狙われている中で戴冠式を行うような者に民はついてこないんじゃないかと思うんです」

　そこにどれほど重要な理由があったとしても、優先すべきは民の命。メアリが医療に携わってきたことも影響しているが、王は何の為にあるのか。それを考えたら、救うことを第一に考えて生きてきたメアリが選ぶ道は一択しかない。

「私は、アクアルーナの民と共に同じ今を生きる私でありたい」

　その志は、メアリの父も常に持っていたものだ。

　メアリの中に亡き王の姿を見た気がしたイアンは、ふと頬を緩める。

「さすが、メイナード王の血を引く方だ。こうと言ったら聞かない。それともジョシュアの育て方かな」

「きっと、どちらもです」

　答えたメアリが優しく、けれど少し寂しそうに笑うと、イアンは「ありがとう」と囁くような声で言った。そして、再び顔つきを厳しいものに戻す。

「急ぎ準備にかかろう。先行するオースティンは騎士団、兵団と連携を取り、明日早朝より迅速にフォンタナに向けて出立を。近衛騎士団はメアリ王女と共に明後日進軍開始」

「了解だ」

「了解です」

　オースティンら騎士団の者たちが確かに頷いてみせ、その後もメアリとイアンは重臣たちと王女不在の間についての各対応を話し合った。

　そうして、慌ただしくも時間は過ぎていき――ついに出征の朝。

　メアリは自室に立てかけられた姿見の前に立ち、鏡の向こうに映る自らを緊張した面持ちで見つめていた。

　メアリが纏うのはいつものブラウスとビスチェワンピースではなく、金の模様で縁どられた白銀の鎧と、純白の生地で作られた丈の短いドレスアーマー。

　レースがあしらわれたロングブーツの膝当てにはアクアルーナの紋章が描かれていて、背を覆う青いマントにも同じく紋章が入っている。

　このドレスアーマーは、昨夜イアンから渡されたものだ。父、メイナードがもしもの為にとオーダーしていたものらしい。レザーのベルトホルダーにはメイナードが愛用していた片手剣と短剣が下がり、メアリは柄にそっと触れる。

（父様……私の為にありがとうございます）

　父としての愛情を持ち、陰ながら尽くしてくれていたことに深く感謝していると、騎士の鎧を身につけたユリウスがやってきた。

「メアリ王女、おはようございま……す……」

　尻すぼみになっていくユリウスの声。

　その双眸はメアリの姿をしっかりと捉えてはいるようだが、驚きに満ちている。

「お、おかしいですか？」

　侍女たちに着付けてもらったが、もしかしてどこか変だったか。

　居心地悪そうに視線を彷徨わせるメアリだったが、ユリウスは「その逆だよ」と笑みを浮かべた。

「可憐で気品もあって、君によく似合ってる。俺が敵なら、君を傷つけるなんてもったいなくてできないほどだ」

「褒めすぎですよ」

　過度な称賛に思わず頬を染めるメアリ。嬉しいけれど、ユリウスに言われるとどうにも羞恥が勝ってしまい戸惑ってしまう。

　そんなメアリに追い討ちをかけるようにユリウスは近づいた。そうしてメアリの目の前に立つと、腕を伸ばし、頭部を飾るティアラの位置を直し始める。

「本当のことだよ。君は本当に、ずるいくらいにどこまでも綺麗だな」

　頭上から降ってくる優しい声色の中に、一瞬、冷たさが混ざっていた気がしたメアリは、チラリと上目遣いでユリウスの様子を窺った。その途端、気配に気づいたのかバチリと視線がぶつかってしまいメアリは慌てて逸らす。

「どうかした？」

「い、いえ、その、そう！　改めて、一昨日の軍議ではありがとうございました！」

　貴方の様子がおかしい気がして、などとは言えるはずもなく、メアリは誤魔化す為に助けられたことを口にした。

「それはもう気にしなくてもいいよ」

「でも、あの時ユリウスがフォローしてくれなかったら、私はただ皆を見送るしかなかったかもしれないから」

　それだけでなく、イアンと共に残り、不安に駆られながら戴冠式を行っていたかもと思えば何度でも感謝したい気分だった。

（誤魔化すつもりの話題だったけれど、また伝えられて良かった）

　メアリが口の端を穏やかに上げていると、ユリウスは「感謝はいらない」とこぼす。

「俺はただ、自分がしたいことをしただけなんだ」

　だから、感謝はもうしないでくれと請われて、メアリはユリウスの願いが何を指しているのかを考えた。

　けれど、その答えが導き出される前に、ユリウスの手がメアリから離れる。

「さあ、できた。もう行けるかい？」

「は、はい」

　出発を促され、今は気持ちを切り替えねばと背筋をピンと伸ばした。そして、緊張をほぐそうとプレートアーマーの上から胸元に手を当て、深呼吸をする。

　そんなメアリの様子を見ていたユリウスは、瞳を柔らかく細めた。

「大丈夫。君は俺たちが必ず守る。傷つけさせたりしない」

「私も守りたい。あなたや、このアクアルーナと、そこに住む人たちを。大切な人たちを。だから、どうぞよろしくお願いします」

　心を込め、頭を下げたメアリの耳に届いたのは、ユリウスの受諾の言葉でも、鼓舞する励ましでもなく。

「俺のことは、守らなくていい」

　否定の言葉だった。

　顔を上げ目を見張るメアリに、ユリウスはいつものように柔らかく微笑する。

「俺は、君に守ってもらえるような価値のある人間じゃない」

　その笑みに似つかわしくない台詞に、メアリは大きな瞳を不安で揺らし、そういえば、以前も似たようなことがあったと思い出した。

『それは……本当の俺を知らないからだよ』

　柱廊の下。

　冷めた声色を聞き、ユリウスを怒らせてしまったのではと心配した時のことを。

　ユリウスは、自分を偽っているのか。価値がないと考えるほどに。

「ユリウス……」

「優しいメアリ。俺はいつかきっと君を傷つける。だから君は、この先何があっても俺を守ろうとはせず、自分が生き延びることだけを考えてくれ」

　いつの間にかユリウスの顔から笑みが消え、残るのは真剣な眼差し。

「何を、言ってるの？」

「どうか、約束を」

　ユリウスがなぜ自分を傷つけるのか。忠誠を誓いし近衛騎士である彼が、なぜ。

　湧き上がる疑問を声にしたら、ユリウスは答えてくれるだろうかとメアリは思案したが、すぐに自分で否定する。

（簡単に答えがもらえるなら、最初から全て説明するはずだわ）

　きっと、語れない理由がある。それが何かはわからないけれど、何があっても生きろと言うのなら、少なくともユリウスはメアリの身を案じている味方なのだ。

「……わかりました」

　ユリウスを守ること。それを諦めるつもりはなく、けれど口にすることはせずに頷くと、ユリウスは「ありがとう」と安堵し目元を緩めた。




　雲ひとつない、海の色にも似た空の下。メアリは先ほどジョシュアから手渡されたたくさんの薬草が入った布袋を白馬の鞍くらに掛けた。

　急患の為、見送りができなくなったジョシュアは、王女の立場など関係ないとばかりにエントランスホールでメアリを力強く抱き締め『君の帰りを誰よりも強く祈っている。だから、必ず僕のこの腕の中に帰っておいで』と熱烈な愛情を持って送り出してくれた。変わらずに接してくれることが嬉しかったメアリは、涙ぐみながら『はい、先生』と抱き締め返した。

　伏せていた瞳を上げて、メアリは固く決意する。

（必ず帰ろう。自分にできることをし、守れるものを皆と一緒に守り抜き、何があっても、必ず）

　父から受け継いだたくさんのものを守る為に。

　あの日、この道を選んだことは間違っていなかったと胸を張れるように。

　メアリは跨る白馬のさらりとしたたてがみを撫で、腰から下がる剣の柄頭に触れた。

「開門！」

　背後から淀みのないイアンの声が響くと、重い門が開いていく。

　メアリは息を吸うと、希望と不安を胸に手た綱づなを強く握り締め、ゆっくりと前進しアクアルーナ城の門をくぐり抜けた。

　メアリの右側には騎士の甲冑を纏ったルーカスとウィルが。

　左側には同じく凛々しい騎士姿のユリウスと、弓を背負ったセオが馬に跨っている。

　前方では大きな旗が風を受けて揺れていて……。

　それはまさしく、メアリが視た予知夢の光景そのものだった。
















【第二章】










夢視し時と騎士の行方




　フォンタナへは、アクアルーナを出て三日ほどかかる。

　その為、街道沿いにある宿場町で夜を明かしつつ、再びフォンタナを目指す行程だ。

　日暮れ時、夜の冷え込みが本格的なものになる前の時刻。

　体調不良の兵が出たとのことで医療部隊をはじめとした数部隊は遅れているようだが、特に大きな問題もなくひとつ目の宿場町に到着したメアリは、イアンと護衛のユリウスを伴い、町で一番大きな宿屋に入った。

　大きな宿屋といってもさすがに何百人も泊まれるわけではなく、多くの兵たちは町の外で野営の準備を始めている。

　そのことをメアリは申し訳なく思いつつ、三階の角部屋へと入室した。

　天蓋付きの寝台が置かれた広く豪華な部屋に驚いていると、ここは首都アクアルーナに近い宿場町の為、王侯が宿泊することが多いことからこの特別室が用意されたのだとイアンから説明された。

「でも私、みんなと同じ部屋で十分です。なんなら野営でもいいくらい」

　むしろそのほうが楽しそうだとワクワクしながら話すメアリをイアンが呆れた目で見て、そんなふたりの様子をクスリとユリウスが笑った直後のこと。階下がにわかに騒がしくなったかと思うと近衛騎士がひとり、メアリに向かって膝をつく。

「申し上げます！　遅れていた部隊がジャバウォックに襲われたとの報告。重傷を負った者が数名いるとのことです！」

　ジャバウォック。その魔物の名を耳にした瞬間、共にいたユリウスの顔つきが険しいものに変わった。

「ジャバウォックは仕留めたのか？」

　ユリウスが確認すると、近衛騎士は「はっ、そのようです」と答える。

　さらに聞けば、重傷者は医療部隊の者が多く、現在町の外で応急処置をしているが手が足りないとのことだった。

　メアリは眉をハの字にし、騎士の目つきをしたユリウスの横顔に声をかける。

「ジャバウォックはロウへ向かう街道に現れていたはずじゃ……」

　普段は森に生息している羽根のないドラゴンのような姿をしたジャバウォック。

　素早さはないものの、長い鉤かぎ爪づめと鎧をも砕くという強靭じんな牙きばに攻撃されたらひとたまりもなく、鍛錬を重ねた騎士が数人いても手を焼く相手だ。

　だが、そのジャバウォックが住むと言われる森はロウに近い場所にあり、この辺りでの目撃情報は耳にしたことがない。

　不審げに首を捻るメアリに、ユリウスは「先日のヴラフォスとの戦闘の影響で場所を変えたのか、もしくは別のジャバウォックなのかもしれません」と返した。

　恐ろしい魔物が何体もいることを想像すると背筋が凍る思いだが、今は弱音や愚痴を吐いている場合ではない。

　医療部隊の者が傷を負っているなら、自分が役に立つかもしれないとイアンを見た。

「手が足りないなら、私が行ってきます」

「あなたが？　しかし危険です」

「ジャバウォックは皆さんのおかげで倒されたんですよね。それなら危険はないです」

「それだけじゃない。今夜は……」

　イアンは今宵が満月だと言いたいのに気づき、メアリは逡巡する。

　けれど、いつ発動するかわからない力を警戒して、今苦しんでいる人を放っておくなどメアリにはできなかった。

「できる限り気をつけます。だから今は治療に行かせてください」

　頼み込むメアリの横にユリウスも並び立つ。

「メアリ王女。俺も行きます。用があって後方に向かったセオも戻ってない」

　言われて思い出したのは宿場町に到着する少し前。

　この辺りは敵襲の危険性も少ないだろうと、警戒部隊を最小限とする陣形での宿営が決定し、それをユリウスが指揮する第三部隊に所属するセオに連絡を任せたのを。

（確かにそろそろ戻ってきてもおかしくないのに）

　ジャバウォックの話を聞いた今、ユリウスが心配するのもよくわかる。

　そして、セオの様子が気がかりなのはメアリも同じだった。

「イアン様、ごめんなさい。私行きますね」

　なるべくすぐに戻れるように頑張りますからと言い残し、メアリはジョシュアから譲り受けた薬の入った袋を手にユリウスと共に駆け出した。

　去っていくふたりの背を見つめ、イアンは深いため息を落としてから、いまだ膝をつく近衛騎士に告げる。

「まったく……。第二部隊のルーカスに状況を報告しておいてくれ。私はこの町の医師のところに受け入れを要請してこよう」

「はっ！　承知いたしました！」

　そうして、騎士が出ていくとイアンもまた宿を出たのだった。




　ユリウスに促され彼の愛馬に跨ったメアリは、後ろから腰を支えられて宿場町を発つ。父が他界した日、同じように幼馴染のウィルと馬に乗ったけれど、こんな風に腰に手を回されてはいなかったことを思い出した。

　ユリウスとの距離がいつもよりぐっと近づいている。

　そんな場合じゃないことをメアリは重々承知しているが、それでも耳元で「しっかり掴まっていて」と気遣わしげに言われると、心拍数が上がってしまう。

（い、今は怪我人のことだけを考えないと）

　馬が駆けるリズムに合わせ、目的に集中して山沿いにアールを描く道を進んで間もなく、ジャバウォックに襲われたと思わしき兵士たちを見つけた。腕を押さえて歩いている者、動くことができないのか荷車に横たわる数名からは呻き声が聞こえる。

　その少し後ろに、怪我人を自分の馬に乗せ足を引きずって歩くセオを見つけた。

「セオ！」

「セオさん！」

　ほぼ同時にメアリとユリウスの声が重なると、セオが手綱を引いていないほうの手を大きく振った。

「ユリウス隊長！　メアリさん……じゃなくて、王女様！」

　呼び直したセオの声は元気そうで、メアリは安堵しながらユリウスと馬を下りる。

「ジャバウォックにやられたのか？」

「すんません。油断して、爪で」

　ユリウスに頭を下げるセオの足はブーツが破け、血が染み込み赤黒く変色しており、メアリは眉根を寄せた。

「セオさん、傷を見せてください」

「俺よりあいつを先にお願いします。ひどい怪我してて」

　そう言って、荷車で呻く兵士を指さす。確かに彼を先に診たほうが良さそうだと感じ、メアリは「わかりました」と頷いた。

「でも、あなたも治療が必要だからあまり無理せずにいてくださいね」

「はい、メアリさ……じゃなくて、王女様！」

　またしても間違いかけたセオに微笑みかけ、メアリは急いで重傷者へと駆け寄る。

　荷車に乗る者たちは皆それぞれに早急な治療が必要そうなのが一目でわかり、メアリは辺りの兵を見回した。

「医療部隊の方で動ける人はいますか!?」

「お、俺は軽傷です！」

「俺もです、王女様！」

　数名が手を上げ、メアリは彼らの手を借りつつ応急処置を施していく。

　ジャバウォック討伐後、重傷者にはひと通り止血などの処置は行っていたようで、幸いにも今すぐ命に関わるようなレベルの者はいなかった。

　けれど、数日は動けないだろうという状態であり、何名かはこの宿場町で療養が必要そうだとメアリは見立て、ジョシュアからもらった痛みを抑える傷薬を塗り込む。

「すみません。王女様に治療を手伝っていただくなど……」

　無事だった医療部隊の者が申し訳なさそうに口にし、メアリはゆるりと首を振った。

「私は王女になったけど、国や民の為に働く騎士団や兵士の皆さんに敬意を持つ心は変わりません。立場は変わってもあまり気にせず、不甲斐ない私の背中を押して一緒にアクアルーナを守ってもらえると嬉しいです」

「は、はい！」

　白いブーツや手を血で汚すのも厭わず微笑するメアリの姿に医療部隊や治療を受ける兵士だけでなく、様子を見守っていた者たちの表情が明るいものに変わる。

　忠誠を誓うべき王女に頼りにしていますと言われ、彼らの士気が高まっていく。

　セオから状況の確認をし終わったユリウスは、その光景を少しだけ離れた場所から眺め、メアリの王女としての素質を肌で感じていた。




　濃紺の空、満月が昇りすっかりと夜の帳が降りた頃。

　怪我人が皆宿場町に到着すると、イアンが手配した診療所にすぐさま運ばれた。

　動ける医療部隊の者たちは医師に頼まれ共に治療に当たることになり、メアリもまた手伝おうとしたのだが、今度こそイアンに止められ仕方なく宿屋に戻った。

　入浴で体の汚れを落とし、レースが施された白いナイトドレスとガウンを羽織ったメアリは、暖炉の火が爆はぜる音を耳にしながら丸い月が夜空の高い位置で輝いているのを部屋の窓から眺める。

　今のところ予知の力は発動していないけれど、稀まれに視ない夜もあるので、もしかしたら今日はそんな日なのかもしれないと考えた。

（だとしたら、もう少し手伝いたかったな） 　最後まで手を尽くしきれなかったことを悔いていた時だ。

　――コンコン。ノックの音がして、メアリは月から視線を外して振り返る。

「はい」

「ユリウスです。おやすみ前にすみません。少しだけよろしいでしょうか」

　扉越しにくぐもって聞こえた声に、メアリは「大丈夫です。どうぞ」と入室を促した。遠慮がちに扉が開くと、鎧を外し外套と騎士服だけになったユリウスが一礼する。

「失礼します。先ほどのお礼に参りました」

「お礼、ですか？」

　扉を閉めたユリウスは、小さく頷くと淡い笑みを浮かべた。

「騎士や兵たちの為にご尽力くださったことです」

「い、いえ！　お礼だなんて！　私は自分ができることをしただけです。でも、それも最後までお手伝いできず中途半端になってしまったんですけど」

　眉を下げて笑んだメアリにユリウスは首を左右に振る。

「いえ、あなたが以前と変わらず分け隔へだてなく尽くす姿は、多くの者の心を打ったようです。宿に戻る前にもセオの傷を気にして捜し、薬を渡してくださった。本当にありがとうございます」

　品のあるお辞儀をするユリウスは、ふたりきりにもかかわらず丁寧な言葉を使っており、それを些いささか寂しく感じていたメアリだったが、そんなことを考える余裕は瞬きをするよりも早く消え去った。

　メアリの双眸が熱を持ったのだ。あ、と思った時には、メアリの意識はもう予知の世界へと引っ張られていた。

　耳に届くのは幾いく多たの金属音。

　ぼんやりとしていた焦点が合うと、目の前に広がる光景にメアリは呼吸を止めた。

　剣と剣がぶつかり、槍が肉を引き裂き、争いから生まれた怒号が飛び交う。

　離れたところで風に揺れる血のように赤い旗に目を奪われていると、誰かに名を呼ばれた。振り向くと、背に何本もの矢を受けて負傷するウィルと、血だらけになりながらもメアリを馬に乗せようとするルーカス。

「フォンタナまで走れ！」

　その声がハッキリと聞こえた次の瞬間、馬が走り出した。

　遠ざかる戦場を馬上から振り返るメアリ。

　ルーカスが、槍兵に囲まれているのが視える。絶体絶命。誰かルーカスを助けてと願った時、思い出す。

　彼はどこに……。そう考えた刹那。

「メアリ」

　ユリウスの呼び声に、メアリの意識は現実へと戻った。

　鮮明な光景と生々しいまでの記憶や感触。そして、ふたつの瞳に残る熱。

　自分が視たものが予知であると確かに感じる一方で、メアリは非常に焦っていた。

　ユリウスが、メアリを見つめているからだ。

（いつから、私を見ていたの？　お辞儀をしたユリウスが頭を上げたのはいつ？）

　瞳の熱はもう引いた。でも、その直前、彼は自分の目を、赤く染まった目を見ていなかっただろうかと、メアリは緊張に唾を飲み込む。

「ユリウス……あの」

　パチ、と暖炉で揺れる炎が音を立てると、メアリの声にユリウスは薄く笑みを浮かべて「何か？」と返した。

（見られて、ない？）

　目の前のユリウスには、驚いた様子も訝しむ素振りも見られない。もしかしたら、就寝前だった為に部屋を照らす明かりが最小限だったのが幸いしたのかもしれない。

　赤々と燃える暖炉の炎と寝台の横で優しく灯るランタン。昼間よりも柔らかな橙だいだい色に包まれた室内は、メアリの瞳を染めた赤をうまく隠してくれたのでは。それならば、ユリウスが気づいていないのも納得できると、メアリはそっと胸を撫で下ろした。

「いえ、何でもないです」

「そう？　それなら、俺はこれで」

　ユリウスの口調もいつものものに戻っていて、メアリはそのことにも安堵を覚える。

「はい。おやすみなさい、ユリウス」

「おやすみ、メアリ」

　微笑んで背を向けたユリウスは、扉を閉める前にメアリを見つめた。

（まだ何か話が……？）

　やはり瞳の変化に気づかれたのかと、再び緊張に身を硬くしたメアリだったが……。

「次に俺が君の部屋を訪ねた時、その恰好で迎え入れられたら、誘われてると思ってもいいのかな？」

「え？」

　からかうような甘い視線を向けられて、メアリは自分の体に視線を落としネグリジェ姿であることに気づいた。

「あああああ！　ごめ、ごめんなさい！」

　今まで夜に部屋を訪ねてくるのはジョシュアくらいしかおらず、あまり気にしたことはなかったが、確かにこの姿で男性に会うのははしたないと、メアリは顔を真っ赤に染めてガウンの前みごろを手で寄せる。

　イアンが相手なら間違いなく説教されたであろうと恐ろしい想像をしつつ、けれどユリウスに見せてしまったのもまた居たたまれず、メアリは思わず背を向けた。

　すると、ユリウスから小さなため息が聞こえて、メアリは呆れられたのかと不安に瞳を揺らした直後。

「君が王女だなんて、神さまってヤツは本当に意地が悪いな」

　呟いた言葉の意味が良いものなのか悪いものなのか。

　気になって振り向いたけれど、同時に扉は閉ざされてしまい、メアリは前みごろを手繰り寄せていた手の力を緩めることしかできなかった。




　翌朝、メアリは身支度を整えるとすぐにイアンの部屋の扉を叩いた。

「イアン様！　起きてください！」

「メ、メアリ王女、どうか落ち着いてください」

　警護をしている近衛騎士に宥められて、メアリは「ごめんなさいっ、でも早く相談したくて」と落ち着かない様子で扉の前で足踏みをする。

　すると、目の前の扉が少し錆びついた音を立てて開いた。

「……メアリ王女。もう少し慎まし」

「お小言は後で聞きますから！　今はどうか話を聞いてください！」

「いったい何の話ですか」

「え、と、それは」

　予知の話です、とは近衛騎士の前では言えず、メアリが「ざ、懺ざん悔げを」と思いついた理由を苦し紛れに吐く。

　もちろん騎士は目を丸くし、イアンは「は？」と素で声にしたのだが、メアリは騎士に愛想笑いをしつつイアンの部屋に入って扉を閉めた。

　イアンは支度の途中だったのか、机に置かれたスケイルアーマーを手に取る。

「あいにく私は神職を生業にしていないんだが」

「咄とっ嗟さにそれしか思い浮かばなかったんです！」

「で、こんな早朝から落ち着きなく何の話ですか？」

「視たんです。未来を」

　メアリが声を抑えて伝えると、スケイルアーマーに腕を通したイアンの顔つきが真剣なものに変わる。

「どんなものを？」

「赤い旗の軍に、私たちが襲われていました」

　メアリは数時間前、脳内に描かれた光景を思い出しながら答えた。

「その旗に剣とワシのマークは」

「そこまで詳しくは視えなかったけど、赤いのは確かです」

　青い空に、よく映えていた血のようなあの色はハッキリと思い出せる。

　メアリの返事に、イアンは「兵の数は？」とさらに質問を続けた。

「わかりません。でも、こちらがみんな大怪我を負っていて劣勢でした」

　思い出すだけで胸が痛くなる光景。ウィルが、ルーカスが、近衛騎士の者たちが、あちこちに傷を受け体中を血に染めていた。

「劣勢になるほどの兵数となると、そこらの山賊ではなくヴラフォス帝国だな。場所や時間は視えたので？」

「いいえ、明確には。ただ、街ではなかったです。それと、明るい時間で、あとはルーカスにフォンタナへ走れと馬に乗せられ、私は戦場を振り返りました」

「あなたを平原の戦場に出す予定はない。であれば、フォンタナに到着する前か……」

　緩く握ったこぶしを顎に添え、ぶつぶつと唇を動かすイアン。

「ごめんなさい。ハッキリとわかるものが視えなくて」

　太陽の位置や場所の目印になるものがわかれば良かったのにと悔やんでいると、イアンはモノクルを装着する。

「いや、ルーカスがフォンタナまで走れと言っていたのなら、この辺りではなくさらに先、次の宿場町以降で攻められる可能性が高いのはわかりました」

　この辺りで戦闘になるなら、フォンタナよりもアクアルーナに戻るほうが早い。また、次の宿場町へ到着するのは予定どおりなら夕刻。宿場町に着く前に襲撃を受けたなら、向かうのは宿場町か、もしくは南東のセリニになるはずだとイアンは話す。

「メアリ王女」

「は、はい」

「私はここから別行動を取ります」

「別って、どうしてですか？」

　どこへ行くのか。危険ではないのか。

　疑問を頭に浮かべるメアリに、ふちが銀色のモノクルをかけながら説明するイアン。

「ヴラフォスがフォンタナへ進軍するのがわかっている今、アクアルーナに戻ることはできません。先発のオースティンたちも待っている。また、フォンタナの為にと一度首都を出た王女が何も起きぬうちから撤退したとあっては民からの信頼も落ちます。ですから、私は敵襲に備えできる限りの手を打ちにセリニへ行きます」

　話し終えると黒い外套とうを羽織りサーベルと呼ばれる反りのある剣をホルダーに差し込んだ。

「全軍に、これより先は警戒して進むよう指示を出しておきます。あなたはルーカスやユリウスから離れず行動を」

「わかりました」

　セリニで何をするのかも気になったが、今は一刻を争う。撤退に関してもイアンの話すとおりであり、メアリの中でもアクアルーナに戻るという選択肢はなかった。

（怖いけど、逃げたりなんかしない。だって視れたんだもの）

　ならば切り開けるとメアリは気持ちを強く持ち、胸いっぱいに息を吸い込んで吐き出す。その様子を見ていたイアンが、メアリの気持ちを汲み取るかのように頷いた。

「メアリ王女。どうぞ、ご無事で」

「イアン様もお気をつけて」

「ありがとう」

　笑みを浮かべ、イアンが数人の兵を連れて宿を出る。それを見送るメアリも緊張した面持ちで、迎えにきたユリウスと共に朝陽に照らされた町へと踏み出した。




　イアンと別れ、ひとつ目の宿場町を出てから数刻。

　抜けるような青空の下、次の宿場町を目指し行軍を続けているメアリたちは辺りを警戒しながら広い街道を進んでいた。

「メアリ王女、疲れてはいませんか？」

　ユリウスに声をかけられ、メアリは大丈夫ですと微笑みと共に返す。

　体の疲れは気にならない。でも気持ちが休まらないメアリは、気づくと表情を硬くしてしまっていた。

　ユリウスとの会話を聞いていたルーカスが、自分の馬をメアリへと寄せる。

「しかし、イアン殿も急にどうしたんだろうな。警戒を厳にしておけとは。斥候の報告だとヴラフォスはまだロウを出ていないんだろ？」

　ルーカスの問いに答えたのは、メアリの隣で姿勢良く馬に跨るユリウスだ。

「この辺りの山には山賊の根ね城じろがある。それを警戒してるのでは？」

「山賊、なぁ。でも、普通に考えて金品強奪は不可能だろう」

　行商人相手とはわけが違う。たとえ山賊たちが束になってかかっても、アクアルーナの近衛騎士団にはかなうまいと、ルーカスが肩をすくめた。

　すると、セオが「目的がメアリ王女様だったら？」と話に割り込んでくる。

「わ、私？」

　メアリが自分を指差すと、セオが首を二度ほど縦に振った。

「大胆に王女様を人質に！　王女を返してほしくば金を渡せ！　ってヤツっス」

　山賊の真似なのか、声色を低くしたセオに、ルーカスの隣で聞いていたウィルが「一点突破か。あり得なくはないな」と淡々とした口調で言う。

　山賊が攻めてくるというのはイアンも除外していた予想だったが、一点突破で自分の周りだけを襲撃されたのなら、あの光景もあり得るのかもしれないという気になってくる。

「山賊って、旗とか持ってる？」

　騎士たちに聞くと、誰もが見たことも耳にしたこともないと答えた。

　では、やはりあれは山賊ではないのだろうと、メアリはヴラフォスの可能性が強まったことに唇を噛んだ。

（予知の中に何かヒントはなかったかな……）

　視たものを思い出しながら馬の背に揺られ、けれど特に気づくこともないまま、ようやく訪れた夕暮れ。

　予知で視た警戒すべき危険な時間は過ぎ、イアンの予測どおり、ヴラフォスが攻めてくるのであればこの宿場町を越えてからだということにひとまず安堵する。

　しかし気は抜けることなく、心配でほとんど眠れないままに迎えた朝。

　支度も済み、寝台に腰を下ろしながらメアリは思案していた。

（……このまま予定どおりに進んでいいの？　イアン様を待つ？）

　ユリウスやルーカスの話では、警戒しつつ予定どおりに進めとの指示だったと聞いている。ヴラフォス帝国の軍がロウを出てからではフォンタナが危ないからだ。

　それはわかっているけれど、被害を最小限にするには、セリニに向かったイアンが戻るのを待ってから進むべきではないかと尻込みしているうちに、ついに出発の時間が来てしまう。

（イアン様はどうするつもりなんだろう。今、私にできることは本当に何もないの？）

　メアリは自分を乗せ街道を進む白馬の背の上で息を吐いた。

　刻一刻と時間が過ぎゆくほどにメアリの緊張と不安も増していく。

　それがあまりにも顔に出ていた為に、ユリウスが馬をメアリへと寄せた。

「顔色が悪い。もしかして体調を崩しているのでは？」

　小声で尋ねられ、メアリは「大丈夫です」と返す。するとユリウスが「ぼんやりして迷子にならないように」とからかうように目元を緩めた。

「さ、さすがに皆さんといて迷子にはなりませんから！」

「そうかな？　野盗の時といい、君は迷子名人だから心配だ」

「ううっ……反論できない……」

「ははっ、でも、もしも何かあるなら遠慮なく言って。俺が力になる。だから、ひとりで抱え込んではいけないよ」

　優しい笑みに、砕けた口調。公の場などでは接し方に気をつけているユリウスが、ふたりの時のように話しかけてくれたことに、気遣われたのだとメアリは悟る。

（ひとりで、抱え込んではいけない）

　ユリウスの言葉を心の中で反芻し、顔を上げた。

　能力のことを話せずとも、僅かでも彼らが傷つく危険を回避するアドバイスくらいはできる。

　不思議がられたら悪い夢を見たと、稀にある正夢というものにすればいいのだ。

「ありがとうございます、ユリウス」

　メアリは礼を述べると、自分の右側を歩くルーカスとウィルを見た。

「ルーカス、ウィル。これは、もしもの話なんだけど」

　話し始めた内容に、ルーカスとウィルは眉を寄せる。

　フォンタナに着く前にヴラフォス帝国が攻めてきた場合、ウィルは背後から飛んでくる矢に気をつけること。ルーカスはメアリを逃した直後、近くにいるであろう槍そう兵へいに囲まれないように注意すること。

　その細かいアドバイスは、当然ふたりを困惑させた。

「君は、まるで見てきたかのように言うんだな」

　ルーカスが「もしかして未来にでも出かけて見てきたのか？」と冗談めかして笑う。

　さて、どう返すべきかと、メアリが用意していた正夢の話に絡めようと口を開きかけた時。

「俺は、どうすればいいかわかりますか？」

　どこか考え込むような表情のユリウスから聞かれ、メアリは言葉に詰まる。

（そういえば、あの光景の中に姿はなかった）

　いつも自分のそばにいて自分を守っているはずの彼が。

　まさか視た予知より前の段階で倒れてしまったのではと震えた直後、辺りにドン、ドンと、空気を撼ゆるがす太鼓の音が響き渡った。その途端、騎士たちの目の色が鋭いものに変化し、一斉にそれぞれの武器に手をかける。

「ユリウス、これは」

　いったい何の音なのか。もしかして、その時が訪れたのかと予想しながら震える声で問いかけようとしたメアリだったが、ユリウスは気づいていない様子で眉をひそめ、どこか嘲るような笑みを浮かべた。

「よほど信用が……える。いや……元より誰も……ないか」

「え？」

　話しかけるというよりひとりごちるというほうが近い声。太鼓の音が邪魔をして途中の言葉がよく聞き取れず、落ち着かない鼓動を感じながらもメアリは首を捻る。

　その時、耳をすませなだらかな山裾を食い入るように注視していたセオが大きな声で告げる。

「見えた！　ヴラフォスの旗だ！」

　その名に、メアリの心臓が口から飛び出るかと思うほどに跳ねた。

　やはり、予知で視た時がきてしまったのだ。

「これはまた、イアン殿とメアリ王女には驚かされる展開だ」

　槍兵だったか、とルーカスは呟き、全軍に戦闘態勢を取るように指示すると、ラッパの音が鳴り響き、まるで波立つかのごとく後方の騎士や兵たちが剣を抜いていく。

「王女に近寄らせるな！　守り抜け！」

　ユリウスの凛とした声に、第二、第三部隊の近衛騎士たちがメアリの盾になるように囲み整列する。

　大地を唸うならせるのは、ヴラフォス兵が駆ける無数の足音。

　対抗するべくアクアルーナの弓兵がヴラフォス兵の進撃を阻止すべく配置につき、「放て！」の声を合図に空に向かって弓を撃った。

　青空を駆け雨のごとく降り注ぐ矢は、盾を持たぬヴラフォス兵の体を射抜き、その足を止める。

　しかし、その数は多くなく、盾を構えて突き進むヴラフォス兵は着々と接近し、再度弓兵が構える中、剣や槍を携えたアクアルーナの兵たちが迎え撃つ態勢に入った。

　そして間もなく、震えて手綱を握ることしかできないメアリの前で両軍の波がぶつかり合う。

　そこからは、予知した光景で見聞きしたものとほとんどが同じだった。

　鋼がかち合う音があちこちから聞こえ、敵か味方か、呻き、昂たかぶる声が行き交う。

　ただ、追い込まれてはいない。警戒を厳にし、いつでも迎撃できるよう隊列を組んで進んでいたことが幸いしていた。

　それに加え、メアリの言葉を胸に留め、敵の弓兵の動きをよく観察していたウィルも大きな負傷を免れ、頬や腕の擦すり傷程度で済んでいる。

　だが、ヴラフォス軍の戦力はアクアルーナ軍と拮抗しているため、追い払えるほどの戦果は挙げられておらず、確実にアクアルーナの軍も動けなくなる兵が増えていた。

「このままじゃ埒らちがあかないな」

　ルーカスが舌打ちすると、ユリウスが「ならば一度押し上げよう」と提案する。

　近衛騎士団が一斉に騎馬で斬り込み、ヴラフォスの戦線を崩す作戦だ。陣形を乱せば穴ができ、そこをうまくつけば一気に優勢になり得る。

　しかし、その作戦を決行するにはメアリの守りが手薄になるのが難点なのだ。

　もしもさらにヴラフォスの兵が待ち伏せていて、メアリが狙われたら。

　せめて自分の隊だけでもメアリを守り、最悪の場合は護衛をつけてフォンタナへ走らせるのはどうかとルーカスは考えたが、すぐにメアリの言葉を思い出した。

　メアリを逃す時、槍兵に囲まれないようにと言っていたのを。

「まさか本当に未来を？」

　馬鹿げた話だと鼻で笑うルーカスだったが、目の前の状況に八割はメアリの言葉を信じている自分がいる。

　メアリが言っていたことが当たるとすれば、伏兵が潜んでいる可能性が高い。

　ならば、斬り込むべきは今ではなく……と、脳内で作戦を練っていた時だ。

　後方で戦っている兵から歓声があがった。何事かと皆がそちらを見やると、ヴラフォス軍が一気に引き、アクアルーナ軍が勢いよく蹴散らしている様が確認できた。

　ただし、勢いの中心で剣を振るう集団は、アクアルーナの正規軍でない。

　けれど、その者たちを引き連れ鼓舞する男の姿を見たメアリは瞳を輝かせた。

「イアン様！」

　アクアルーナの頼れる宰相が戻ってきたことに安堵し喜びの声をあげるメアリ。

　騎士たちも歓喜の声をそれぞれに口にする中、ユリウスはそっと苦笑する。

「セリニの傭兵団……。なるほど、短時間で彼らを連れてこれたということは、この奇襲を予想していたということか」

　続けて「さすが宰相殿だな」と称賛していると、イアンが馬で駆けメアリの元へやってきた。

「遅れて申し訳ありません！」

「いえ、ありがとうございます！　彼らは援軍ですか？」

「ええ。詳しい説明は後ほどします。メアリ王女。兵の士気が上がっている今、総攻撃の命を」

「わ、私がですか？」

　今の今まではルーカスが指揮をとっていた。そして現在、宰相であるイアンが戻ってきている。自分が命令する必要がどこにあるのかと戸惑っていると、イアンは勇気付けるように微笑んだ。

「この今があるのは間違いなくあなたのおかげだ。あなたはまさにアクアルーナを導く者。どうぞご命令を」

　メアリこそがふさわしいのだと背中を押す言葉。

　正直なところ、まだ戴冠式もしていない身でも良いのかという不安はあったが、それでも、自らの務めを果たすべくここにいることを胸に、メアリは深呼吸する。

　そして、この命を削る戦いが早く終わることを願いながら、父から譲り受けし剣を抜くと空に向かい高く突き上げた。

「全軍！　アクアルーナに勝利を！」

　メアリの声にアクアルーナ軍が呼応し、一斉にヴラフォス軍とぶつかる。

　先ほどまでは防衛をメインとした攻撃だったが、勝機を前に全戦力が攻撃に転じた為、ヴラフォス軍はその勢いに押され始めた。

　あと少しで退却するだろう。誰もがそう思った時、背後の森に潜んでいたらしいヴラフォスの伏兵がメアリを狙い馬で駆けて迫ってきた。

　その数は五十騎ほど。手には槍が握られていて、ルーカスは「やはりいたか！　しかも黒騎士隊がお出ましとは！」と馬の向きを伏兵へと変える。

「く、黒騎士隊？」

　伏兵の登場に動揺しつつもメアリが疑問を声にすると、ユリウスも手綱を操り向きを反転させながら答える。

「ヴラフォス帝国の宰相、モデストの私設騎士たちのことです」

　そして、メアリを守り迎撃すべく第三部隊が横隊を組んだところで、まずは第二部隊が斬り込んだ。

　ルーカスは向かってきた黒騎士の槍を双剣で受け薙ぎ払い、思いきり相手の脇腹を切りつける。続いてウィルも別の者の一撃を体を倒して避け、一閃せん。大柄の黒騎士が呻き声と共に馬から落ちた。

　本来、長さのある槍が有利である為、剣での応戦は厳しい。けれど、王の剣であり盾である精鋭部隊の近衛騎士たちは、それぞれの身体能力を活かし、黒騎士隊と渡り合っている。しかし、二十名ほどの第二部隊のみでは手に余り、黒騎士たちは徐々にメアリへと迫る。

　セオの放った矢が黒騎士隊を撹かく乱させ、ユリウスが斬り伏せてゆく中、メアリはその者に気づいた。

　黒騎士隊の中でも一際目立つ長い角のような兜を被った騎士が、近衛騎士らの攻撃を避け、しかし反撃はすることなく馬でメアリめがけて駆けてくることに。

　身のこなしから手練れであることがメアリにもわかり、その上、兜から覗く目が自分を捉えていて恐怖から背筋がぞっとする。対峙しても勝てるわけがないのは明らかだが、それでも自身の身を守る為にと、メアリは剣の柄を握り直した。

（怖いっ……）

　迫り来る恐怖に胸の内で心臓が暴れ狂う。

　そばにいたイアンも角の黒騎士に気づき、サーベルを構えた。

「あの角の兜……ザエル黒騎士長かっ」

　苦々しい顔でイアンが名を紡ぐが、メアリにはその者がどんな人物であるかを問う余裕はない。それはイアンも同じであり、防戦一方になることを覚悟し、メアリの前に出ようとした時だった。

　ザエル黒騎士長をめがけ、馬が一騎猛スピードで駆けて迫り、メアリへと辿り着く前に一太刀浴びせる。

　キンと高く伸びる金属音。

　ザエルの剣が受け止めたのは、黄金色の瞳に鋭い輝きを乗せたユリウスだ。

　兜の奥にあるザエルの双眸が驚きに染まる。

「っ……邪魔立てするとは……！」

「それはこちらの台詞だ、ザエル黒騎士長殿」

　怯み、ユリウスの剣を押し返すと間合いを取り後退したザエル黒騎士長。

「お前が出るということは、この奇襲、モデストの命か？」

　問いかけて再び剣を振るうと、ザエル黒騎士長と武器が交わった。

　ユリウスは剣圧を感じながらも今一度口を開く。

「答えろ。目的は王女か？」

　腕にぐっと力を込めて、答えなければ次の一手で決めるとばかりに眼光を鋭く光らせると、兜越しにザエル黒騎士長のくぐもった声が溢れた。

「……見極めろと」

「……それは、どちらをだ？」

　呆れたように、しかし怒りを込めてユリウスが静かに確かめる。だが、それに答える気がないのか、ザエル黒騎士長は力任せにユリウスの剣を押して逃れると、急ぎ馬を反転。そのままヴラフォス軍本隊へ向かい背を向けた。

　ユリウスは軽く舌を打つと、メアリを振り返る。

　そして、無事であることを確認すると馬の腹を蹴った。

「イアン殿！　メアリ王女を頼みます！」

　ユリウスの目が追うのは馬で疾走するザエル黒騎士長の背中。

（まさかザエルを討つ為にあの敵陣の中に突っ込むつもりなの!?）

　そんなのは危険だと、引き止めるべくメアリはユリウスの名を叫んだ。

　しかし、ユリウスは振り返ることなく戦乱で舞い上がる粉塵の中に消えていく。

「イアン様！　ユリウスが！」

「彼は強い。きっと戻ってきます」

　だから今は自分の身を守るようにと言われ、メアリは不安を振り切るようにひとつ頷いたのだった。




　――ヴラフォス軍が撤退したのは、ザエル黒騎士長が本隊に合流して間もなくだ。

　黒騎士隊の猛攻に耐え抜き、大怪我もなくメアリの元に戻ってきた近衛騎士たち。

　街道脇に倒れる者たちの姿には胸を痛めるばかりで、それでも今はこれ以上の犠牲がひとまず増えることのなくなった安堵感、そして自分の命も助かったという奇跡に泣き出したいくらいだったが、せめて頬を濡らすまいとメアリは必死に涙をこらえた。

「守ってくださってありがとうございます」

　感謝の言葉を伝えながら騎士たちの手当てを手伝うメアリは、治療が一段落すると辺りを見渡す。

　ユリウスの姿がどこにも見えないのだ。

　先ほどルーカスからは、もしかしたら後方を任せた第四、第五部隊の近衛騎士たちのところにいるのかもしれないと言われた。それならば確かめてくるとセオが馬を走らせたのだが、そのセオもまだ戻ってきていない。

　イアンもセリニの傭兵団の元に行ったきりだ。

　メアリが自分も捜しに行こうと考え、そのことを伝えるべくルーカスと視線を合わせた。しかし、メアリが口を開くよりも早く、ルーカスが微笑みを浮かべる。

「まさかヴラフォスが山脈を越えてくるとは驚いた。メアリ王女、気分は大丈夫か？」

「は、はい」

「ジョシュア先生の元で働いてた君は治す為に傷は見ても、人が切られていくのを見るのは慣れていないだろう？　無理はするなよ」

　気遣われ、メアリが「ありがとうございます」と微笑みを返すと、ルーカスは再び唇を動かした。

「それから、君の助言にウィルは助けられ、俺も伏兵の存在を意識することができた。ありがとう」

「いえ、そんな。こちらこそ、信じてくださってありがとうございます」

　互いに礼を述べ合い、ルーカスが敬語を使うのを忘れていたとおどける。

　けれど、その顔がすぐに真面目なものに切り替わった。

「ところで、メアリ王女。なぜ、伏兵がいることを知っていた？」

　敵しか知り得ない情報を何故と、ルーカスは僅かに首を傾げる。

「万が一君が敵であれば助けるような助言はしない。いや、君が敵とは考えにくいし、俺が聞きたいのはそこじゃないな。なぜ、これから起こることを知っていたのか、だ」

　考えをまとめながら声にしたルーカスの疑問に、メアリはこくりと喉を鳴らした。

「ゆ、夢で……見たんです」

「夢？」

　再度、ルーカスが首を捻った時だ。ユリウスを捜しに出ていたセオが戻ってきた。

　セオは馬の背から軽々と飛び降りると、メアリの前に立つ。

「メアリ王女様、ユリウス隊長はいませんでした。ただ、黒騎士長を追っていたのは確かみたいっス。兵たちが見かけたと言ってました」

　ザエル黒騎士長を追ったまま帰ってこない。その報告にルーカスは眉をひそめる。

「まさか、人質にとられたか？」

「人質!?　そんな……」

　メアリが動揺を隠せず山の方を見ると、セオが「捜しに行きますか？」と尋ねた。

　ヴラフォス軍は撤退する際に山の中へと入っていった。怪我人がいることを鑑みれば山を越えるのは厳しいはずだが、アクアルーナ軍も追いにくくなるのは確か。

　現にイアンは追撃はせず、フォンタナに向かうことを優先とした。

（予知で視た光景にユリウスの姿がなかったのは、ザエル黒騎士長を追っていたからなのかも……）

　ユリウスの無事を確認したい気持ちが大きいメアリは、セオに首を縦に振ってみせたかった。過去の自由な身であれば捜しに行こうと言えたが、今は勝手が許される立場ではない。それでも、ユリウスのことが心配でたまらないメアリは許可を得ようとルーカスを見つめた。

　しかし、ルーカスは察知し即座に頭を振る。

「イアン殿のおかげでこちらの被害は少ないが、それでも予定どおりに動けていない。可愛い君の願いは全て叶えてやりたいが、とにかく今は一度フォンタナに入り団長たちと合流しよう」

「でも……その間にユリウスに何かあったらと思うと……」

　憂い顔で伏せ目がちにメアリが声をこぼすと、ルーカスが小さく笑い肩を揺らした。

「まるで恋人を心配する健気な乙女だ」

「なっ、ち、違います！　私はただ心配で！」

　頬を赤らめるメアリに、ルーカスはからかうように目を細める。

「ムキになって怪しいな」

「ルーカス！」

「わかったわかった。まあ、あいつは強いから簡単にはやられないだろう。が、さすがに放置はしない。捜させておくから、今はフォンタナへ。いいですね、王女？」

　あえて敬語で確認したルーカスから否定は無駄だと言わんばかりの圧力を感じ、メアリは仕方なく頷いた。

　そうして、しばらくの後。出発の準備が整うと、馬の腹を蹴る直前、山を見つめたメアリはユリウスが無事であることを祈り行軍を再開した。










予知の一族とあの夜の約束




「メアリ王女様におかれましてはご機嫌麗しゅうございます」

　フォンタナに辿り着いたメアリを出迎えたのは、フォレスタットから流れる大きな滝、そして先行していたオースティンとフォンタナの領主だった。

　フォンタナの領主は恭しい挨拶と自己紹介、そしてヴラフォスの襲撃に備えてメアリが直々に出征したことを感謝し、もてなしてくれた。

　どうぞ疲れを癒してくださいと、領主の屋敷で一番良い客室に案内されたメアリは、湯浴あみを済ませると着慣れたワンピースを纏い部屋を出る。

　すると、部屋の前で警護を任されているウィルが「どこへ？」とメアリに尋ねた。

「オースティン騎士団長のところへ、ユリウスのことを聞きに行こうかと思って」

　常であればここで警護しているのはユリウスか、第三部隊の者だ。

　けれど、隊長であるユリウスが不在の今、第三部隊ではなくルーカスが指揮する第二部隊が代わりにメアリの護衛を務めることになった。

「まだ新しい情報はないとさっきセオから聞いた」

「そう……」

　肩を落とすメアリを見て、ウィルは「あー……」と言葉を探す。

「お前は、フォンタナは初めてか？」

「え？　初めて……ではないみたいだけど、覚えてないから初めてみたいなものかな」

「じゃあ、滝のでかさはビックリしただろ」

「うん、驚いた。滝があるというのは知っていたけど、想像してた以上に大きくて迫力満点ね」

　すぐに領主の屋敷に向かったので間近で見たわけではないが、それでも水が落ちていく激流音と辺りに満ちる清涼感たっぷりの空気は、メアリの心と体に蓄積された疲労を軽くしてくれるように感じた。

　また、滝の裏には洞窟があるらしく、魔物が棲み着いているという噂があり入れないようになっていると、街の門を潜る直前にイアンから聞かされている。

「メアリ、散歩に出るなら付き合うぞ」

「え？」

「ジッとしてられないんだろ」

　ウィルに見透かされたメアリは力なく苦笑した。

　フォンタナに至る道のりで魔物とヴラフォスの襲撃によって怪我人も多く出た。

　それでもヴラフォスが攻め入ってくる限りは戦わなければならず、加えてユリウスの安否はいまだ不明。

　フォンタナをしっかりと守れるのか。ユリウスは無事に帰ってくるのか。

　ひとり部屋にいると、そのことばかり考えてしまうのだ。

　甘えてばかりもいられないけれど、気分転換は必要だと考えたメアリは、それならばと改めてウィルに向き直る。

「実は、イアン様の妹さんに会いたいと思っていて」

「イアン公爵の？」

「昔、少しの間お世話になったからお礼を言いたいの。付き合ってもらえる？」

　ウィルは廊下の広い窓から見える景色を確認した。

　夕刻に差し掛かり、空は橙色を滲ませ始めている。

　王女があまりウロウロするのは良くないだろうことはウィルも重々承知だが、幼馴染の沈んだ表情を見たら首を横に振ることはできなかった。

　以前はよく見せてくれた明るいものに変えてやりたいと、ウィルはメアリと共に領主の屋敷を出る。

　本来ならイアンに外出の許可を得てから出るべきだが、あいにくイアンは屋敷内におらず、ならばとオースティンを捜し、街の南西に構える騎士たちが滞在する要塞を訪ねてみたが、どうやら入れ違いでイアンと共に出かけたとのことだった。

　ふたりは知人の元へ向かったとルーカスから教えられたメアリは、もしかしたら自分が会いたい人物のところへ向かったのかもしれないと考える。

「行こう、ウィル」

「どこへ」

「ネロー修道院へ。イアン様と騎士団長も多分そこだわ」

　そう言って目的地を目指して歩きだしたメアリを追いかけながらウィルが苦笑した。

「場所、わかってるのか？」

「あ……」

　メアリは場所について頭になかったのか、足を止める。

「ごめんねウィル……修道院の場所、知ってる？」

「はぁ……こっちだ」

　迷子の常習犯の思考に呆れながらも、ウィルは先導してフォンタナの中心地に建つ修道院へとメアリを案内するのだった。




　イアンの妹が働いているというネロー修道院は、有事の際には避難場所となるようにぐるりと石造りの外壁に囲まれている。

　アーチ状の入り口をくぐり、綺麗な花々が咲き誇る中庭の中央に聖堂はあった。

　その横にはフォンタナを見守るような高い鐘塔がそびえ立ち、メアリは花の香りを感じながらまずは聖堂に行ってみようと、上部に信仰する神の姿が彫刻された扉に手を添えた時だ。

「また勝手に出歩くとは、あなたは自分の立場がまだわかっていないようだ」

　覚えのある声に叱りつけられ、メアリは咄嗟にウィルの背中に隠れ肩をすぼめた。

「イ、イアン様、許可を得ようとはしたんですよ？　でも、お出かけされたと聞いて、もしかしたら私の目的地にイアン様がいるんじゃないかなと思いまして」

　ウィルの背後から顔を出して説明を試みるメアリと、胸の前で腕を組むイアンの視線がぶつかる。

「それで勝手に領主殿の屋敷を出たと」

「きょ、許可をいただけますか？」

　ぎこちない笑みを浮かべたメアリに、イアンが長いため息を吐き出した。

　そして、その呆れた眼差しをウィルへと移す。

「ウィリアム。なぜメアリ王女をお止めしない」

　矛先がウィルに向いてしまい、メアリは慌てて隠れるのをやめた。

「イアン様！　ウィルは私に言われたから付き合ってく――」

「気分転換も必要かと思ったので」

　メアリの声を断つようにして、恐縮するでもなく淡々と答えたウィルに、イアンがまたもやため息を漏らすと同時、オースティンの笑い声が響く。

「行動力があっていいじゃないか。確かに、アクアルーナを出てから色々あったんだ。少しは気分転換したほうがいい。俺なら許可してやるぞイアン」

　外壁の回廊からメアリたちの元へと歩み寄るオースティン。

　隣に立つ優しい笑みを携えた女性に、オースティンが「なぁ？　ユリアナ」と同意を求めた。ユリアナと呼ばれた女性は白い修道服を身に纏っており、頷くとふっくらとした唇を開く。

「はい。そんなだから、兄様には女性が寄り付かずいつまで経っても独身なのです」

　満面の笑みで軽く毒を吐いたユリアナ。

　イアンを兄と呼んだことで、メアリは瞳を輝かせた。

（この方がイアン様の妹、ユリアナ様！）

　さっそく礼を伝えるべく、まずは挨拶をしようと口を開きかけたメアリだったが。

「独身でいるのはポリシーだ。俺の生きがいは家庭にはない。かつてはメイナードに、そして今はメイナードの愛娘であるメアリ王女に仕え支えることこそが使命だ」

「ポリシーとやらでメアリ様を支えるのは結構ですけれど、メアリ様にミルクを与えたこともおしめを替えたこともない兄様が偉そうな口をきかないでくださいな。メアリ様をいじめたら私が許しませんわ」

「あ、あの、イアン様、ユリアナ様」

　何やら言い争いを始めた兄妹をどうにか取りなそうとメアリが笑みを貼り付けて割って入ろうとした。けれど、イアンはユリアナの正面に立つと鼻で笑う。

「いじめる？　俺がいつメアリ王女をいじめたと？」

「嫌味な言い方をしてるじゃありませんの」

「事実を言ったまでだ。王女がフラフラと勝手に出歩くべきではない」

「でも、きちんと騎士を護衛につけていますわ。そこは褒めて差し上げるべきところじゃなくて？」

　火花が散るかのごとく言い合いを続けるふたり。止めるすべが見つからずオロオロするメアリに、オースティンがため息を吐きながら苦笑した。

「すまんな。コイツらは昔から顔を合わせるとこんな調子なんだ。おい、いい加減にしろ。ユリアナも、メアリ王女に会いたかったんだろう」

「そうでした。兄様のせいで感動の再会が台無しですわ」

　我に返ったユリアナは、イアンに向けていた冷めた視線が嘘ではないかと思うほど、慈愛に満ちた眼差しでメアリを見つめる。

「メアリ様、すっかり大きくなって。けれど、愛らしい大きな瞳と血色のいい頬、そして優しげな口元はあの頃の面影がしっかりと残っていて……素敵な女性に成長されましたのね」

　うっすらと涙を滲ませ、感動の再会に浸るように長い睫まつ毛げを伏せたユリアナ。

　メアリは微笑すると、心を込めて礼を伝える。

「ユリアナ様、小さな私を守り、育ててくださったこと、とても感謝しています。真実を聞かされてから、いつかお会いしてお礼を申し上げたいと思っていました。本当にありがとうございます」

　綺麗な所作でお辞儀したメアリに、ユリアナは感慨深く頷いた。

「ジョシュアが育てると聞いた時はどうなることかと心配しましたけれど、こんなにいい子に育って……」

「神よ、感謝します」と感極まった様子で祈ったかと思えば、今度は忙しなく「そうですわ！」と両手を合わせる。

「メアリ様、わたくしね、小さなあなたとお別れする時に、メアリ様にお願いしたことがありますの」

「お願い、ですか？」

　メアリが不思議そうに首を傾けると、唇に指を添えてフフッと小さく笑うユリアナ。

「ええ。成長したあなたに会えた時は、一緒にお茶を飲みましょうね、と。良かったら今、一杯だけお付き合いいただけますか？」

　ユリアナが願った十七年越しの誘いに、メアリは「ぜひ！」と喜んでから「あっ」とイアンを見て遠慮がちに尋ねる。

「あの、いいですか？」

「どうぞ。もともとここを訪れたのは、ユリアナを領主の屋敷に連れていき、あなたに会わせる為ですから」 「そ、そうだったんですね。そうとは知らずに勝手に出向いてしまってごめんなさい」

　申し訳なさそうに眉を下げたメアリに、イアンはモノクルを中指で押し上げた。

「いえ、私もきちんとお伝えすべ」

「いやですわメアリ様、お気になさらず！　出かける前に説明しない兄様が悪いのですから。ということで、メアリ様はお借りしますわね」

　行きましょう、とメアリの背を優しく押すユリアナ。

　背後から「私たちは賓客室のほうで待っています」と告げるイアンの声にメアリは「わかりました」と返し、マイペースなユリアナに案内されるがまま回廊を歩いた。

　宿舎の扉をくぐり、少し軋んだ音を立てる木製の階段を上る。

　そうして「さあ、どうぞ」と廊下の突き当たりにあるユリアナの部屋に通された。

「お邪魔します」

「狭くてごめんなさいね。今お茶を淹れてくるので座っていてくださいな」

　そう言って椅子を引くと、いそいそとお気に入りのティーセットを取り出す。

　そして、すぐに戻ると言い残し、ティーセットを持って部屋を出ていった。

　メアリは椅子にそっと腰を下ろし、失礼にならない程度に部屋を見回す。

　アーチ型の窓から差し込む夕陽に照らされた部屋は、シンプルでスッキリとしている。寝台とクローゼット、丸いテーブルと椅子が二脚。大きな家具はそれくらいで、最低限のものしか置かれていない印象だ。特別に華美なものもなく、ジョシュアと共に暮らしていた自分の部屋に少し似ている気がして、メアリは懐かしい気分になる。

「なんだか、落ち着く……」

　ユリウスのこと、戦いのこと。気がかりは解消されてはいないけれど、部屋に仄ほのかに漂う優しい花の香りの効果も相まって、メアリは肩の力を抜いた。

　それから少しの後、ユリアナが熱い紅茶を淹れて戻ってくる。

「火傷しないように気をつけて」

　微笑みと共に琥こ珀はく色の紅茶をメアリの前に置いた。

「ありがとうございます」

　上品な香りに頬を緩めるメアリを見たユリアナは、懐かしそうに目を細める。

「似てますわね、マリアに」

　母の名が紡がれ、メアリはティーカップに指を添えたまま瞼を瞬かせた。

「母とは知り合いだったのですか？」

「マリアがメイナード様と知り合うよりも前から、マリアはわたくしの大切な友人でしたわ」

　もちろんユリアナは、兄がメイナードの友であり従者でもあることは知っていた。

　だから、マリアからメイナードとの婚姻を報告された時は不思議な繋がりに驚いたのだと笑うユリアナは、メアリの向かいの席に座ると、穏やかな声色で尋ねる。

「メアリ様は、ご自分のお力がマリアから受け継がれていることをご存じであると、先ほどオースティンから聞きましたわ」

「はい。そのとおりです」

　メアリが小さく頷くのを確認してから、ユリアナは再び口を開いた。

「わたくしは、マリアの運命がメイナード様と繋がっていたことは知らなかったけれど、マリアがティオ族の巫女の血筋であることは彼女から聞かされ知っていましたの。メアリ様は、ティオ族についてはどれくらい知ってますの？」

「詳しくは知らないんです。知ってるのは、巫女の血筋は予知の力があることと、力を発揮する時は目の色が赤くなる特徴があること。それから、ティオ族が暮らしていた村はもうないことくらいでしょうか」

　メアリが持つ情報は、幼い頃にはジョシュアから、王女だと明らかになった後にイアンから聞かされたものだ。力の制御ができはしないかと城の書庫でティオ族について調べようと考えたこともあったが、誰かに知られて勘かん繰ぐられても困るとイアンから忠告を受けたのでやめていた。そのことも伝えると、ユリアナは「苦労なさってますのね」と気遣わしげに眉を寄せる。

「では、私が知る限りでよろしければお伝えしますわ」

「ありがとうございます！」

　そうして、ユリアナはティーカップにそっと口をつけて飲むと語り始める。

「今では知る人も少ないですが、昔は巫女の血筋の者は平時でも瞳が緋ひ色であったそうですの」

　そもそも、ティオ族が住んでいたチェリノ村はアクアルーナではなくフォレスタットの北方に位置する森の奥深くにあったのだとユリアナは言う。

　また、森の奥地に村を作ったのは、力を利用しようとする者が安易に辿り着けないようにする為だったらしい。

「村がなくなった今ではティオ族を知る者も少なくなりましたわ。予知能力についてはフォレスタット内では伝説のような扱いになっているようですわね」

「そうなんですね……」

　確かに、アクアルーナではティオ族と言われてピンとくる者は少ないだろう。

　伝説として語られているのもメアリは聞いたことがない。

　それも、ティオ族がフォレスタットの民だからと言われれば頷ける。

「伝説扱いとはいえど、御お伽とぎ噺ばなしではありません。ティオ族についての研究をしている方もいると聞いていますもの」

「そんな方がいらっしゃるんですね！」

「ええ。フォレスタットの王都に住んでる方だとマリアからは聞きましたわ。それと、もうひとつ、最近耳にしたことが」

「なんですか？」

　どんな耳寄り情報だろうかと、興味深げにメアリが身を乗り出した。しかし、ユリアナの表情が硬いものに変化するのを見て、メアリは不安げに姿勢を戻す。

「理由はよくわからないのですけど……一年ほど前に、ヴラフォスの宰相がフォレスタットを訪ねてティオ族について聞き回っていたらしいんですの」

　ヴラフォスの宰相、モデスト。まさかティオ族の話題からその名を聞くことになるとは予想もしていなかったメアリは、驚くよりも首を傾げた。

（なぜ、モデストが……）

　ユリアナの話では、修道院の繋がりで得た情報らしいが、どんな情報に辿り着いたのかはわからないとのことだった。

「どうぞ兄様にも知らせてあげてくださいな。お調べになってくれると思いますから」

「はい」

　メアリがひとつ頷いてみせると、ユリアナが微笑みを浮かべる。

「難しい話はここでおしまいですわ。次は、あなたがこの修道院でどんな風に過ごしていたのかお話ししましょうね」

「はい！　ぜひ！」

　表情を明るくしたメアリは、一旦モデストのことを忘れるように紅茶を喉に流し込んだ。そして、生まれて間もない自分がマリアの部屋で毎晩眠り、母を恋しがるように泣いていたこと。いつの間にかユリアナの腕の中だと安心するようになったこと。

　少しずつ成長していく中で、メアリが見せる笑顔がたまらなく愛しかったとユリアナは話した。

　それから、メイナードが視察の名目でメアリに会いに来た時のことも。

「当時、人見知りするあなたがメイナード様に抱き上げられても嫌がらなかったのを見て、親子なのだと思わされましたわ」

　日々、メアリを育てているユリアナには、その光景は少し寂しさを伴うものだった。

　けれど、メイナードがメアリを優しく腕に抱き涙をこらえる姿と、病の為に会いに来られなかったマリアの気持ちを思えば、そんな気持ちはすぐに霧散したのをユリアナは思い出す。

「わたくしは本当の母ではないけれど、メイナード様とマリアの娘であるあなたを心から愛していますわ。だから、何かあればいつでも訪ねていらしてね」

　王女であってもそうでなくても、ユリアナにとってメアリはメアリ。

　いつでも帰ってきていいのだと告げたユリアナに、メアリは笑顔で答え、香り高い紅茶の味を楽しんだ。




「また一緒に紅茶を飲みましょう」

　今度はメアリから約束をし、嬉しそうに首を縦に振ったユリアナと別れ、イアンらと共に修道院を後にする。

　そうして、要塞へ向かうオースティンとウィルとも別れ、イアンとふたり、領主の屋敷に戻る最中のこと。メアリはユリアナから聞いたヴラフォスの宰相モデストがティオ族について聞き回っていたという話をイアンに伝えた。

　イアンは淡く瞬く星空の下で、確かに気になる動きであると口にする。

「予知の力を持つ者を探している可能性は高いでしょう。ただ、町娘であった以前とは違い、今は常に騎士がついています。万が一、モデストがメアリ王女の力に気づいても簡単には手は出せない。その点は安心してください」

　気遣われ、メアリが「ありがとうございます」と返すと、イアンは屋敷の門を潜りながら「いや……安心はできないかもしれないな」と不穏な言葉をこぼした。

「内通者がいるかもしれないという話を覚えていますか」

「ランベルト大侯爵様が言ってたことですか？」

　メアリの脳裏に浮かんだのは、自らが王女であることを明かした会議の場。

　オースティンとイアンがヴラフォスの内通者ではないかとランベルトが疑いをかけた日のことだ。

「ええ、それです。まず街道での奇襲についてですが、あの数が動けば斥候も気づくはず。けれど、気づかなかったということはどういうことかわかりますか？」

　まるで戦術の勉強でもしているように尋ねられ、メアリはやや緊張しながら答える。

「えっと……斥候が内通者ということですか？」

「おしい。正確には斥候も、です」

「ひとりではないんですか？」

「可能性の域を出ませんが、少なくとも斥候の者は調印式の退却ルートを事前に知らされてはいない。知るのは私とオースティン、そして近衛騎士団の各隊長のみでした」

　静かに、けれど硬さを持った声が明かした事実は、メアリの心臓を大きく跳ねさせた。

「そんな……内通者が、近衛騎士たちの中にいるなんて」

　信じられないと頭を振るメアリの声は僅かに震えている。

「ロウでの戦闘後、オースティンとも話しましたが、可能性は高いかと」

「だ、誰かは……」

「……そこまではまだ」

　近衞騎士団の隊長は全部で五人。

　第一部隊はオースティンが、第二部隊にはルーカス。そして、第三部隊はユリウスが務め、続く第四、第五の部隊長はイザークとクラウスという兄弟が就いている。

　どの者も王立騎士団から上がってきた為、アクアルーナの騎士としての経歴はそれなりに長い。騎士として尽くす姿からは裏切りを行うようにも見えず、メアリはただ困惑しながら屋敷の廊下を進んだ。

　そして、メアリにあてがわれた部屋に入ると、イアンは再び口を開く。

「実は此度のヴラフォスの奇襲は想定内でした。こちらが斥候を放てるように、ヴラフォスも探らせているでしょうし、フォンタナへは街道を行く以外に道はない。狙ってくる可能性はあると」

　だから、イアンはその際すぐに動けるようにとセリニで山賊を取り締まっている傭兵団の者たちにいつでも参戦してもらえるよう手を回しておいたのだと説明した。

「ただ、これを軍議で伝えてしまえば内通者に手の内を明かしてこちらが不利になる。なので、少々危険な賭けにはなりましたが、予定どおり進むよう指示を出したんです」

「そのおかげで被害は大きくならなかったんですね」

　イアンの手腕にメアリは「さすがアクアルーナの宰相様ですね」と舌を巻く。

　父メイナードも、イアンをとても頼りにしていたことは想像に容た易やすい。

「とにかく、メアリ王女は騎士隊長の中に内通者がいる可能性を捨てず、慎重に行動を。いいですね？」

「はい……」

　本来なら騎士たちを疑いたくはない。けれど、国を背負う者として、純粋に信じているだけではダメだということを、メアリもわかっている。

　だからこそ、イアンの忠告を素直に受け入れ頷いたのだ。

　明日は朝から軍議の予定がある。その為に今日はゆっくり休むように言い残しイアンは部屋を出ていった。

　ひとりになったメアリは、疲れを取る為に寝台に横になる。

（騎士隊長の中に、内通者がいるかもしれない……）

　増えてしまった悩みに思わず小さなため息を吐き出した。

　これから疑いを持ちながら接しなければならないのかと思うと気が重くなる。

　眠れば少しは気持ちが切り替わるかもと目を瞑つぶってはみたものの、ヴラフォス奇襲時の剣を交わす鋭い音と兵たちの猛る声が蘇り落ち着かない。

（ユリウス……どうか無事でいて……）

　せめて予知で視ることができていればと悔やみ、募る不安を抱え、眠れずに寝台の上で寝返りを打った時だ。

　――コンコン、と室内に遠慮がちなノックの音が鳴った。

　しかし、扉を叩くそれとは少し違い、どちらかといえば軽さを感じる音。

　いったいどこからとメアリが体を起こし寝台から降りたと同時、領主自慢のバラ園が眺められるガラス窓が開いた。

　そこに人影を見たメアリは一気に警戒態勢に入り、ソードラックに駆け寄る。

　突然の事態に心拍数が上がる中、身を守る為に父の剣に手をかけた瞬間。

「メアリ、落ち着いて。俺だよ」

　窓から侵入してきた人物が苦笑して両手を上げた。

「驚かせてごめん」

　見慣れた騎士服や鎧を纏ってはいないが、聞き馴染んだ穏やかな声で謝罪されたメアリは、その者の登場に驚きすぎて意味もなく口を開いては閉じる。

「ユ、リウス？」

　ようやく紡いだ名に、窓から吹き込む風に藍色の髪を靡かせたユリウスが微笑むことで答えた。

　剣から手を離し、今度はユリウスへと駆け寄ったメアリは、感極まって勢いよく抱きつく。

「良かった……！　戻ってこなかったからすごく心配してたんです！」

　無事で良かったと喜ぶメアリを、ユリウスは優しく包むように抱き締め返した。

「ごめん。心配かけて」

「怪我はしてませんか？」

　あの戦いの後だ。

　もしかしたらと考えて問いかけたメアリだったが、ユリウスは緩く首を振った。

「どこもないよ。ありがとう」

　答えて、メアリの細く柔らかな髪を撫でる。

「それよりメアリ。俺との約束を覚えている？　君が俺の願いを叶えてくれるっていうヤツを」

　耳元で甘えるような声で確かめるユリウスに、メアリは頬を赤く染めた。

　ユリウスが無事に戻ってきたことに歓喜し、抱き締めたのは自分からだが、まさかこんな風に甘やかな雰囲気になるとは思わなかったのだ。

　胸を高鳴らせながらも、ユリウスと交わした約束を思い出したメアリは「も、もちろん」と彼の腕の中で小さく頷く。

　ユリウスが指す約束とは、以前ふたりで城を抜けた際のものだ。何度も世話になったお礼をちゃんとしたいと口にしたメアリに、『それなら』とユリウスが頼んだこと。

『近いうちに俺の願いを叶えてもらおうかな』

『願い、ですか？』

『そう。簡単な願いだけど、今はまだその時じゃないんだ。だから、必要になったらぜひ協力してほしい』

　メアリは簡単なものならばと、快諾したのだ。

　ユリウスはメアリが覚えていてくれたことに安堵し「良かった」とこぼしてから、腕の力を緩めてメアリを見つめる。

「今、叶えてもらいたいんだ」

　恋愛経験に乏しいメアリは、間近にあるユリウスの端整な顔を恥ずかしくて見ていられず、思わず視線を落とした。

「どんなことですか？」

「今からここを抜け出して、俺と一緒にある場所に行ってほしい」

「ある場所？」

　いったいどこへと今度はしっかりとユリウスと視線を合わせる。

　抜け出してまで行きたい場所とはどこなのか。

　そもそも、ユリウスは部屋の扉ではなく窓から訪ねてきたほどだ。

　きっとイアンの許可を得ることが難しい場所なのかもしれないとメアリは予想した。

「それは後で説明する。俺の願い、叶えてくれるね？」

　急いでいるのか、ユリウスは背中に添えていた手を離すと、代わりにメアリの手を取る。

「抜け出して、いいのかな？」

　フォンタナへは遊びに来たわけではない。明日は朝から軍議も控えている。

　何かあったら迷惑をかけてしまうかもしれないと悩むメアリの手を、ユリウスはそっと引いた。

「大丈夫。前もうまく抜け出せただろ？」

　抜け出せただけでなく見つかることなく帰ってこられた。ましてここは城よりも警備は緩いと説得され、メアリは少し迷ったが結局首を縦に振った。

　他でもない、いつもメアリのそばにいて守ってくれているユリウスの願いであり、確かに交わした約束なのだからと。

「ありがとうメアリ。行こう。案内するよ」

　笑みを携えたユリウスに導かれるまま、メアリは外套を纏うと窓から屋敷を抜け出した。

　ユリウスが話したとおり、メアリたちは誰に見つかることもなく、無数の星が煌めく夜空だけに見守られながらフォンタナの街を歩く。

「こっちだ」

　柔らかい声で促すユリウスは人目の少ない裏道へとメアリを連れて入った。

　そうして歩き続けるに連れて、メアリは違和感を覚え始める。

（ユリウスの話し方も、微笑みも、いつもと変わらないのに、私を引く手だけが違う人みたい）

　見つからないうちにと焦っているから強引なのか。それだけではない気がしてならないけれど、その正体が判明しないうちにフォンタナの大滝へと辿り着いた。

　ユリウスの目的地はこの大滝なのか。尋ねようと口を開きかけたメアリだったが、ふとユリウスが横顔で振り返り「足元に気をつけて」と伝えたかと思うと、滝が落ちる崖がけ沿いの細い脇道を下り始める。

　手はいまだ繋がれているが、それはエスコートというには強引で、下方に近づくにつれてメアリの中の違和感は増していった。

　やがて、冷たい水飛沫しぶきと大量の水が叩きつけられる轟ごう音に肩を小さく寄せながら進むメアリの眼前に現れたのは、ぽっかりと大きな口を開けた洞窟の入り口。

　岩が仄かに青白く光り、幻想的な雰囲気を醸し出しているが、ここがイアンの話していた魔物が棲み着いているという洞窟なのではとメアリは眉を顰めた。

「もしかしてこの洞窟に入るの？」

「そうだよ。でも、目的地はもっと先だ」

「先？　この洞窟はどこかに繋がっているの？」

　繰り返し質問を投げかけるメアリに、ユリウスは「ふぅん」と首を傾げる。

「その様子だと、やっぱり俺の行動まで視えていたわけじゃなかったのか」

「……え？」

　ユリウスの言葉に、メアリは目を丸くした。

　先ほどまで微笑みを浮かべていたはずのユリウスの瞳が冷たさを滲ませ、動きを止めたメアリを見つめる。

「予知と言ってもどこまでも視えるんじゃないんだな」

　背後で轟々と響く滝の音はうるさいほどだが、それでも、ユリウスが口にした予知という言葉はメアリの耳にはっきりと届いた。

「何、を」

　何を言っているのかわからないと、そう誤魔化すのが正解だったろう。ジョシュアやイアンからも知られてはいけないと厳しく言われてきた。

　けれど、あまりの衝撃にメアリは誤魔化しの言葉を紡ぐことができなかった。

　ただ、この状況がおかしいことだけはしっかりと理解できたメアリは、初めてユリウスに恐怖を感じ手を離そうと腕を引く。

　しかし、逃すまいとユリウスの大きな手が強く握った。

「ユリウス……離して、ください」

　願うも、ユリウスは手首ごと掴んで口元に笑みを乗せる。

「約束を守ってくれるんだろ？」

　そう言ったかと思えば、メアリを強く引き寄せ顔をぐっと近づけた。

　至近距離でユリウスが見つめるのはメアリの瞳。

「目的地に着く頃には、また赤い瞳の君に会えるといいな」

　その言葉に、メアリの心臓が強く激しく脈を打つ。

（やっぱりあの時、目を見られてた……！）

　それに加え、ユリウスはメアリの力についても知っている。

　ティオ族の巫女の力のことを知っているのか。知っていたのなら、それはいつから。

　青白い光に照らされた洞窟の入り口で、メアリはユリウスに見つめられたまま身動ぎひとつできずにいた。

　メアリの力について知るユリウスが、自分をどこに連れていこうとしているのか。

　いや、そもそもそこに繋がりはないのかもしれない。

　変に疑いそうになるのは、内通者のことがあるからだ。

　ユリウスはただ予知の力について知っていて、あの夜、偶然メアリがその持ち主だと知っただけ。それだけなのだと、そう、思いたかったのだが。

「残念だな、メアリ。君が予知で、俺がヴラフォス軍に帰るところまで視れていたら、君は今頃俺に騙されずに済んだのに」

　ユリウスは薄く笑みを浮かべ告白し、メアリの淡い期待を裏切った。

『とにかく、メアリ王女は騎士隊長の中に内通者がいる可能性を捨てず、慎重に行動を』

　イアンの忠告が脳裏に蘇ると、メアリはカサついてしまった唇を動かす。

「あなたが……内通者」

　ユリウスは笑みを崩さず、肯定も否定もしない。

　けれど、先ほどの言葉が真実ならば、ユリウスはヴラフォスと通じているのだ。

　メアリは信じられない気持ちでユリウスの瞳をジッと見つめ返しながら、浮かんだ疑問を声にする。

「私を、殺すつもりだったの？　父と同じように、罠にはめて」

　思えば、メアリがフォンタナに行くことを後押したのもユリウスにとって都合が良かったからなのだろう。

　亡き者にする為に誘き出したのかとこぼした声は滝の音に消されてもおかしくないほどだったが、ユリウスの耳には届いていたようで頭を左右に振ってみせた。

「まさか。俺は君に傷ひとつつけるつもりはない。ザエルはどうだったか知らないけど。とりあえず、俺の仕事は君をヴラフォスに連れて帰ることだ」

「何の為に？　人質ですか？」

　自分のせいでアクアルーナが追い詰められるかもしれないことを考え、メアリは唇を噛み締める。すると、ユリウスはベルトホルダーから下がる剣の柄をメアリに握らせ「チャンスをあげようか」と笑みを消した。

「これで、今すぐ俺を殺せばいい。そうすれば、君の国に巣食う内通者は始末される。ついでに、敵国の皇子も始末できて君は英雄だ」

「敵国の……皇子？」

　確かめるようにユリウスの言葉を反芻したメアリの瞳は驚きに揺れる。反対に、ユリウスは落ち着いた態度で、しかしその琥珀色の双眸の奥に仄暗さを宿し頷いた。

「俺はヴラフォスの第二皇子、ユリウス・イルハザードだよ」

「ユリウスが、ヴラフォスの第二皇子？」

　ヴラフォスには皇子がふたりいることをメアリは政治に関する勉強時にイアンから聞いたことがある。けれど、どちらも病弱で政治にも軍事にも関与せず国内で療養していると教えられた。

　必死に手繰り寄せる記憶の中に、メアリはふたりの皇子の名を見つける。

　第一皇子の名はルシアン。そして、第二皇子は……「そうだ」と、思わず呟く。

　書物に記された名を見た際、確かに憧れる騎士と同じだと思ったのだ。

「ユリウス、皇子」

　偶然だと流し、特に話題にもしなかった皇子の名をメアリはユリウスに向けて声にした。

　まさか、ヴラフォスの皇子が近衛騎士としてアクアルーナで名を馳はせているなど誰が想像できただろうか。

　柄を握らせるユリウスの手が、ゆっくりと剣を抜いていく。

「抵抗はしない。俺を殺せば君はメイナード王の仇を討てる」

　父の名に、メアリの肩が僅わずかに跳はねた。

　ユリウスが内通者ならば、メイナードの死はユリウスがもたらしたものだと嫌でも気づかされたからだ。そして……。

「……チャンスは、今しかないんだよ」

　今のユリウスの表情が、ロウから帰還した後の気落ちしたものに似ていることにも。

『死ぬべきは王ではなく、きっと』

　あの時のセリフが、もしも後悔からの本音であったならと、メアリは本当のユリウスを探るように見つめる。

　冷たい瞳の奥に隠れているはずの想いを、敵討ちに惑わされ見過ごさないように。

（ユリウスの全てが嘘だった？）

　自問し、メアリは青白い光を受けた刃先に視線を移す。

　ユリウスが振るった剣は、ヴラフォスだけの為だったか。

　ユリウスが救ったものは、ヴラフォスの為になるものだからか。

　メアリを助けた時、自らが命を落とすべきだったとこぼしかけた時、部下を心配し駆けつけた時。そこにいたのは、ヴラフォスのユリウス皇子ではなくアクアルーナの騎士ユリウスだったのではないか。

　メアリにとって、ユリウスはどちらの存在であるか。

　その答えを得たメアリは、ユリウスの剣を鞘に戻す。

「殺しません」

　きっぱりと拒否してみせたメアリに、ユリウスは一瞬、瞳に驚きを浮かべたがすぐに微笑んだ。

「残念だな」

　死んで償わせてもくれないのか。

　そんな風に聞こえたメアリは悲しみを胸に眉を寄せる。

「それはこっちのセリフです」

　騙されたと知り、逃げることも叶わず、仇を討つこともできず。

　ただ、ユリウスの思惑どおり、交わした約束を果たす為に進むしかないのだ。

　不服そうに自分を睨むメアリに、ユリウスは確かにそうだと苦笑する。

　そして、再びメアリの手を引いて洞窟へと入っていった直後。

「君は本当に優しくて、卑ひ怯きょうな俺を苦しめるから……嫌いだよ」

　困ったように、悲しそうにこぼしたユリウスの声は滝の音に流されて、不安に小さくため息を吐いたメアリには届くことはなかった。










価値ある者と傷つける者




　迷路のように入り組んだ洞窟内は夜や光こう石せきと呼ばれる鉱石が発光して辺りを神秘的に照らしている。おかげで松明を手に進む必要もないが、代わりに短剣が手放せない状況にメアリは陥っていた。噂どおり、滝の裏の洞窟には魔物が巣食っていたからだ。

　イアンの話では、洞窟は入れないようになっていると聞いたが、実際は簡易的にロープが張られているのみで難なく進み入ることができた。

　涼しい洞内は広く水が湧き出ていて、青く輝く池がいくつも見られる。

　ごつごつと隆起した天井からは雫が滴したたり落ち、外套を濡らしながら歩き続けるメアリは、先ほどついに出会いたくない魔物と遭遇し、短剣を構えながら後ずさった。

「むむ、無理！　お願いだからこっちに来ないで！」

　本来見るのもおぞましいが、目を逸らしている間に襲われても困る為、メアリは半泣きの状態で首を振る。

　百本の足で地を這い、ジリジリと距離を詰めてくるのはジャイアントセンティピートという大男ほどの体長があるムカデの魔物だ。

　ユリウスは少し離れた場所で少々やっかいな魔物と対峙じしていて助けは望めそうにない。せめて遠距離から攻撃できる武器だったら良かったと心の中で嘆いていると、ジャイアントセンティピートがむくりと頭部を持ち上げた。見たくもない足の付け根を露あらわにされ、グロテスクな光景を前にメアリから悲鳴があがる。

「メアリ！」

　オーガと呼ばれる巨体で知性のない人型の魔物をようやく斬り伏せたユリウスは、身を翻ひるがえし躊躇ためらうことなくジャイアントセンティピートを真っぷたつに切断した。

　そして隙なく辺りに目を走らせ、地面に横たわり動かなくなった魔物たちを確認すると、足元から崩れ落ちかけるメアリを抱き止める。

「あり、がとうございます……」

「もう少し進むと魔物から身を隠せる場所がある。そこで休もう」

　空の見えない洞内にいる為正確な時刻はわからないが、そろそろ夜が明ける頃だ。

　朝になればイアンたちにメアリがいないことを気づかれてしまうだろうと考え、洞窟を休みなく進んでいたが、ここまで魔物を屠ほふり続けてきたユリウスにも疲れが出ていた。特に今さっき倒したオーガは手て強ごわく、疲労蓄積の体にトドメを刺された。

　ユリウスはメアリの肩に腕を回し支えながら休憩スペースへと向かう。

　敵国の皇子であるはずのユリウスだが、傷ひとつつけるつもりはないと言っていたとおり、ここまでずっと魔物からメアリを守ってきた。

　ぞんざいな扱いを受けたのであればいっそユリウスを憎めるのにと、メアリは足を前に進めながらそっと息を吐く。

（それにしても、出口まであとどれほどかかるのかしら……）

　道中、迷わず進むユリウスにこの洞窟についてよく知っているのか質問をしたところ、ここはフォレスタットの南西にある山の麓に繋がっている洞窟で、ユリウスが初めてアクアルーナを訪れた時もここを通ってきたとのことだった。

　やがて、少し狭いけれど岩で囲まれた空間に辿り着き、ふたりは腰を下ろす。

　メアリは疲れを吐き出すよう深く呼吸し、荷袋から干し肉とパンを取り出すユリウスをぼんやりと眺めた。

　ユリウスが肩から掛けている荷袋は、洞窟の入り口に隠すように置かれていたものだ。自分を連れ出しに来る前に用意していたのだろうと予想し、メアリはまたため息を落とした。そこでふと、ユリウスの左手首が赤く腫れていることに気づく。

「ユリウス、怪我してる」

　メアリの視線が自分の手首に向いていることを知り、ユリウスは先ほどから少し痛みを感じていた手首を見た。

「ああ、さっきのオーガだ。大したことない。それより、これを食べて」

「食べる前に手当しますね」

　そう言って、ユリウスから受け取った食べ物を膝の上に置き、腰のベルトから下がる鞄から薬を取り出す。ダフォディルというラッパ状の花の球根をすり潰し、小麦粉などと混ぜて練ったものだ。それを紙に厚く伸ばし患部に当てるのだが、ユリウスは腕を出さずに視線を逸らした。

「敵に手当は必要ないだろう」

　するとメアリは「何を言ってるんですか」とユリウスの隣に移動しその手を掴む。

「私はジョシュア先生のそばで病気や怪我で苦しむ人たちを見てきました。苦しんでいる人がいれば助ける。生まれや身分なんて関係ないんです。だから、ユリウスが敵だとしても手当します」

　語りながら、ユリウスの手首に薬を巻き付けるメアリ。

　その間、ユリウスは嫌がるでもなく、メアリの横顔を静かに見つめていた。

　それにしても、とメアリはユリウスの怪我がこれだけで済んでいることに感心しつつ包帯を取り出す。

　何せ、先ほどのオーガ以外は息を乱すこともなく相手にしていた。

　ユリウスの強さを改めて感じ、メアリは結び目を作る。

「はい、完了です。一応痛みが出にくいように巻いておいたけど、動かしにくかったら教えてください」

　ぎこちなくはあったが、メアリが僅かに口元に笑みを浮かべると、ユリウスは「ああ」とだけ答えてパンを齧った。

（感謝してほしかったわけじゃないけど……ちょっと寂しいな）

　今までのユリウスならばと思うと、メアリの胸はチクリと針で刺したような痛みを伴う。その痛みと、そこから滲み出る寂しさを誤魔化したくて、メアリはいただきますと声に出してから千切ったパンを口に入れた。

　――しばらくして、先に食べ終えたユリウスが飲み水の入った革袋をメアリに渡すと、「見張っておくから少し眠っておいたほうがいい」と話す。

「ユリウスは寝ないの？」

「俺は二、三日寝なくても大丈夫。君は慣れない旅と戦闘で疲れてるだろう」

　諭されて、メアリは疲れた足をそっと摩さすると、教えてはくれないかもと思いつつ尋ねる。

「ザエル黒騎士長を追ってから、ユリウスはどうしてたの？」

　無視をされるか、うまくかわされるか。

　そんな想像をしながらの質問だったが、予想に反してユリウスはサラッと答えた。

「計画と違うと問い質ただしていたんだ」

「計画？」

　首を捻るメアリに、ユリウスは語る。

　ユリウスの計画では、フォンタナにメアリをおびき出し、フォレスタットを経由して追っ手を巻きつつヴラフォスの帝都に向かう予定だった。しかし、モデストは私設騎士たちに奇襲を決行させ、メアリを捕らえようとしたのだ。

　それはユリウスも知らされていないことだったと。

「まあ、俺を試す目的もあったようだけど」

　自嘲し、ユリウスは前髪から覗く瞳を伏せる。

「試すって、何を？」

「俺が……騎士であるのか、皇子であるのかを」

「そんな……」

　部下であり味方であるはずのモデストが、なぜ皇子を疑うのか。

　そう考えた時、メアリの中に疑問が生まれる。

　そもそも、なぜ皇子であるユリウスが敵国に潜入することになったのか。そのような危険なことは、それこそ私設騎士の役目ではないのかと眉根を寄せた。

　しかし、そこには深い事情があるようにも思え、さすがにズケズケと立ち入る勇気を持てないメアリは、洞窟を歩き続ける中で気になっていた別の疑問を口にする。

「なぜ、私を殺すのではなく、連れていくの？」

　父の命を奪ったはずのヴラフォス。

　アクアルーナという国が狙いならば、王女であるメアリも邪魔なはずだ。

　洞窟の入り口で、人質にするのかと尋ねた時は答えはもらえなかった。

　けれど、今度は殺せなどという悲しい流れにはならず、ユリウスは視線を揺らし話すことを迷った素振りは見せたものの、やがて口を開く。

「君の力をモデスト……いや、皇帝が必要としているからだ」

　メアリの力。それは紛うことなく予知の力のことだ。

「ヴラフォス皇帝は知っていたんですね」

「正確には、マリア王妃が巫女の血筋であることをモデストが突き止めた。だとすれば、力がある故に狙われることがないようにと誘拐に見せかけていて、実は王女は生きている可能性があると」

　そこで、かねてより潜入していたユリウスに、探せという王命が下された。

　けれどなかなか手掛かりが得られずにいたのだが……。

『私は、メアリ・ローゼンライト・アクアルーナ。私の命を脅かす者から守る為、父メイナードと母マリアが愛を持って隠したただひとりの子です』

　あの日、ユリウスの前でメアリが王女だと名乗り出たのだ。

「それで、思い出した。君が野盗に襲われた時、助けに入る俺やセオ、野盗たちの行動を全て見通したかのように動いていたのを」

　本当にマリアの娘であるというなら、あの時視えたのではないかと考え、ユリウスは、同じく潜入している部下に頼み、牢ろう獄ごくに捕らえられている野盗に聞いたらしい。

　何か気づいたことはなかったかと。

「そうしたら、ひとりだけ、君の瞳の色が変わったのを見たと話したヤツがいた」

　その者に覚えがあったメアリは、飲まずにずっと手にしていた革袋を強く握る。

「それから、確実に君を攫えるように手はずを整えた」

　ユリウスの告白に、メアリはエマと食事した夜のことを思い出した。

『そうか。では、彼女で間違いはないのか』

『はい。すぐに動きますか？』

『……いや、確実にいきたい。まずは仕込みを』

『御意』

　薄暗い路地裏で密談していたユリウスを。

「もしかして、私を攫う為に軍まで動かしたの？」

「ご名答。おまけにフォンタナを手に入れられたら儲けものだろ？」

　ユリウスは目を細めると冷たく微笑んだ。

「本当に、内通者なのね……」

　次から次へと明かされる真実に、ユリウスが敵なのだとまざまざと思い知らされ、メアリの心が悲しく震えた。

　ポタン、ポタンとどこからか雫が地面に落ちる音に、ユリウスの声が重なる。

「言っただろう？　見えるものだけを信用してはいけないと」

　バカだなと言いたげな、けれどもどこか気遣うような柔らかさで告げたユリウスは、もう休むようにメアリに伝えると、自分用の革袋に口をつけて喉を潤うるおした。

　見えるものだけを信用してはいけない。それでも、ユリウスを裏切り者と非難できないのは、彼がメアリを案じてくれているのを知っているからだ。

『優しいメアリ。俺はいつかきっと君を傷つける。だから君は、この先何があっても俺を守ろうとはせず、自分が生き延びることだけを考えてくれ』

　フォンタナへ出立する朝、真面目な表情でユリウスがせがんだ約束。

　内通者である自分は守る価値もない。だから、何かあればメアリはユリウスのことなど気にせずに生きろと言っていたのだ。

　きっと、この言葉はユリウスの本心。ならばそれだけでも信用に足る人物だと、メアリはユリウスの横顔をそっと盗み見た。

（あなたは十分すぎるくらい、守るべき価値のある人だわ）

　胸の内で語りかけたメアリは、膝を抱えるとうずくまり瞼を閉じる。脳裏にイアンやウィルたちが浮かび、ああ、心配をかけるだろうなと憂いたのもつかの間。

　メアリは疲労による睡魔に急激に襲われて、あっという間に眠りの世界に落ちていった――。




　ユリウスの先導によりようやく洞窟から出たメアリは、手をかざし眩しさに目を細める。薄暗い洞内では時間の感覚がよくわからなかったが、太陽はてっぺんを過ぎて西へと傾き始めていた。

「もう少し歩くとコリーナという小さな村がある。今日はそこで休もう」

　荷物を肩に掛け直したユリウスは、洞内の池で補充した水を飲むと時間が惜しいとばかりに歩きだす。

　メアリは疲労で重くなった足を必死に動かし、かつてティオ族の村があったフォレスタット王国の大地を初めて踏みしめた。

（フォレスタットのチェリノ村、か）

　王妃マリアの生まれはアクアルーナだとイアンから聞いている。

　母はティオ族の力についてどう考えていたのか、もうなくなってしまった一族の故郷を訪れてみたりはしたのか。

　絵画の中で微笑む姿しか知らない母に思いを馳せ、ユリウスの後ろをついて歩みを進める。

　ユリウスの予想では、そろそろ捜索の令が行き渡りメアリを探し始める頃だろうとのことで、街道を避けつつコリーナ村を目指した。

　ふたりが目的地に到着したのは、太陽が沈みかけ、空が油絵のような綺麗なグラデーションを描いた頃だ。

　メアリは、冷たい風が頬を掠めるのを感じながら、ゆっくりと水車が回る村の商店に目をやった。

　アクアルーナではあまり見られない果実や、動物の毛皮など、森深いフォレスタットならではの名産品。

　その中に、あるものが並んでいるのを見つけて歩む速度を緩める。

　背後の足音が離れたのを察知したユリウスが振り返ると、メアリの足が止まりかけており、また、その視線の先に薬草があるのに気づいた。

　そして見つめる瞳に寂しさを滲ませていることにも。

「メアリ」

　ユリウスの声にハッと目を開いたメアリは、慌てて駆け寄る。

「ごめんなさい。ぼうっとしてしまって」

「薬草が必要？」

「いえ……よく、頼まれて煎じていた薬草だったから」

　ユリウスの前で父の名を出すのは気が引け、あえて伏せて話したのだが、メアリの表情が物語っていたのかユリウスは「……そうか」と声のトーンを落とした。

　しかしそれも束の間。ユリウスは息を吸うと気持ちを切り替えメアリに背を向ける。

「行こう。宿屋で休んで、明日は早朝からティンバーを目指す」

「ティンバーを？」

　ティンバーはフォレスタットの北、ヴラフォスとの国境沿いの街だ。

　けれど、早くヴラフォスに入国するのであれば、西にあるヴラフォスのベルグという小さな町に行くほうがいいのではと首を傾げた。

「ベルグからではなく？」

「普通ならそう思うだろ？　だから、ティンバーからヴラフォスに入るんだよ」

　そうすることで、追ってくるアクアルーナの裏をかくのだとメアリは理解する。

「それに、ヴラフォスの帝都を目指すなら北へ上るほうが早い」

　ユリウスの言葉どおり、このコリーナからベルグを経由しヴラフォス帝都を目指すとなると、大きく広がる森が邪魔をしている為に大きく迂回する形になる。

　だが、北上しティンバーから国境を越えて順調に行けば、西から向かうより五日は早く帝都に着けるのだ。

「ともかく、今は宿屋だ。あとは食料の調達もしないとな」

　部屋が空いてなければ野宿になる。

　少し急ごうと言われ、メアリはユリウスと共に宿屋へと移動した。

　コリーナ村は小さいが、フォレスタットとアクアルーナを結ぶ街道にあり人の出入りも多い。その為、村に三軒建つ宿屋は、夕刻になれば満室になってしまうことが常だと教えてくれたのは、三軒目の宿屋を経営する主人だ。

　村の市場に近い一軒目と二軒目は既に満室となっていて、村の外れに建つ三軒目を訪ねると、一室だけ空いていた。

「ベッドはひとつしかないけど、広めのベッドだから安心してくれ」

（何が安心なの!?）

　心の中で思わず突っ込むメアリ。

（ユリウスと同室というだけでも緊張するのに、同じベッドで寝るなんて難易度が高すぎる！）

　毛布に包まって床で寝ることにしようと考えていると、部屋の鍵を受け取ったユリウスがメアリに微笑みかけた。

「君がベッドから落ちないように、一晩中しっかり抱き締めててあげるよ」

「だっ、抱きっ!?」

「いやぁ、ラブラブですねぇ」

「違うんですっ、私たちは別に」

　メアリは顔を真っ赤にし、主人に自分たちは恋人関係ではないのだと誤解を解こうとしたのだが。

「相変わらず照れ屋だな。さ、早くふたりきりでゆっくりしよう」

　ユリウスの手が色気を纏いながらメアリの腰に回され、階段の方へとエスコートされる。

　いきなりのことに軽く混乱しかけた直後、ユリウスの唇が耳元に寄せられたかと思うと「宿帳に偽名を使って夫婦だと書いた。それらしく振る舞ってくれ」と囁いた。

　万が一、追っ手が訪ねてきた際の対策なのだろう。

　けれど、今まで恋人がいたことのないメアリは、それらしくと言われてもよくわからず、ひたすらぎこちない動きで階段を上る。

　宿泊する部屋に辿り着いた時には呼吸さえ止めていて、メアリはプハッと口を開けた。そのタイミングでユリウスがくつくつと喉を鳴らして笑い、メアリの細い腰から手を離す。

「あれでは怪しまれる。もう少し寄り添ったりしてくれないと」

「む、無理です……」

　まだほんのりと赤みを帯びた頬を両手で覆い隠し眉を下げるメアリの視界に、宿屋の主人が話題にしていたベッドが飛び込んできた。

　鼓動が飛び跳ね、頬の熱も戻ってしまう。

　今度は耳まで真っ赤にしたメアリを見て、荷物を床に下ろしたユリウスは口の端を意地悪く上げた。そして、メアリの顔を横から覗き込むと琥珀色の瞳を細める。

「いっそ、本当に抱き合って寝てみようか？　少しは慣れるかもしれない」

「ななな、何を言ってるの!?」

　思いきり動揺し後ずさったメアリに、ユリウスは吹き出して笑った。

「冗談だよ。俺は床で寝るから、君はベッドを使って」

「ダ、ダメです。私は床で大丈夫だから、ユリウスがベッドで寝てください」

　洞窟であれだけの魔物と戦っていたのだ。

　自分よりも体を休めるべきだと思ったメアリは気遣って勧めたのだが、ユリウスは「じゃあ、仲良く床で抱き合って眠ろうか」とまたしてもからかう。

「もうっ、なんでそうなるんですか」

　一度冗談だと言われたおかげで、今度は大きな動揺もせずに言葉を返した。

　けれどまだ少し鼓動は速く、これをどう静めるべきかとメアリは気を紛らわせるものを探し室内を見回す。

　部屋の中央に置かれたベッドと、小さな丸い木製のテーブルがひとつ。それを挟むように椅子がふたつ置かれていて、壁には優しく室内を照らすランプが飾られている。

　ゆっくりと靴音を鳴らしながら室内を観察するメアリを横目に、ユリウスは扉から見て真正面にある両開きの窓の前に立つと、村の様子を窺った。

　アクアルーナの追っ手の姿はなく、妙な動きをする者も見当たらないことを確認したユリウスは、踵を返し扉へと向かう。

「何か食べるものを買ってくる。メアリはここで待っててくれ」

「あの、一緒に行かなくていいの？」

「君は逃げ出したりしないと信じてるから。なんなら寝ていても構わないよ」

　いってきます。穏やかな声で言い残し、部屋を出ていくユリウス。

　廊下を歩く音が遠ざかり、室内が静かになる。

「ずるい」

　逃げるつもりはなかったけれど、信じているという言葉で縛るユリウスの駆け引きにメアリはひとり、ポツリと声をこぼした。

　そして、半刻後。メアリはユリウスが露店で購入してきてくれたサンドイッチにかぶりつき、笑みを漏らす。

「これ、すごく美味しいです！」

　お城のかしこまった料理とは違うカジュアルな食事を久しぶりに口にし喜ぶメアリを、ユリウスは微笑ましく見て自分のサンドイッチを齧った。

　肉厚なチキンとフレッシュなレタスが、程よく焼けたパンに挟まれたこのサンドイッチは、ユリウスにとっては懐かしの味だ。

「俺も、ヴラフォスからアクアルーナに来る途中、この村でこのサンドイッチを食べて感動したな」

　手の込んだ城の料理とは違う美味しさに、ついもうひとつ追加したのだとユリウスは話した。

「ユリウスはいくつの頃からアクアルーナにいたの？」

「十六歳の時に」

　ユリウスの現在の年齢は二十四歳。つまり、ユリウスがアクアルーナに潜入してから八年も経っているということに、メアリは驚愕する。

「八年の間、アクアルーナにいて情報を流していたのね」

「君のことがなければきっと、俺は今もまだ帰れなかっただろうな」

　ユリウスの話し振りは、自らが望んでアクアルーナに潜入していたのではないことを滲ませている。きっと、もっと早く帰りたかったのだろうと感じたメアリはサンドイッチを両手で持ったまま「良かったですね」と苦笑した。

　嫌味ではなく、複雑な心境で口にした言葉だということはユリウスも理解でき、彼もまた呆れたように微笑んだ。

「君は、俺が憎くないのか？」

「……確かに、あなたが情報を流したから父は亡くなったのかもしれない。でも、あなたが心を痛めていたのを私は知っているから」

　まだメアリが王女だと知らなかったとしても、死ぬべきは王ではなかったという言葉をこぼしてしまうほどに。

「わざとそう振る舞っていたとは考えないのか？　知っている気にさせられているのだと」

「そんな人なら、私にチャンスをくれたりしない。わざと振る舞うような非道な人なら、私の意識を失わせて攫うことくらいできたはず。けれどしなかった。それどころか、殺せと、今しかないと言って、自分の命と引き換えに、アクアルーナを守ろうとしてくれた。あなたは、ヴラフォスの皇子様だけど、私にとってはアクアルーナの騎士だわ」

　私はそう感じたし、そうであると信じているとメアリがハッキリと伝えると、ユリウスは嘲るように笑う。

「残念だけど、君の騎士である俺はもういない。君の護衛にと手を挙げたのも、君を見張りつつ君からの信頼を得て、こうして連れ攫う為だ。君の気を引くようなことを口にしていたのもそう。結果、氷の上を真っ直ぐ滑るようにことはうまく進んだ」

「じゃあ……私を王女だと知る前に見せてくれていたあなたの優しさも、微笑みも、言葉も全て偽りだった？」

　お礼をしたいと言い合い、微笑み合い、心根を褒ほめてくれたことも。

　どこにも本来のユリウスはいなかったというのか。

　メアリにはそうは見えなかったし、王女と知ってからもユリウスはメアリを守ろうとしていたのを覚えている。

　いつかメアリを傷つけると語ったのも、考えてみれば、自分がヴラフォスの内通者であることを明かし、メアリを傷つけるとあの時既に仄めかしていた。

　ユリウスにも自覚があるのだろう。少しの無言と、僅かに揺れた瞳。

　でも、それはすぐに笑みによって隠された。

「メアリ。君が大人しくヴラフォスの言いなりになってくれるなら、その問いに答えてもいいけど、どうする？」

「言いなりにはなりません」

　アクアルーナの王女として、国の為にならないことには首を縦には振れない。

　けれど、父と母が守ってくれた命を無駄にするようなこともする気はない。

　メアリは精一杯足あ掻がくつもりで答えると、ふ、と息を吐いて笑む。

「きっぱり言ったな。まあ、だから、かな……」

　尻すぼみになってゆく声に、メアリが何がと尋ねるように首を捻るけれど、ユリウスはもう話すつもりはないとばかりに緩く頭を振った。

「明日も一日移動になる。しっかり食べておいて」

　食べかけのサンドイッチを紙に包み直して立ち上がるユリウスは、扉に手をかける。

「どこに行くの？」

「アクアルーナの動きを探りに。戻りは遅くなるから君は寝ていていいよ」

　疲れているはずだが、忙しなく出ていくユリウスをメアリは引き止めることはしなかった。これ以上会話をしない為にも出ていくのだろうと感じたからだ。

「気をつけて、ください」

　敵だと、騎士ではないというユリウスにそんな見送りの言葉はおかしいはずだ。

　けれど、ユリウスはクスリと肩をすくめると「ありがとう」と告げ、扉を閉めた。

　メアリは小さな口で、サンドイッチを喰はむ。

　さっきは美味しいと思ったはずのサンドイッチの味が、不思議とそっけなく感じられた。




　――ザリ、と薄い土の上をゆっくりと歩くユリウスは夜空を見上げる。

　ひとつ、星が流れて、吐き出す白い息が夜空に舞い上がり消えた。

　八年前、ユリウスはこの村で確かにサンドイッチを食べている。

　ボリュームとジューシーな味に感動し、追加で購入したのも覚えているが、実際ポジティブな思い出はそれのみだ。

　あとは、体良く自分をヴラフォスから追い出したモデストへの苛立ちと、うまく立ち回れるのかという不安で、あまり眠れなかった印象が強い。

　何より、活気溢れる村の雰囲気の中、自分だけが妙に浮いている気がしてならなかったユリウスは、朝早くに村を出て洞窟を目指した。

（そういえば、あの頃は洞窟の魔物に手こずったな……）

　幸いにもオーガに出くわすことはなかったが、もしも十六歳の自分が対峙することになれば、まともに相手をせずに逃げていただろう。

　幼い頃から剣術の稽古をしてきているとはいえ、魔物と戦うことは多くなかった。

　そう思うと、アクアルーナに入ってから傭兵となり少しずつ力をつけ、騎士への道を開き、仲間たちと切磋琢磨しながら自分が強くなったことをユリウスは改めて自覚する。

（仲間……そう呼べる資格は、ないか）

　人間関係についてはあまり踏み込むべきではないと思っていた。

　けれど、疑われないようにする為には信頼を得られる程度の交流は必要であり、信頼を得る為には踏み込まないわけにはいかず。ましてや、ひとつの場所に長く留まれば、友と呼べる者、信を置ける者が増えていくのは当然だった。

　オースティンは上司としては気さくで頼もしく、ルーカスは女性関係がやや派手ではあるが飄ひょう々ひょうとしながらも意外と冷静な部分も持ち合わせており、人との距離感も心得ているので付き合いやすいタイプだ。そして、ルーカスが可愛がるウィルも愛想はないが照れ屋でついかまいたくなる性格をしている。

　また、部下であるセオは落ち着きがなく危なかっかしいところはあるが、その明るさと人懐こさはユリウスを和ませてくれていた。

　騎士としての日々は、ヴラフォスの皇子であるユリウスを忘れることがあったほどに充実していたのは確かで、それ故に良心が痛み苦しむことも多かった。

　彼らは、自分が裏切ったと知ったら軽蔑するだろうかと、ユリウスが煌めく星々から視線を外した時だ。

「ユリウス様」

　林の暗がりからそっと声がかかり、ユリウスは足を止める。

　そして、辺りに見ている者がいないか確かめると草を踏み林の中へと踏み入った。

　すると、木の陰からヴラフォスの密偵が現れ頭を下げる。

「無事だったかヨハン」

「はい」

　ヨハンはユリウスが近衛騎士隊に入隊する頃、アクアルーナの一般兵として潜り込んだ者だ。以来、ユリウスに忠実に仕えており、最近まで斥候兵として働いていた。

　しかし、今回の奇襲作戦ではユリウスではなくモデストの命を優先させなければならず、また奇襲を成功させるには自分に疑いの目が向けられるのは必須だった為、ユリウスがアクアルーナを発つよりも前にヴラフォス軍に戻っていた。

　その辺りの事情はユリウスにも理解できていて、こうして再び情報を持ってきたであろうヨハンを責めたりはしないが、自分を裏切らせたモデストには腹が立っている。

「動きは？」

「ロウからの軍を警戒しているのか、捜索に関しては少数部隊がフォンタナを出たようです」

　フォンタナから国境を越えてすぐのフォレスタット王国に属する街デセルトには、ルーカスの部隊から数名が向かっていると聞き、ユリウスは思案するように顎に手を当てた。

　騎士が捜索にあたっているならば馬で出ているはず。

　街中を捜すとしても、一日もあればデセルトを出るかもしれない。

　その時、こちらに来るか、一度フォンタナに戻るか。

「馬を使いますか？」

「そうだな。念の為早めにティンバーに着くようにしたい」

「承知いたしました。明日の朝には宿の厩うまやに用意しておきます」

「頼む」

「御意」

　ヨハンは長い前髪から覗く左目を伏せ一礼すると、林の暗闇へと姿を消した。

　ユリウスは短く息を吐き出すと、表通りへと踵を返す。

　ティンバーに早く到着すれば、モデストの思惑にメアリが思い悩むことになるのも早まってしまう。それでも、自分はそうしなければならない。

　モデストの私利私欲が絡んでいたとしても、父の命であり、兄を救えるのだから。

　これ以上メアリに踏み込んではならない。

（俺はもう、アクアルーナの騎士じゃない）

　メアリを守る資格も持ち合わせてない、メアリを傷つけるだけの者。期待を持たせない為にも、突き放すべきだとユリウスは心に決め、唇を引き結んだ。










王女の願いと皇子の願い




　夜が終わりゆく薄はく明めいの時刻に、メアリの意識は浮上し瞼を震わせた。

　身動みじろぐと、体を包むふわりとしたキルトのブランケットがズレて肩が冷んやりとした冬の空気に触れる。ふるりと寒さを感じて身を縮めたメアリは、瞼を開くと視線をゆっくり辺りに彷徨わせた。

　板張りの床と温もりを失ったランプ。仄暗い室内は静かで、メアリはその静けさにもう少し眠りたいと再び瞼を閉じたのだが。

（……あれ？　私……昨日は椅子に腰掛けて寝ていたような……）

　テーブルに上体を預け、ユリウスの帰りを待っていたはずだが、なぜベッドに横になっているのかと体を起こす。

　もしや寝ぼけてベッドに潜り込んだのかと不思議に思いながら室内を見回すと、いつの間に戻っていたのか、ユリウスが壁にもたれ俯き眠っていた。

　立てた片膝に腕を乗せ、穏やかに肩を上下させている。

（ユリウスが運んでくれたのかな）

　そんな風に予想して、けれどそうであるなら担がれたのではと、自分の体重を気にかけたところで、眠るユリウスが寒さを凌しのぐものを何も掛けていないことに気づいた。

　メアリは自分を覆っていたキルトのブランケットを腕に抱えると、しゃがみ込んでそっとユリウスの膝に乗せる。

　一瞬、長い睫毛が僅かに揺れたが、瞼が持ち上がることはなかった。

　洞内では眠っていなかったようだし、やはり疲れが溜まっていたのだろう。

（それにしても……寝顔まで綺麗なのね）

　あどけなさの滲む端整な顔に見惚れていたメアリだったが、ふと鼻にむず痒さを覚えた。

　今くしゃみをしたらユリウスを起こしてしまうと焦るも、立ち上がる間もなく……。

「ふぇ…っぐじっ！」

　噴射されてしまう。しかも、我慢しようとしたせいで変なくしゃみになってしまった上、ユリウスが肩を揺らして声を出さずに笑っていた。

「ご、ごめんなさい、起こしちゃって……」

「いや、起きたのは君のおかしなくしゃみのせいじゃないから」

　ではいつからと首を傾げたメアリだったが、それよりも普段の自分ならしないヘンテコなくしゃみをユリウスに聞かれた羞恥心で頬を赤らめる。

「今のは、起こしちゃダメだと思ってこらえようとしたら出てしまって」

「そんな言い訳しなくても」

「違います！　普段はもっと普通ですから！」

　立ち上がったメアリが「もう」とこぼすのを見て、可愛らしいなとユリウスは優しく目を細めた。けれど、そんな自分にハッと我に返る。

（昨夜、突き放すべきだと決めたばかりだろう）

　視線を落とすと、視界にはメアリが掛けてくれたキルトのブランケット。

　これは、昨日部屋に戻ったユリウスがテーブルにもたれかかり眠るメアリを見つけ、ベッドに寝かせて被せたものだ。

　メアリが膝に掛けた時、ユリウスの意識は覚醒した。

　ダークブラウンの瞳が自分を見つめている気配を感じ、ユリウスはあえて起きるのをやめた。その理由は漠然としたもの。ユリウスは〝何か〟が起きることを期待したのだ。メアリがユリウスに変化をもたらす何かを。

　それは、以前後悔に苛まれて求めた自らの死ではなく、けれど大きくユリウスの運命を変えるようなもの。しかし、その〝何か〟の正体を知るのはひどく恐ろしく、ユリウスはメアリに気づかれないよう長い息を吐き出した。

　それから視線を持ち上げ窓へと移すと、黄金色の空が夜明けを告げていて、ユリウスはメアリの温もりがまだ残るブランケットを引き剥がし、出発の支度をするべく立ち上がった。




　冬の寒さを和らげる太陽の下、馬の蹄が街道をリズム良く蹴って進む。コリーナ村を出たメアリとユリウスは、一頭の馬に共に跨りティンバーを目指していた。

　フォレスタット王国は緑が多く、壁のように連なる木々を両脇に眺めるメアリは、少しだけ心が踊ってしまうことに罪悪感を抱く。

　攫われていることは重々承知だが、旅をしたことがないメアリには、知らない景色の中に飛び込んでいることが嬉しいのだ。

　もちろんこれからどうなるのかという不安は常に胸の内にある。

　加えて、昨日よりもユリウスが素っ気ない様子で、そちらも気がかりだ。

　馬上から見渡す景色に癒され心を慰めてくれていなければ、メアリは顔を曇らせながら馬に揺られていただろう。

　後ろに座り手綱を握るユリウスに、以前のように気軽な調子で話しかけることもできないまま、夕刻、どうにか陽が落ちる前にティンバーに辿り着いた。

　コリーナ村に入った時と同様、まず宿屋を探しに向かう。

　ここティンバーはヴラフォスとの国境に近い為、比較的大きな街だが、アクアルーナ王国のフォンタナよりも軍事に力を入れており、鎧を纏う兵の数も多い。

　強化の理由は当然、ヴラフォス帝国の進軍を警戒する故だ。

　また、アクアルーナのロウがヴラフォスに奪われたのはフォレスタットの国民も知るところであり、フォレスタットの軍は一層目を光らせている。しかしながら、メアリが今目にしている光景は戦争という物々しさを感じさせないものだ。

　人々が足取りも軽く行き交う街の市場。

　建ち並ぶ活気ある店と、木々に飾られた色とりどりのランタンやガーランド。

　屋根付きの小さな舞台では楽団が心踊る演奏を披露している。

　賑やかな雰囲気の中、すれ違った女性たちから「彼はお祭りに来ないの？」「ランタンを放つ時間にはって言ってたけど、多分間に合わないわ」という会話が聞こえて、今夜はお祭りが催され、その最中ランタンを使うのだと理解した。

　いったいどんなお祭りなのだろうかとメアリが目を輝かせる。

　そんなメアリの様子をユリウスは馬の手綱を引きながら見つめ、気づけばやはり頬を緩めてしまっていた。

「見て回りたい？」

「えっ」

　道中、必要のない会話はずっとしなかったユリウスに問われ、メアリは目を見張る。

「お祭り、気になるんだろう？」

「え、あの、ちょっとだけ。でもほら、そんなことできる状況じゃないのはわかってるから大丈夫！　それよりお祭りがあるなら宿屋も空きがあるか心配だし、急ぎましょうか！」

　笑顔を貼り付け、先ほどまで眺めていた市場から視線を引き剥がすメアリに、ユリウスは苦笑しため息を吐いた。

「君はバカだな」

　結局突き放しきれない自分も、とユリウスは心の中で続ける。

「な、なんですかいきなり」

「大人しく攫われるだけでなく、敵の俺に気を使うし、バカだ」

　抵抗しないどころか怪我の手当てまで施し、冷えないようにとブランケットを掛けて気遣う。そこに下心など見えず、だからこそユリウスは突き放しきれないのだ。

「そんなバカで優しいお人好しのメアリにお祭りに参加する時間くらいはあげられる」

「で、でも」

「ただし、宿屋を見つけてからだ。それと、俺の監視付き」

　それで良ければ、少しだけ見て回ってもいいとユリウスの許可を得たメアリは、嬉しそうに「はい！」と頷く。

　その明るい表情が消えないうちに、ユリウスは宿屋が多く並ぶ通りを目指した。




　ティンバーでは、年に二回祭りが開催される。

　暑さを感じる頃には収穫に感謝し次の豊作を祈る祭りが。吐き出す息が白くなる今頃には無病息災を祈る祭りが開かれている。

　市場を華やかに飾るランタンは、祭りのフィナーレで願いを乗せ夜空へと放たれるのだと、宿屋から市場へと向かう途中、メアリはユリウスから聞いた。

　ワンピースの裾を軽やかに揺らして市場を歩くメアリの隣で、ユリウスは辺りの様子を窺っている。

　その瞳は密かに鋭く、アクアルーナの追っ手を警戒しているのだとわかった。

　メアリからはアクアルーナの騎士らしき者は見えない。怪しい動きもなく、どちらかといえば、笑みも浮かべず辺りを見回す今の自分たちのほうが浮いて見えるだろう。

　メアリはせっかく貰えた時間を無駄にすまいと、楽団が奏でる軽快な音色をバックミュージックに路上に並ぶ品物に目を向けた。

　祭りの日の市場は普段とは違い、店舗を持たない者もスペースを得て商品を販売することができる。行商人もいれば、家のコレクションを引っ張り出してきている者もいて、値段も交渉可能。メアリはアクアルーナでは見たこともないものに興味津々で、あれこれと楽しそうに手に取っては店主と会話して店を巡る。

　やがて、湯気の立ち上る店の前に差し掛かった時、メアリは「そこのお嬢さん！」と声をかけられ足を止めた。

「うちの自慢の肉饅頭、買ってかないかい？」

　人の良さそうな笑みを浮かべた膨ふくよかな女性が勧めるのは、甘い小麦の香り漂う肉饅頭。寒いこの時期、フォレスタットでは人気の料理だが、アクアルーナではあまり見かけないもので、メアリは小さく鳴ったお腹を押さえ隣に立つユリウスを見上げた。

　まだ夕食を済ませていない為、ユリウスは特に反対することもなく頷く。

「では店主、そちらをふたつお願いします」

　甘く爽やかな笑顔で注文するユリウスに、店主の女性はふっくらとした頬を赤く染めた。

「あら、素敵な笑顔。お嬢さん、いい男つかまえたわねぇ」

　フフフと笑って、ユリウスからお金を受け取ると「サービスしちゃう」とひとつ追加で肉饅頭を紙袋に詰める。

　どうやら店主はメアリとユリウスが恋人か夫婦だと勘違いしているようだ。

　一瞬「違います」と否定しそうになり、けれどすぐ、夫婦として振る舞うようにユリウスから言われているのを思い出す。それでも肯定するには照れが邪魔をし、結局メアリは愛想笑いを浮かべるのみだった。

「ありがとうね！　またお腹空いたら寄ってね」

　店主に見送られ、お幸せにとランタンまでサービスで貰ったふたりは、小さく頭を下げてから再び市場を見て歩く。

「無病息災を願いながら飛ばすんでしたよね？」

　紙で作られた黄色いランタンを持ち上げて尋ねるメアリに、ユリウスは「基本は」と答えた。

「昔はそうだと聞いたけど、今は自分の好きな願いを込めて飛ばすのが主流らしいな」

「そうなんですね」

　温かく優しい味わいの肉饅頭でお腹を満たしたふたりは、せっかくランタンを貰ったのだからとフィナーレとなるイベントに参加する為にティンバーに流れる川辺へと移動する。メアリたちが到着する頃には、既に川に沿ってランタンを手にした人々が集まっていた。

　流れの穏やかな川のそばに立つと冷んやりとした空気で寒さが増す。

　メアリは白息を吐くとユリウスにランタンを差し出した。

「どうぞ、ユリウスが願って」

　貰ったランタンはひとつのみ。それならば何度も命を救ってくれたユリウスにと渡そうとしたのだが、メアリの手からランタンが離れることはなかった。

「俺の願いよりも、君の願いを」

　受け取らずにユリウスはそれだけ言うと、あちこちから夜空へと放たれてゆくランタンに視線を移す。

　興味がないのか、遠慮をしているのか。

　メアリは鼻筋の通ったユリウスの横顔を見つめて悩む。

　メアリの願いは、父が守ってきたアクアルーナを守ることだ。けれど、それは常に願っていることであり、自分が努力しなければならないことだと思っている。

　では他に何かあるかと考えてはみても、例えばアクアルーナに帰れますようにだとすれば、ユリウスが困ってしまうのではと思うと願い辛い。

　どうしたものかと眉を寄せたメアリはふと思いついた。

（ユリウスの願いが、叶いますように）

　ユリウスの願いが何かはわからないが、何かを願ったその時には叶えてもらえたらいい。攫うことに従うのがお礼では悲しいと思っていたメアリは、これを密かなお礼とし、声には出さず、喉の奥で願う。

　そうして、小さな炎が灯ったランタンを柔らかな風に乗るように放った。

　緩やかに夜空を目指して上っていくメアリのランタンを見ながら、ユリウスもまた密かに願う。

（メアリの願いが、叶いますように）

　敵国へと攫われ、理不尽な思いをするであろうメアリがアクアルーナへ帰りたいと涙したら。それを助けることのできない自分の代わりにどうか、と皇子としてではない、ユリウスとしての想いを胸に、ランタンが見えなくなるまで望み続けた。
















【第三章】










はじめましてとハプニング




　祭りを楽しんだ翌日、雲が流れる青空の下で、メアリは再び馬に乗っていた。しかし、その顔は緊張でこわばり瞳は不安げに揺れている。

　ティンバーを出発してから数刻。ついに国境を越え、ヴラフォス帝国領に入ったからだ。

　広がる大地の地平線にぼんやりと街が見えてきて、メアリの唇が引き結ばれる。

　ヴラフォスのイスベル。高く堅固な塁るい壁へきに囲まれたヴラフォスの国境要塞都市だ。

　ユリウスは馬の腹を蹴りスピードを速める。馬はやや駆け足でイスベルを目指した。

　洞窟を出た際、ユリウスがヴラフォスの帝都へ向かうと口にしていたのを思い出す。

　帝都はイスベルよりさらに北へ行くのだが、途中に村や街はなかったとメアリは記憶している。

　まだ太陽は真上にあるが、今日はここで休んで、また明日の朝に帝都を目指すのだろうかと考えていたら、背後のユリウスがタイミングよく口を開いた。

「イスベルには兄の住む宮殿がある。今日はそこに世話になる」

　ユリウスの兄、ルシアン・イルハザード。病弱な為にあまり表に出てこない第一皇子は、てっきり帝都にいるのかと思っていた為、メアリは目を丸くした。

「ルシアン皇子様は帝都ではなくイスベルにお住まいなんですね」

「兄は体が弱い。帝都は雪も多く寒いから、フォレスタットの薬も手に入りやすいイスベルに移ったんだ」

　なるほどとメアリは頷く。

　緑に溢れたフォレスタットはさまざまな薬草が手に入る土地だ。実際、ジョシュアが仕入れている薬草も商人がフォレスタットから入手しているものが多くある。

「ユリウス皇子も幼い頃から体が弱いとイアン様から聞いたけど、イスベルに住んでいたの？」

　兄と共に宮殿で暮らし、良くなったからアクアルーナに潜入していたのかと想像していると、ユリウスはフ、と息で笑った。

「俺の情報は偽りだよ。兄が病弱であれば、当然、王位継承権は第二皇子である俺にという話が出てくる。だから、弱い振りをして期待の目を払った」

「皇帝になりたくないの？」

「興味はないし、その器は兄にこそある」

　王位を継ぐべきは兄のルシアンにある。ユリウスがそこまで言いきるルシアンとはいったいどんな人物なのかと想像し、やがて馬は重厚な黒い門の前で足を止めた。

　脇に立つ兵士がメアリたちに歩み寄る。

「通行証を」

　門を通るための証明書を示せと言われ、ユリウスは懐から指輪を取り出した。

　銀色のそれには剣とワシがモチーフの紋章がデザインされて、兵士たちの顔つきが驚きに満ちた時、背後から馬がもう一頭駆けつけて止まる。

「ユリウス様」

　馬に跨っているのはヨハンだ。

　皇帝の血筋であることを明かす指輪。それを手にしている者がユリウス皇子であると知った兵士たちは急いで頭を下げた。

　ユリウスはその様子を確認し、開いた門を潜りながらヨハンに尋ねる。

「どうした？」

　いきなり現れた人物にメアリが瞬きを繰り返す中、ヨハンは「陛下がこちらに向かわれているそうです」と明かした。

　その途端、メアリだけでなくユリウスの顔も体もこわばる。

「なぜ。メアリか？」

「そのようです」

「では、モデストもいるな……」

「はい。到着は三日後になるかと」

　メアリの後ろで手綱を握るユリウスは、小さくため息を吐いて苦笑した。

「よほどメアリに会いたいらしい」

「わ、私に？　ユリウスに会いに来るのでしょう？」

「俺に？　なぜそう思うんだ？」

「親子だもの」

　十六の時にヴラフォスを出てアクアルーナに潜入した息子が帰ってくる。

　ユリウスとの再会を皇帝は楽しみにしていたのだろうと単純に考えたメアリ。

　もちろん、皇帝とモデストがメアリを見定めに来る目的もあるとは考えているが、どちらかといえば子の顔を見たい思いが強いはず。

　だからメアリはそう答えたのだが、ユリウスは口元に薄笑いを漂わせた。

「メイナード王ならそうだろう。でも、俺の父は違う。心を凍らせた父は、その瞳に息子の俺を映しても何も思わない」

　冷めた声で父を語るユリウスは、それきり黙ってしまう。

　自分の感覚で話してしまいユリウスの気分を害してしまったと、メアリは申し訳なく思いながらイスベルの街並みに目を向けた。

　門からまっすぐに延びるメイン通りには、兵士とイスベルに住む民が行き交う。

　ヴラフォス帝国は領土のほとんどが寒冷地にあるが、イスベルはフォレスタットに近く北の帝都に比べると寒さは厳しくはない。

　それでも、街行く人々は温かそうな毛皮の外套を羽織っている。

　ユリウスは馬の手綱を引き細い路地へと入った。素朴な街並みを眺めながら緩やかな坂を登りしばらく進むと、丘の上に建つ宮殿が現れる。

　金の装飾が施された黒い門。その前に立つ若い衛兵がメアリたちに気づくと、ヨハンが先行し「ユリウス様のご帰還だ。お通ししろ」と伝える。

　事前に知らされていたのか、衛兵たちは疑う様子もなく門を開きユリウスを通した。

　宮殿前の庭を進み、扉の前で馬から下りたユリウスとメアリ。

　ユリウスの馬をヨハンが厩きゅう舎しゃに繋ぎに向かったところで、どっしりとした屋敷の扉が開くと、中から黒色のフロックコートに身を包む老紳士が姿を見せた。

　ロマンスグレーのオールバックヘアと口髭。

　老紳士はユリウスを見るなり笑みを浮かべ、目元のシワを深める。

「おおおお！　ユリウス坊っちゃま！　おかえりなさいませ！」

「クレイグ！　元気だったか？」

「ユリウス坊っちゃまのいない毎日は、それはもう寂しく景色が色褪あせて見えていたものですが……おや、そちらの美しいお嬢様は？」

「ああ、彼女は」

「おおおっ!?　これはもしや!?　大変だ！　大変ですぞルシアン坊っちゃま！　ユリウス坊っちゃまがご婚約を！　ルシアン坊っちゃまぁ！」

　しわがれた声を張り上げ、そのせいで咳き込みながら慌ただしくエントランスホールへと戻るクレイグと呼ばれた老紳士に挨拶する間もなかったメアリは、ただ呆気にとられていた。

　隣に立つユリウスがこらえきれないとばかりに笑う。

「忙しないのは相変わらずだが、元気そうだな」

「え、ええっと……クレイグさんは、この宮殿でお仕事されている方なんですか？」

「宮殿ではなく、兄と俺の世話係だ。幼い頃からずっとそばで仕えくれてる。特技は早とちり」

　やれやれと肩をすくめたユリウス。

　今しがた見せられた勘違いっぷりを思い出し、メアリは思わず笑ってしまう。

「入ろう。君の泊まる部屋を用意してもらう」

　そう言って、宮殿の中へと入っていくユリウスにメアリも続いた。

　ユリウスがヴラフォス帝国の皇子であること。

　メアリがそのことを色濃く感じさせられたのは、宮殿に入ってからだ。

　ヴラフォス帝国の旗を思い起こさせるような赤色の壁に囲まれたエントランスホールでは、出迎えた使用人たちが一斉にユリウスに傅かしずいた。

　全使用人の長だという者に指示を出したユリウスは、先にメアリをメイドたちに案内させ兄の元へ挨拶に向かった。

「メアリ様！　湯ゆ浴あみのお支度が整いました。どうぞこちらへ」

　新人だという元気なメイド、ロッテにお手伝いいたしますと服を脱がされそうになり、メアリは慌てて断る。

　普通の町娘として育ってきた為、どうにも全てを手伝われるということに慣れず、メアリはアクアルーナでも最低限のことは自分で行っていた。

　湯浴みにしても、ひとりで脱着可能であればわざわざ手伝ってもらうことはしない。

「では、ドレスをお持ちしますね」

「ドレス!?　いえ、私はそんな、今着ているようなもので大丈夫ですから」

「そうなのですか？　では、別のものを用意してまいりますので、メアリ様はどうぞ薬湯でお寛くつろぎくださいね！」

「はい。ありがとうございます」

　ロッテが出ていくと、メアリは服を脱ぎ、大理石の柱とステンドグラスが飾られた仄暗くも広い浴室へと入る。

　うっすらと湯気が漂う先に花びらが浮かぶ薬湯が見えるが、そこには先客がいた。

　藍色の長い髪を湯に揺蕩たゆたわせ、肩まで浸かるその横顔は実に美しい。

　皇帝に皇女はいないはずなので、血縁者の誰かか、もしくはルシアン皇子の婚約者か。誰にせよ、粗相のないようにメアリは「失礼します」と声をかけてから湯に入る。

　声に反応し、伏せていた長い睫毛が持ち上がると、瞳が驚いたように見張られた。

「あ、お寛ぎのところごめんなさい。私、今日はこちらに泊めていただくことになりましたメアリと申します。よろしくお願いします」

　ペコリとお辞儀するも、なぜか目の前の相手は瞬きを忘れたかのようにメアリを凝視している。

　そんなに汚れているだろうかと顔に触れたのもつかの間。にっこりと微笑まれて、メアリは相手が友好的な反応をくれたことに安堵し笑顔を返す。

「素敵なお風呂ですね」

　床の上で揺らめくキャンドルの灯りと花の香りを楽しみながら話しかけると、笑みを深めて頷く相手。

　一向に返事をしないのはもしかしたら喉を痛めているのかもしれないと予想し、それなら負担をかけてはならないとメアリは疲れを癒すように息を深く吐き出した。




　――ユリウスの私室には専用のバスルームがある。

　長年不在だったにもかかわらず部屋の隅まで清潔に保たれているのは優秀な使用人たちのおかげだ。

　まずはと旅の汚れを落とし、新しい服に着替えたユリウスは、ヴラフォス帝国の紋章が入ったタイを締めると部屋を出た。

　午後の陽が差し込む廊下を歩いていると、目的地である兄の部屋からクレイグが顔を出す。

「クレイグ、兄上は部屋に戻られているか？」

「それが、まだいらっしゃらないのです。疲れたと仰っていたので、中庭でお寛ぎかと思ったのですがお姿はなく……ああ、マグダ。ルシアン坊っちゃまを見なかったかな？」

　マグダと呼ばれたのは、メイドをまとめているメイド長の女性だ。

　クレイグと同じく、この宮殿では古株で、ユリウスの幼少期から働いている。

「ルシアン様なら湯浴みに行かれましたよ」

「そうかそうか。では、お上りになられましたらユリウス坊っちゃまにお声をかけに参りましょうか」

「ああ、お願いするよ」とユリウスが踵を返そうとした時、廊下の奥からロッテが小走りでやってきた。

「マグダメイド長様！　メアリ様にお手伝いをお断りされたのですが、その場合はお部屋の外でお待ちしているべきでしょうか？　それと、お召し物もドレスではない普通のものがいいそうなのですが」

「何の手伝いを断られたの？」

「湯浴みのお手伝いです」

　マグダの質問に答えたロッテ。湯浴みと聞き、マグダはまさかと眉を寄せた。

「……今、入られているの？」

「はい！」

　ロッテの元気良い返事に、クレイグは「はて？」と顎に拳を添える。

「ルシアン坊っちゃまは、どちらで湯浴みを？」

「……大浴場のほうです」

　恐る恐るといった様子でマグダが口にすると、クレイグはようやく事態を飲み込み目を激しく見開いた。

「お、お止めしなければ！」

　クレイグが叫ぶよりも早くユリウスは走り出し、浴室の扉を開ける。

「メアリ！　いるのか!?」

「えっ!?　ユ、ユリウス？」

　入り口に衝立がある為姿は見えないが、突如聞こえた声に、メアリは両腕で胸元を隠すようにし顎まで湯に浸かる。

「兄上は!?」

「兄上？　いえ、ここには」

　女性しかいないと、そう続けようとしたのだが。

「うーん、さすがに限界かな」

　濡れた藍色の髪をかき上げた人から、あまり女性らしくない低い声が発せられてメアリは「え？」と短い疑問の声をこぼした。

　すると、美しい顔をしたその者はざばっと立ち上がる。

「ごめんね。僕、男なんだ」

　証拠を突きつけるかのごとく、自らの裸体をメアリの前に晒した男性。

　衝撃的な光景にメアリは言葉を失い、そして。

「き、きゃあああああああああ！」

　叫んだ。

「メアリ！」

　悲鳴が聞こえ、咄嗟に衝つい立たてを越えたユリウスが見たものは、驚き逃げ出そうと湯船から上がったメアリの姿。

　湯で温まった肌はほんのりと赤く染まり、濡れて首筋に貼りついたブロンドの髪から水滴が流れ落ちる。それがメアリの胸元をなぞるように伝ったのを見て、ユリウスは一瞬呼吸を忘れた。

　ダークブラウンの瞳と、琥珀色の瞳が見つめ合うと、再び浴室内にメアリの絶叫が響き渡る。

「す、すまないっ」

　謝罪しユリウスが慌てて目を逸らした直後、ロッテが急いでバスローブをメアリの肩から掛けて覆った。

　それと同時だったろうか。

　ルシアンの体がふらりと揺れて、水音を立てて湯に沈んだ。

　反射的にメアリの体は動き、湯船に戻るとユリウスも駆けつける。共に衣を濡らしながらルシアンを床の上に寝かせ、メアリは様子を窺った。

　ぼんやりとしてはいるが意識はあり、呼吸もしている。のぼせたのではと思いつつも脈を測ると、少し遅い気がした。そこでメアリは、ルシアンは体が弱いことを思い出す。持病の類であれば医師の力が必要だと顔を上げた。

「クレイグさん、すぐにお医者様を呼んでください」

　ルシアンにローブをかけてそばに控えていたクレイグに伝えると、「はい！」と返事をし慌ただしく出ていった。

「兄上」

　声をかけるユリウスに、ルシアンは弱々しく微笑む。

「……おかえり……ユリウス」

　感動の再会のはずだが、状況が状況なだけにユリウスは「ただいま」と返しつつも苦笑したのだった。




　――騒がしい浴室の事件から半刻ほど経ち、メアリは与えられた客室で何度もため息を吐いていた。

（ううっ、ユリウスに見られた……）

　そろそろ魂まで抜けてしまいそうな勢いだが、何度長い息を吐いてもユリウスが自分の体へと視線を下げ、頬を赤く染めた瞬間の映像が頭から離れない。

（せめて！　誰に見られても構わないくらいのナイスバディであれば！　って、それでもユリウスに見られるのは恥ずかしい！）

　衝撃的なことが起こって、メアリの思考がおかしな方向に行きかけた時、ドアがノックされた。

「メアリ様、ロッテです。お夕食をお持ちしました」

　隔てた扉の向こうから明るい声が聞こえて、ふかふかの寝台に突っ伏していたメアリは背筋を正す。

「ど、どうぞ！」

「失礼いたしまぁす！」

　扉を開いたロッテは、食事を載せた銀色のワゴンを押してテーブルの横につけた。

「あの、ユリウス……皇子は？」

　ユリウスとはバスルームを出てから顔を合わせていない。

　しかし恥ずかしさが健在の今、会いたいかと言われたら微妙なのだが、それでもルシアンがあれからどうなったのかも心配で尋ねると、ロッテは真っ白なテーブルクロスを広げて敷く。

「ユリウス様でしたら、ルシアン様についていらっしゃるようですよ」

「ルシアン皇子はまだ具合悪そうですか？」

「私は見ていないのでわからないですけど、クレイグさんが落ち着いていたのでルシアン様も落ち着いているんだと思います」

　なるほど、クレイグの様子でルシアンの様子がわかるのかと妙に納得したメアリは、食器を丁寧に並べていくロッテに「手伝います」と立ち上がり手を差し出した。

　けれど、ロッテは「これは私の仕事なのでやらせてください」と笑顔を見せる。

　そして、「あっ！」と何かを思い出したような声をあげて、ロッテはメアリに向き直ると頭を下げた。

「メアリ様がこちらに滞在中は私がお世話させていただくことになりました！　なんでもお申し付けくださいね」

「そんな！　私のことは適当で大丈夫ですから」

　そもそも囚われの身である自分がいい部屋を与えられて侍女もつき丁寧に扱われるとは思ってもみなかった。今テーブルに並ぶ料理も手の込んだもので、ユリウスたちと同じメニューなのでは、とさえ思える。

「適当なんてとんでもない！　ユリウス様のご婚約者様なのですから、精一杯お世話させていただきます」

「こんっ!?　え、それはもしかしてクレイグさんが？」

「はい、仰ってました！」

　なんということだと、メアリは口を開けてしまう。

　皇帝がイスベルに向かっているということは、少なくとも帝都にはアクアルーナの王女であるメアリを予定どおりに攫うことができたことは知らされているのだろう。

　だが、この宮殿の者はそのことを誰ひとりとして知っているような素振りはない。

　考えてみればもともとは帝都に向かう予定であり、ここでは休むのみだったはず。

　ならば前もって知らされていないのも頷けるのだが、果たして、まだ勘違いされていることをユリウスは知っているのか。

　もし知っていて否定しないなら、宿で婚約者の振りをしていたくらいだ。

　何か考えがあるかもと思い、メアリはあえて婚約者ではないとはロッテに伝えず、こそばゆい気持ちでシェフの作った温かな食事を味わった。




「ごちそうさま」

　アクアルーナを出てから数日、色々あった為にメアリの胃は小さくなっていた。

　せっかく用意してもらった料理もしっかり食べることができず、申し訳ないと思いながらもフォークをテーブルに置く。

　ロッテは残った料理を見て心配そうに眉を下げた。

「ごめんなさい。とっても美味しいんだけど、疲れてて」

「そうなのですね。あ、ユリウス様からのご伝言で、今日は部屋でゆっくり休んでくれとのことでしたよ」

　片付けますねと続けたロッテは、食器をワゴンへと戻していく。

【部屋】とつけたあたり、ユリウスは部屋から出るなと言っているのだと悟り、メアリは苦笑して頷いた。

　テーブルを綺麗にしたロッテが部屋から出ていくと、ひとりになる。

　ふと、テーブルの横に先ほど使っていたフォークが落ちているのを見つけ、メアリは拾うと急いで廊下に出た。

　赤い絨毯が敷かれた廊下の奥、角を曲がるロッテを見つけてメアリは名を呼んだが気づくことなく去ってしまう。

　小走りで追いかけ、角を曲がるも既にロッテの姿はなかった。

（誰かいないかしら）

　別の者がいればフォークを預けようと考え、辺りを見渡す。

　しかし運悪く使用人の姿はひとりもない。ならばその先の角を曲がってみようと進み、けれどまた見当たらないのでさらに進み……その結果。

（……部屋、どこだっけ？）

　メアリはまんまと迷子になった。

（え、え、待って。さっきこの分かれ道で、この壺を前に右に進んだはず）

　記憶した目印を辿りつつ戻るも、明らかに見ていない景色にまたやってしまったと自分に呆れる。

　フォークはもう明日でもいい。ひとりでウロウロしているのがユリウスにバレる前に部屋に戻らないと、とフォーク片手に廊下を彷徨う。

　すると、背後から足音が聞こえ、メアリは助けてもらえると意気揚々と振り返った。

「すみません！　私のお部屋、どこだかわかりま……す、か」

　声が段々とボリュームを失って、それと比例するようにメアリの表情が青ざめていく。視線の先にいる人物が、バレたくない人物だったからだ。

「なぜ、部屋から出たのかな？」

　微笑んでいるが目が笑っていないユリウスは、腕を組み首を傾げた。

「お、落ちていたフォークを届けようとしたら、見失ってしまって……」

「なるほど。それで特技を発揮して迷子になったのか」

　嫌味を含めたユリウスに、メアリは肩を寄せて申し訳なさそうに俯く。

「まあ、ちょうどいい。実は、兄上が君と少し話がしたいと言ってるんだ」

「わ、私とですか？」

「ああ。それで迎えに来たら、まさか迷子になっていたとは。今回は野盗に絡まれていなくて何より」

「もう本当に何度もごめんなさい」

　居いた堪たまれない気持ちでいっぱいになりながらも、迷子になったというアクシデントのおかげで顔を合わせづらいと思っていたユリウスと普段のペースで話せていることに胸を撫で下ろした。

　また、ユリウスがいつもどおりの態度であることもありがたく思っていると、ルシアンの部屋に案内すると告げられ、ユリウスは左肩に掛けた真紅のマントを翻して絨毯を踏みしめる。合わせてメアリも歩きだすと、エントランスホールから二階に上がり、ルシアンの部屋があるという西の塔へ向かった。

「兄上、メアリを連れてきました」

　ユリウスが尋ねると「どうぞ」と憂うれいを帯びたような優しい声が返ってくる。

「失礼します……」

　ユリウスに続いて入室したメアリは、大きなベッドに腰掛けるルシアンを見つけ頭を下げた。

　緊張したメアリの姿に、ルシアンはゆっくりと立ち上がり目を細める。

「こんばんは、僕の弟、ユリウスの婚約者さん」

「えっ!?」

「兄上」

「おや？　クレイグが騒いでいたけど違ったかい？」

「彼女が誰であるか説明したはずです」

　ユリウスが呆れて窘めると、ルシアンは「フフ、ごめん」と笑った。

「アクアルーナのメアリ王女様、大浴場ではバタついてろくに挨拶もできず、失礼しました」

「い、いえ。こちらこそ、入る前にしっかり確認もせず申し訳ありませんでした」

　思い出して顔を赤くしたメアリは、頬の赤みを隠すように頭を下げる。

　そうしてまだ熱を感じる中顔を上げると、ルシアンが優雅にお辞儀した。

「僕はルシアン。一応、ヴラフォス帝国皇帝の第一皇子です」

　そっと挟み込まれた皮肉にメアリはあえて触れず、アシンメトリーのスカートを摘んで一礼する。

「改めまして、メアリ・ローゼンライト・アクアルーナと申します」

　イアンとのレッスンの甲斐もあり、ルシアンに劣らない上品な挨拶をしたメアリを後ろから見ていたユリウスは、僅かに目尻を下げた。

「お話があるとお聞きしました」

「うん。メアリ王女、僕は先ほどの責任をとろうと思うんだ」

「責任、ですか？」

　先ほどというのは、大浴場での事件を指しているのだろう。だがあれは事故だ。

　そして気づかなかった自分にも非があるのだから責任など感じずとも、と伝えたくて口を開いたのだが、一呼吸分、ルシアンが先に唇を動かす。

「そう。僕のお嫁さんになってもらおうかなって」

「えええっ!?」

「兄上！」

　驚くふたりを楽しそうに笑ったルシアンは、メアリとユリウスに椅子に掛けるように手で促した。

　ルシアンが先に腰掛けると、メアリはおずおずと戸惑いつつ椅子に腰を下ろす。

　ユリウスも続いて座り「ふざけないでください」と眉をひそめた。

「ふざけてはいないさ。メアリ王女が僕のお嫁さんになれば、陛下もモデストも下手なことはしないだろう？」

　ルシアンは、メアリがなぜユリウスと共にヴラフォスにやってきたのかを知っている。自分が密かに放っている密偵からしっかり報告を受けているからだ。

　もちろん、体調が回復してきた時にユリウスからもどのような経緯で戻ったのかをおおまかに聞いている。

「しかし、急すぎでは……」

　さすがのユリウスも結婚という展開に冷静さを保てず、兄の提案に渋った様子を見せる。けれど、ルシアンは折れない。

「一目惚れにすればいい。何より命を救われた。恩を感じ、彼女こそが運命の人だと思ったと。いや、実際に恩は感じているんだよ。医師が来るまで倒れた僕を診ていてくれたんだ。本当にありがとう、メアリ王女」

　身を乗り出すようにし、メアリの手を取ると細く長い指で優しくて包んだルシアン。

　メアリはジョシュアの患者にするのと同じような感覚でルシアンに微笑みかける。

「いえ、当然のことをしただけです」

　見つめ合うふたりを見ていたユリウスは、眉間のシワを深めた。

　そのことに目敏く気づいたルシアンが「不服かい？」と尋ねる。

　ルシアンが言うのはメアリを娶めとることか。それとも今のふたりの状態か。

　どちらにせよ、ユリウスには首を縦に振ることは憚はばかられ、視線をふたりから外した。すると、ルシアンはメアリの手を優しく離し、どことなくわざとらしい声で言う。

「ああ、そうだ！　メアリ王女が僕のお嫁さんになるのが嫌なら、ユリウスのお嫁さんではどうかな」

　名案だとばかりに人差し指を立てるルシアンだが、メアリもユリウスも激しく動揺を見せた。

「兄上！　なぜそうなるんです！」

「だって、そのほうが自然だろう？　潜入先で騎士になり、出会い、いつしか互いに想い合うようになった。両国の争いをなくす為にも結婚を決意し、説得すべくふたりはヴラフォスへ。今ならこの宮殿の者たちも勘違いしてくれているようだし完璧だ」

　確かによくできたストーリーで、メアリは思わず拍手しそうになる。その横で、ユリウスはモデスト相手にそれだけでうまくいくだろうかと思案していた。

（ずっとアクアルーナにいた俺では、メアリと結託してヴラフォスを陥れるのだろうと疑われ悪い方向に流れることもあり得る。そうしたら、メアリの扱いがひどくなるかもしれない……）

　ならばやはり兄と結婚するのが安全だと思うユリウスだったが、そうしてくれとは言えなかった。

（……言いたく、ないのか。俺は）

　それはなぜか。考えてしまったら強く自覚してしまう。

　踏み込まないと決めたのだと、ユリウスは強く拳を握った。

「それで、メアリ王女は僕とユリウス、どっちがいい？」

「そんな、料理のコースは肉にするか魚にするかを聞くみたいにさらっと言われましても」

　答えながらもユリウスがいいと思う自分がいて、メアリは湧き上がる想いを必死に押しとどめようと苦笑いを浮かべる。

「ユリウスのこと、好きになってくれたら嬉しいな」

　メアリの突っ込みを受け流し、さりげなく弟をオススメする兄に、ユリウスは困り顔でため息を吐いた。

「そうか。ユリウスはメアリ王女との結婚は望まないのか」

「なっ、別に俺は」

「やっぱり裸の付き合いをした僕にしておく？」

　誤解を招きかねない言い方をしたルシアンに、メアリは再び顔を赤くする。

「あ、あの、お話はありがたいのですが、なぜ守ろうとしてくださるのですか？」

　政治的な観点からすれば婚姻により無益な争いをなくす効果があるのは承知している。けれど、メアリとルシアンは今日知り合ったばかりだ。責任や恩だけで、そこまで協力してもらえるのが不思議で問いかけると、ルシアンは笑みを浮かべると言った。

「そんなの決まってる。父とモデストが大嫌いだからだよ」

　心からそうであるのだと言わんばかりにはっきりとした声で告げたルシアン。

　その瞳は底冷えするかのごとく冷たく、メアリは頬を灯していた熱が一気に引いていくのを感じていた。




　翌朝、部屋に運ばれた朝食を食べ終えたメアリは、双子窓の外に広がる庭園を眺めていた。

　白い花びらが眩しいノースポールが太陽の陽を受けて、嬉しそうに風に揺れている。しかし、それを見て楽しむ余裕は今のメアリにはなかった。

　昨夜、ルシアンから別れ際に告げられた言葉が頭の中で繰り返されているからだ。

『皇帝がここに来る前にどうしたいか答えを聞かせて』

　メアリは自分がどうしたいのか、どうするべきかを昨夜からずっと考えていた。

　ただの町娘であった頃ならいざ知らず、一国の王女が婚姻するとなれば、自分勝手に決められるものではない。

　まして相手はヴラフォス帝国の皇子。

　本来ならイアンをはじめとする重鎮たちに相談し、慎重に判断すべきもの。

　けれど、ここにアクアルーナの者はいない。自分で判断しなければならないのだ。

　一国を担う者としての正しく導く責任がメアリに容赦なく圧おし掛かる。

（ユリウスは……どう考えているのかな。困った顔をしていたし、私との結婚は嫌なのかも）

　ユリウスの気持ちを想像して胸を痛め、重い息を吐いた時、以前、各国の名家や系譜、国交について学んでいる中でイアンに言われたことを思い出した。

『重要なのは、過去にどのような出来事があったかを学び、未来を見通す力をつけることです』

　未来を見通す力。メアリの持つ能力は、まさにそれを助けるものだ。故に、皇帝とモデスト・テスタはメアリを欲しがり攫うようユリウスに命令したのだから。

（でも、私の力も万能じゃない）

　望むまま自在に操れるものではない。

（……昔の巫女に、操れる人はいたのかしら）

　そんな疑問が頭を掠めた時、部屋の扉を軽く叩く音がして、メアリは「どうぞ」と景色から視線を外す。

　来訪者はユリウスだ。

「部屋の使い心地はどう？」

　メアリの宿泊する部屋の様子を確認しながら尋ねられ、メアリは「問題なく過ごせてます」と返す。

「何か必要なものがあれば侍女に伝えるといい」

　微笑みもなく淡々と話すユリウスだったが、メアリの目元にうっすらとくまがあるのを見つけた。

　寝不足になるのも当然な状況であることをユリウスは十分理解している。

　今、メアリが窓際に立っているのも、庭の景色で心を慰めていたのかもしれないと思った。

「……庭くらいなら出てもいい」

「え？」

「考えごとをするには、部屋ばかりじゃ気が滅入るだろう？」

　ユリウスは、メアリが逃げ出すことはないと確信している。

　洞窟内で自らの正体を明かしてから今この瞬間まで、メアリはそんな素振りを微塵も見せたこともない。ひたすらに、ユリウスの願いを叶えているのだ。

「ユリウス……ありがとう」

　感謝すべきは自分のほうだとユリウスは申し訳なく思い、けれどそれを決して口にも顔に出さずに「それじゃ、俺はこれで」と踵を返し部屋を出た。

　またひとりとなったメアリは、素っ気ない態度を見せつつも優しさを隠しきれていないユリウスに頬を緩める。

　そうして、メアリがロッテに案内してもらって庭へと出たのはそれから間もなくだ。

　こまめに庭師が整えているという庭は、樹木に囲まれ寒さに強い花々が育てられている。時折吹く風に乗って漂う香りがメアリの鼻をくすぐる中、辿り着いたのは池の脇に建つ石造りのガゼボだ。

　ゆっくり休憩できるようにテーブルや椅子も備え付けられている。

「せっかくですから、温かい紅茶をお持ちしますね！」

　ロッテは「待っていてください」と黒いワンピースの裾を揺らして来た道を戻っていった。

「一応、攫われてる身なんだけどな」

　苦笑し、ひとりになったメアリはガゼボの冷えた椅子に腰掛け池を眺める。

　ジョシュアの元にいた頃は、ヴラフォスの地を踏むことになるとは想像もしていなかった。

　どのような人々が住み、どのように暮らし、どのように笑っているのか。まだイスベルの門からの道のりと、宮殿の限られた人々としか接していない為によくはわからない。それでも、今のところメアリの中で悪い印象はなかった。

　昨夜、ルシアンが声に出した嫌悪の言葉を思い出してみると、警戒するべきはヴラフォスの地やそこで生きる者ではなく、皇帝やモデストら政治に関わる者たちなのだと考えさせられていた時だ。

　遠くない場所からか細い鳴き声が聞こえて、メアリは太陽の光を受け煌めく水面から視線を上げた。すると、ガゼボ脇に生える背の高い樹木。その枝に登って下りられなくなっている子猫を見つけた。

　子猫のいる枝の下はちょうど池がある。

　実はメアリは泳ぎが得意ではない。

　なので、万が一子猫が池に落ちた場合、メアリはうまく助けられないのだ。

（よし、先手必勝！）

　今のうちに子猫を助けようと、メアリは木の枝をうまく使って太い幹に足をかけ登っていく。長いスカートのせいで動きにくさを感じながらも、どうにか子猫のところまで登りきったメアリはそっと手を伸ばした。

「おいで。危ないから暴れてはダメよ」

　子猫は微かに震えているが、抵抗もせずにメアリの手に従う。

「いい子ね」

　微笑んで抱き締めると、ミャアと小さく鳴いた子猫。

　さて、次はここから下りるわけだが、子猫を手に抱きながらとなる。しかも見下ろしてみれば予想外の高さ。子猫の気持ちも理解でき、それはさておき、どうしたものかと風で葉が擦れる音を聞きながらメアリは唸った。




　ちょうどその頃、自室のバルコニーで報告書に目を通していたルシアンは、木の上で思案中のメアリを見つけ双眸を見張る。

「おや、可愛いおサルさんがいる」

　あんな場所で何をしているのかと首を傾げると、部屋の扉をノックしてユリウスが姿を見せた。

「失礼します、兄上。昨夜のメアリ王女の件で話があります」

「ちょうどいいところに。そのメアリ王女がおサルさんになってるよ」

　ユリウスを振り返ったルシアンがにっこりと笑う。

「は？　サル？」

「ほら、あそこ」

　ルシアンが指差す方向にいるメアリを見て、ユリウスはぎょっとしてからため息を吐いた。

「まったく……何をしてるんだ……」

「あの木、少し前の嵐で弱ってるから危ないかもしれないなぁ」

　この時期の池は冷たいしと続けるルシアンの声に、ユリウスはさっと踵を返し廊下へと飛び出す。途中、すれ違ったクレイグから「腹痛でしたらお薬をお持ちいたしますよ！」と見当違いな心配をされたが、構わずにメアリの元へと駆けつけた。

「メアリ！」

「ユリウス、いいところに！　この子を受け取ってください。抱っこしながらだと下りれなくて」

　メアリの腕に抱かれた子猫を見て、ユリウスは状況を理解する。

「わかった、預かろう。こっちへ」

　ユリウスが両手を伸ばすと、メアリは太めの枝の上から子猫の首根っこを掴んでユリウスへと腕を下ろした。そして、無事に子猫がユリウスの手に収まったのと同時、メキ、と音がして、嫌な予感にメアリの体がこわばる。

（……気のせい？）

　むしろそうであってくれと願い足元を確かめようとした刹せつ那な、枝の根元にバキバキと亀裂が走りメアリの視界が一気に傾いた。

　瞬時にどこかに飛び移れないかと態勢を整えようとしたのだが、無理な動きをしたせいで足首に痛みが走る。その直後、枝は完全に幹から離れ、メアリはすぐ真下にある池に水飛沫しぶきをあげて落ちた。

　コポリコポリと低い音が聞こえ、目を開くと細かな気泡が空を映す水面を目指して浮上する。自分もあの場所へ行かなければと両手で必死にもがくも、力が入りすぎてなかなか上がっていかず、メアリはパニックに陥った。

　もうこれ以上は息も続かないと、それでももう一度と手を上へ伸ばした時、水面が勢いよく割れる。ユリウスが助けに飛び込んだのだ。

（ああ、ユリウスだ……）

　ぼんやりしかけたメアリの瞳を見て、ユリウスは力なく伸ばされている手を掴んで引き寄せる。

　そして、深く唇を重ねると口移しで酸素を吹き込んだ。

　微量ではあったものの、メアリの命を繋ぐには十分足り、ユリウスはすぐさまメアリを抱えて水面へと上昇する。

「ぷはっ！　ぜぇ……　はぁっ……」

　ようやく思う存分息を吸えたメアリは、呼吸を乱しながらも助かったことに安堵した。ユリウスと共に池から上がると、子猫が丸く愛らしい瞳でメアリの様子を窺っている。

「よ、かった。あなたは、無事ね」

　子猫に微笑みかけるメアリの横で、ずぶ濡れになったユリウスが呆れた眼差しで見た。気づいたメアリは思わず正座をする。

「た、助けてくれてありがとうございます。すみません、お手数おかけしまして……」

　ここに来てから水に運がない。水の都アクアルーナの王女なのにと内心で自虐していると、ユリウスのため息が聞こえる。

「君は……王女なんだろう。何よりも自分を優先するべきだ」

「でも、私は」

「わかってるよ。君は困っている者や弱っている者を見捨てることができない。本当に真っ直ぐで、優しくて、だけど危なっかしくて……目が離せない」

　ユリウスの目がメアリを見つめ、力なく微笑んだ。

「なぜ、君が予知の力を持つアクアルーナの王女で、なぜ、俺は君を傷つけるヴラフォスの皇子なんだろう」

　互いの立場を口にしたユリウスの濡れた髪から雫が頬を伝って落ちる。

「ユリウス……」

　切なさに胸が押し潰されメアリが名を呼ぶと、ユリウスはついこぼしてしまった言葉で我に返り、ばつが悪そうな表情を浮かべた。

「本当に、君といると調子が狂うな」

　ふい、とユリウスが顔を背けた時、紅茶を持ってきたロッテがずぶ濡れのふたりを見て慌てふためく。

「すっ、すぐにタオルを！」

「いや、待つよりも戻ったほうが早い。メアリ、風邪を引く前に中へ戻ろう」

「は、はい」

　ユリウスに続いて立ち上がろうとしたメアリだったが、足首に痛みを感じよろけてしまった。そういえばと、木の上で痛めてしまったのを思い出す。

「捻ったのか」

「多分……」

　しかし、庇いながらなら歩けるかもと確かめようとした時、ユリウスがメアリを横にして抱き上げた。

　その途端、水中でのことを思い出す。意識がぼんやりとしていたので記憶が朧おぼろげだったのだが、息が持つようになった時、唇に柔らかな感触があったのを。

（……待って。必死だったし、助けてもらってほっとしたせいで飛んでたけど、あれってもしかしてユリウスの……）

　考えたが最後。一気に鼓動が高まり、メアリの顔はあっという間に赤く染まった。

「だ、大丈夫！　歩けます！」

「悪化したら大変だろう。それに、婚約していると思われてるなら、こうするほうが自然だ」

　ユリウスは気にしていないのか、大浴場の時のような動揺は見られない。

（私にとってはファーストキス、だったんだけどな）

　ユリウスにとってはただの人命救助だったとしても。

　自分だけが意識しているのを少し寂しく感じ、メアリは俯いた。

「……そう考えると、私とルシアン皇子が婚姻するのはややこしい感じになるのね」

　ユリウスと婚約しているのではないのかと騒がれるのは良くなさそうだなと、なんとなく想像する。

「まぁ、そこはクレイグの盛大な勘違いで済むだろうけど……君は、兄上を選ぶつもりだった？」

「い、いえ、例えばの話で」

　まさかそう突っ込まれるとは思わずメアリがたじろぐと、ふいに鼻がむず痒さを覚える。ずぶ濡れになったせいでやはり冷えてしまったと自覚し、手で口を覆った直後。

「くしゅん！」

「っくしょん！」

　ほぼ同時、メアリとユリウスはくしゃみをした。

　肩で口元を押さえるようにしていたユリウスと、メアリの視線が合い、どちらからともなく笑みをこぼす。

「気が合いますね」

「気が合うな」

　またしても同じタイミングで同じことを言ったふたりは、声を出して笑った。




　そんなふたりの様子をバルコニーから眺めていたルシアンは、優しく頬を緩め見守っていた。

「やっぱり、動くべき……なんだろうな」

　呟き、瞳を閉じるルシアン。その後ろには、ヨハンが控えている。

「ルシアン様」

「うん？」

「本当によろしいのですか？」

　尋ねられ、ルシアンはゆっくりと瞼を持ち上げてから振り返った。

「そうするのがいいと、今、あのふたりを見ていて思わされたよ」

　そして、チャンスはきっと、この機会しかないのだ。

　たとえ裏切り者と呼ばれようとも、動く。

「では、すぐに」

「うん、よろしく」

　くれぐれも慎重に。

　伝えると、ヨハンは「御意」と頭を下げ、早々に宮殿を出て馬を走らせた。










心凍りし皇帝と恋に溶ける王女




　予定どおり、今日の夕刻前には皇帝陛下がイスベルに到着する。

　足首の痛みを和らげる薬を手にしたユリウスからその報告を受けたのは、昨夜の就寝前だ。おかげですっかり寝不足となったメアリは、緊張と不安で朝食もまったく喉を通らなかった。

　ユリウスとルシアン。どちらと婚姻関係を結ぶかという結論も出ないまま。

　昼になる前にそのことを告げにルシアンの部屋へ訪れたのだが……。

『実は、ユリウスから婚姻の話は進めるなって言われてね』

　肩をすくめてそんなことを口にした。ユリウスは、自分が婚約者となればメアリと共謀してヴラフォスを裏切る可能性を無駄に作ってしまうと話したらしい。

　では、と、ルシアンが自分の婚約者として進めようと言うと、それもダメだと口にした。理由としては、結局アクアルーナ公認でないからだという。

『公認でなくても牽けん制はできると思うんだけど、まあ……許せないんだろうなぁ』

　仕方ないと笑ったルシアンだったが、メアリは何が仕方ないのかわからないまま、とにかく、メアリがひどい扱いを受けないように、モデストの好きにさせないように、都度手を回すことを約束してくれた。

　そして、日が落ちる前に――その時はやってきた。

　宮殿に、ヴラフォス皇帝と宰相モデストが到着したのだ。

　宮殿内が緊張に包まれ、使用人たちの表情も硬い。

　部屋で待機するように言われていたメアリの元に迎えに来たユリウスも、まるで面を貼り付けたかのごとくこわばっていた。

「陛下が呼んでる」

「はい……」

　メアリは落ち着きのない鼓動を鎮めるため、深呼吸をし、ユリウスと共にまだ痛む足を少し引きずるようにして謁見の間に向かう。

　普段より兵士の多い廊下を息苦しく感じるのは、狭さのせいではなく、皇帝がここにいることを痛感するからだ。

　やがて、金の装飾が施された豪華な部屋に通されたメアリは、広い部屋の奥、赤いソファーに腰掛けた人物と、その横に立つ男を確認すると緊張を高めた。

　目に見えない圧力に、メアリは息を飲む。

　椅子に座っているのはヴラフォス皇帝。年は五十くらいか。背には真紅のマントを纏い、感情を持たない冷めた瞳がメアリを見つめている。

　その瞳がちらりとユリウスに向けられたが、口は開くことはなく。ユリウスもまた、そっと頭を下げたのみ。

　モデストは、以前メアリがアクアルーナの城で見かけた時と同じような丈の長いコートを羽織り、首元のスカーフに手を添え、ねっとりとした声で「メアリ王女、どうぞ陛下の御前へ」と促した。

　ユリウスと並び、ヴラフォスの皇帝イルハザードの前に立ったメアリは、何も言わず身動きひとつしない皇帝にスカートを摘み、片足を下げた。

「はじめまして皇帝陛下。メアリ・ローゼンライト・アクアルーナと申します」

　緊張しながらもアクアルーナの王女として恥ずかしくないよう心がけ、挨拶をすると、ようやく皇帝が動きを見せた。

「憎いか？」

「……え？」

「休戦を騙かたり、父の命を奪った国の皇帝である余が憎いかと聞いている」

　皇帝の低い声が部屋の空気を一変させていく。

　憎いかという問い。それは以前、ユリウスが仇を討てると仄めかしたものに似ているとメアリは感じた。

　試すような言葉の裏に隠されているのはどのような思いか。それを想像するにはイルハザードという人物をよく知らないメアリには難しく、ただ素直に「憎んで父が還ってくるのでしたら、それがアクアルーナを守る力になるのでしたら、今すぐに憎めるくらいには」と、良くは思っていないことを示した。

　憎しみは力を与えるかもしれないが、囚われ、蝕まれたら苦しいものだ。

　幸い、メアリには支えてくれる者たちがいた。

　だから暗闇に手を掴まれず、目隠しをされず、今、ここに立っていられるのだ。

「なるほど、度胸はなかなか」

　皇帝が鼻で笑うと、「ユリウス」とようやく息子に話しかける。

「はい」

「奇襲が失敗したと報告を受けているが、それは王女が持つ巫女の力によるものだということで相違はないか」

「はい、陛下。奇襲により伏兵に囲まれることも予知しており、被害を最小限に抑えていました」

「ふむ。では、予知能力はそこそこ確かなもののようですな陛下」

　モデストが興味深げにメアリを見つめると、皇帝はけだるげに頷いた。

「アクアルーナの王女よ。余の役に立つならその身の安全は保証しよう」

　つまり、裏を返せば拒否するなら命はないという意味だと悟り、メアリは唾を飲み込む。けれど、首を縦には振らなかった。無理難題を押し付けられては、アクアルーナを窮地に立たせてしまうかもしれないからだ。

　自身の保身より優先すべきもの。

　恐怖で体が震えようとも、守らなければならないものが、今のメアリにはある。

「それが、皇帝陛下やヴラフォス帝国、そして、アクアルーナを守り、フォレスタット王国をも傷つけないのでしたらご協力します」

「国はひとつで良い。王もひとりだ。さすれば強大な力を持って海を越えた国々とも渡り合える」

「協力しても渡り合えます」

「そして、いずれ裏切るのだろう」

　そんなことはしない。

　伝えるべく一歩踏み出そうとしたメアリだったが、モデストが割って入った。

「ひとまず、次の満月の晩を待ちましょう。そこでどのような未来を視たか聞かせてもらうのです」

　その時、役立ちそうか見極めればいいと続けたモデストに、皇帝は「好きにせよ」と立ち上がる。そして、あとは任せるとだけ言って兵を伴い退室した。

　ユリウスに対して、何の労いの言葉もなく。

『心を凍らせた父は、その瞳に息子の俺を映しても何も思わない』

　メアリは、イスベルに着いたばかりの頃に言っていたユリウスの言葉を思い出した。

　確かに、瞳は光を失ったかのごとく暗く、語る言葉にも温かみはなかった。

　それでも、ひと言くらいはと心を痛めていると、モデストがメアリへと歩みを進める。しかし、近寄らせまいとするようにユリウスがメアリの前に立った。

　モデストの片眉がピクリと動く。

「騎士としての癖が染み付いておられますな、ユリウス皇子」

「ああ……お前のおかげですっかりとな」

「アクアルーナの居心地はいかがでしたか」

「知りたいのなら今度はお前が潜入でもすればいい」

　ユリウスが鼻で笑うと、モデストは「それはいいですな」と余裕の態度で返した。

「ああでも、それは別にアクアルーナをヴラフォス帝国領にしてしまえば叶うので必要なさそうです」

　その言葉に、メアリは堪らずユリウスの背から出た。

　足首の痛みを感じたが、無視をしてモデストを真っ直ぐに見据える。

「そのような形では叶えさせません」

「ですがメアリ王女。そもそも、あなたの力には確実性がない。それでも、いずれはヴラフォスの役には立つこともあるでしょう。しかし、それがいつになるとも限らない。視ていない、または視たものとは違うことを口にして偽らないとも限らない。ですから、担保としてアクアルーナをいただいておけたらと思いまして」

　取り引きを始めたモデストに、メアリははっきりと頭を振った。

「そんな大事なこと、私だけでは決められません」

「いえいえ、あなたは王女だ。決められますよ」

　一国の主がイエスと言えばイエスになる。

　それが当たり前だとでもいうように両腕を広げるモデスト。

「私は王女ですが、国に生きる人々を守り導く責任があります。簡単には頷けません」

「では、その大事な民たちが傷つく方法を取ることになりますが、よろしいかな？」

　脅しを口にし眼光を鋭く細めるモデストに、メアリが拳を強く握り締めた時、ユリウスが「宰相殿」と薄く笑みを浮かべて呼ぶ。

「それは、父上の言葉か？」

「いいえ。ですが、皇帝陛下もアクアルーナが手に入ればお喜びになられます」

「父上の言葉でないのなら出すぎた真似だ。下がれ」

　声色を低くしたユリウスの冷たい視線を受けたモデストは、僅かな沈黙の後、笑みを貼り付けた。

「……これは、失礼を。では明日の評議会で進言しておきましょう」

　粘着質な声で話し一礼し、白いスカーフを直しながらモデストも部屋を出ていく。

　音を立てて扉が閉まると、メアリは息を吐き出した。

「……嫌な人……」

「だろう？」

　ユリウスが振り返り、互いに苦笑する。

「あの、ありがとう。庇ってくれて」

「……あいつの好きにさせたくないだけだ」

　それでも嬉しかったと伝えるメアリに、ユリウスは、部屋に戻ろうとだけ答えて、足首を庇い歩くメアリを支えながら、父が座っていた椅子に背を向けた。




　――謁見から数日、メアリの足の痛みが引いた頃。

「みんな……元気かな……」

　ユリウスから聞いた話によると、フェガリ平原での戦闘はフォレスタット王国の援軍によりヴラフォス軍が撤退し、回避されたとのことだった。

　フォンタナをターゲットにしたのはメアリを誘い出し、町も手に入れば一石二鳥だからだと以前ユリウスは言っていたが、よく考えればフォレスタットの援軍を得やすい地でもある。

　もしかして、手に入れるのではなく守れると確信して選んでいたのではとメアリが聞くと、ユリウスは『俺はヴラフォスの皇子だよ』と曖あい昧まいに答えたのみだった。

　だからメアリは勝手にそうだったんだと思うことにしたのだが、情報をきっかけにイアンやオースティン、ウィルやルーカスをはじめとした面々のことが頭から離れなくなったのだ。

　そのせいもあり、メアリの不眠は悪化。

　せめて月明かりに照らされた庭でも眺めて安らぎを得られれば良かったが、月のない新月の夜は窓の外も暗く、気がかりは増すばかり。

　瞼を閉じても眠ることはできず、ただひたすらに振り子時計の音を聞きながら寝台の上で膝を抱えていたメアリだったが、ふいにノックの音がしてロッテだろうと思い「どうぞ」と返したのだが。

「やっぱり起きてたんだな。足の痛みは？」

　現れたのはロッテではなくナイトウェア姿のユリウスで、メアリは驚き立ち上がると急いでナイトガウンを肩に掛けた。

「も、もう大丈夫です」

　まだ念の為に包帯で固定をしてはいるが、普通に歩くだけなら問題はない。

　そう告げると、ユリウスは「それなら良かった」と、手にしていたポットとグラスをふたつメアリに見せた。

「じゃあ、これを飲んでも痛みは増さないな」

「それは何？」

　透明なポットには、淡い赤色の液体にオレンジやアップル等の果物が浸されている。

「ホットワインだよ。寝る前に飲むと体が温まって寝つきが良くなる」

　それでもダメなら暇つぶしになるような本でも用意すると提案しながらテーブルに置くと、グラスにホットワインを注いだ。

　メアリは椅子に腰掛けると差し出されたグラスを手に取り、お礼を言ってから湯気がのぼる温かなワインを喉に通した。

　ユリウスの気遣いが胸に優しく染み込んで、ほんのりとした甘さが口内に広がり、フルーティーな香りが鼻から抜けていく。

「ロッテから、あまり眠っていないと聞いたよ」

　向かいの席でホットワインを味わうユリウスに言われ、メアリはいつもよくしてくれるロッテの笑顔を思い出した。

「ロッテに心配かけちゃったのね」

「そばにいてあげてほしいと頼まれた。彼女は君が俺の婚約者だとまだ信じてるみたいだったな」

　ロッテは昨夜も、メアリの寝不足を気にかけてくれていた。

　聞けば年の頃はメアリのひとつ下らしく、生まれも育ちもこのイスベルなのだと教えてくれた。

「ロッテは可愛いですね」

　くるくる変わる表情は愛らしく無邪気で、メアリはロッテのような妹がいたら楽しいだろうと想像して口にしたのだが、長い足を組んでワインを味わうユリウスには興味がないようで「そうかな？」と答える。そして……。

「俺はメアリのほうがずっと魅力的だと……」

　言いかけて、ユリウスは目を見開いた。

「いや、違う。ダメだ、今のは忘れて。その、さっきまで少し飲んでたから」

　口が滑ったのを焦って弁解するユリウスの顔はほんのりと赤い。

　メアリの胸は高鳴り、けれど、正体を明かして以降素っ気なかったユリウスが部屋を訪れた理由に納得した。

　お酒が入っている故に気分が高揚して、態度も以前のようなのだと。

　でも、それでもいいとメアリははにかんだ。アクアルーナの騎士であった頃と変わらないユリウスとのやり取りが嬉しいから。

「ユリウスもとても魅力的だわ」

　和やかな雰囲気になればと返した言葉だったが、ユリウスの顔が驚きに染められて気づく。

（く、口説き合いみたいになってる！）

　実際、メアリにとってユリウスは魅力溢れる人物だ。

　惹かれる部分も多く、男性としてかなり意識しているのは確か。だが、今は恋や愛という甘い感情に振り回されている状況ではないのだ。

（でも、こんな風に考えてしまってる時点で、私はもうユリウスのことを……）

　自分の心がユリウスに既に囚われているのだと気づいてしまったメアリ。

　誤魔化すように温くなったワインを飲み干すと、喉の奥がカッと熱くなった。

　アルコールにより、胸の内で騒ぐ鼓動がさらに速さを増す。

（飲もう！　飲んで寝てリセットだわ！）

　寝てしまえば頭の中もスッキリするだろうと、ホットワインをお代わりした。

　ユリウスは動揺を隠すように口元を押さえていたが、ふと瞳に力が宿る。

「そういえば、イアン殿から手紙がきたそうだ」

「イアン様から!?」

　驚きと喜びを半々に目を輝かせたメアリに、ユリウスは静かに頷いた。

　当然ながら、内容はメアリの解放を要求するもので、その話し合いをしたいとのことらしい。

「でも、イアン様はなぜ私がヴラフォスにいるとわかったの？」

「さあ……？　モデストの思惑に気づいたのか、もしくは、連れ去ったのが俺であり、正体を知ったのか」

　ユリウスは考えつつ、テーブルを支えに頬杖をついた。

「軍に戻らなかった時点で疑っていたのかもしれない。それとも、もっと前から俺が内通者であることを疑っていたか……」

　こぼした声に、メアリはイアンが騎士隊長の中に内通者がいる可能性が高いことを口にしていたのを思い出す。あの時既にユリウスを疑っていたのだろうか。

「とりあえず、手紙は兄上の元で止めてる。父上やモデストに知られれば、君を人質にしてひどいことをするかもしれないと、兄上が心配していた」

「ルシアン皇子は、皇帝陛下と宰相のやり方に反対なのね」

　そして、理由のひとつがふたりを嫌いだから、なのだ。

「ユリウスも、モデスト宰相が好きではない？」

「この前のやり取りを見て好きなように見えたなら、君の目を疑うな」

　宰相のことを思い出すだけでげんなりしたのか、ユリウスは少し機嫌悪そうにすると、ワインに浮かぶフルーツのかけらを混ぜるようにグラスをゆっくりと揺らす。

「父上は、モデストが来てから変わられた。いや……変えられた」

「何が……あったのか、聞いても平気？」

「そう、だな。君は、モデストの悪意と父上の弱さに巻き込まれた。聞く権利はある」

　息を吐いて、視線はワイングラスに落としたままにユリウスは打ち明けた。

「……父上は病んでいる」と。

「ご病気なの？」

「心の病だ。きっかけは、何年も前に、母上が父上の命を狙ったことだった」

　毒殺を企んで、けれど失敗に終わったと明かすユリウスの瞳が暗く翳る。

　その事件は、皇帝の心だけでなく、息子であるユリウスの心も傷つけたのだろう。

　きっと、ルシアンの心も。

　自身に置き換えて想像し、メアリの胸が苦しくなる。

「それだけでも父上は参っていただろうに、今度は信頼していた家臣にも裏切られた」

　しかも、その家臣は王妃とただならぬ関係だったようで、怒り狂った皇帝はふたりを切った。しかしそれだけでは終わらず、しばらくするとルシアン皇子が侍女に毒を盛られる事件が起きる。

　一命はとりとめたものの、一時はトラウマで何も口にできなくなり、部屋にこもりがちになった。

　悪いことが立て続けに起き、誰も信じられなくなった皇帝は、常に隣で励まし続けていたモデストの意見だけを聞き、他は疑いながら生きるようになった。

「侵略も、君を攫うことも、昔の父上ならしなかった。ヴラフォスがおかしくなったのは、モデストが現れてからだ。必ずヤツが裏で手を引いている。その証拠を手に入れようと探っていたら……」

「勘付かれたの？」

「そのとおり」

　答えたユリウスは、ホットワインを空にしてさらに語る。

『信用されていないのは悲しいですなぁ。あまり疑っていると、悪い気を引き寄せて良くないことが起きるかもしれません。あなたの大事なものや人がさらに傷つくかも……しれませんよ』

　脅され、その後すぐに皇帝よりアクアルーナへ潜入する任務が下されたと。

「成果を上げて、早く国に戻ることを第一に考え、情報が得られるようにアクアルーナの騎士を目指した。その間も父上はモデストの言葉に惑わされ、モデストの思うままにヴラフォスは動いていたよ」

　何年経っても戻れず、歯痒い日々を送っていたユリウス。

「そして俺も、結局はモデストの思うままに踊らされて……メイナード王を、死なせてしまった」

　絞り出された声は後悔を滲ませ、ユリウスがごめんと呟くと、メアリはホットワインを口に含んで複雑な想いごと静かに飲み込む。

「最初から、父の命を狙う計画だったの？」

「俺の計画では、王を捕らえて王女が生きているのか、誰であるかを吐かせるものだった」

「……じゃあ、なぜ」

　メイナードは死んだのか。最後まで紡がずともユリウスは明かす。

「メイナード王を切ったのは、ザエルだ」

　黒騎士を束ねるザエルは、モデスト・テスタの私設騎士長。

　メアリへ向かって馬で駆けてくる角兜の姿は今でも脳裏に焼き付いている。

「モデストがやらせたの？」

「ザエルは命令に忠実だ。勝手なことはしない」

　つまりは、モデストが命じたことしかしないということだ。

「ごめん。こんな話をしたら、また眠れなくなるな」

「……いいえ、少し安心した」

「なぜ？」

　重い話をし、メアリにとって辛いことも聞かされたというのに、どこに安心する要素があったのだと訝しげなユリウス。

　メアリは大きな瞳を優しく細める。

「だって、ユリウスには父の命を奪うつもりはなく、守り、逃し、騎士団長と共に殿を務め戦ってくれた。それが偽りでなかったとわかったから」

　だから良かったですとメアリが微笑むと、ユリウスは眉を下げて俯いた。

「本当にバカだな……君は。それに、ズルい」

　責めるどころか、まるで許すような笑みを向けられたら、全てを捨てても守ってやりたいと思えるくらいになり、卑怯だと胸中で呟いてユリウスは苦笑する。

「安心したら、眠くなってきたかも」

　ゆっくりと瞬きをし、テーブルに体を預けたメアリは目を閉じた。

「寝るなら寝台へ。俺ももう部屋に戻るよ」

　告げて立ち上がったユリウスの袖を、メアリは咄嗟に掴んだ。

「まだ、行かないで」

「……いや、でも」

「もう少しだけ、一緒にいたいの……」

　酔いが回っているのか、蕩とろけた口調で甘えられてユリウスは戸惑ってしまう。

　初めて見るメアリの姿に、ユリウスの心臓は甘さを纏って暴れ始めた。

「ユリウスといるとドキドキして困るんだけど、でも、そばにいたいって思うの。ユリウスと一緒に過ごす時間が、好き」

　どこか夢見心地といった様子で囁かれた言葉は告白のようで。ユリウスは、どう答えるべきか迷い、瞳を揺らす。

　踏み込まないと決めた。けれど、メアリの言葉に答えたくて仕方ない。

　酔っているのは酒のせいか、メアリの寄せる好意にか。どちらにせよ、こぼされた告白に気持ちを誤魔化せなくなってしまったユリウスは、メアリを横抱きにすると寝台の上に寝かせた。

　そうして、横たわるメアリの上にそっと覆いかぶさると優しい手つきで顔の輪郭を撫でる。

「メアリ……俺も、君といる時間が好きだ。君の強くあろうとする姿が、優しさが、笑顔が……たまらなく、好きだよ」

　胸が一際高鳴る中、いつからか閉じ込めていた想いを吐と露ろした。

　頬に滑らせていた指を少しだけ開かれた潤う唇に触れさせると、メアリはふにゃりと蕩けるような甘い微笑みを向け「ユリウス」と名を呼び瞳を閉じる。

（……ズルくて、無防備に酔っぱらう君が悪い）

　心の中で言い訳をしたユリウスは、想いをそっと重ねるようにメアリの柔らかな唇に自分の唇を合わせた。

　――ああ、これは夢だと、メアリはふわふわとした思考の中で思っていた。

　ユリウスが自分を好きだと囁き、キスをかわす甘い、甘い夢。

　名を紡ごうとして唇を離すと、熱を持った吐息が漏れて、けれどまたすぐに塞がれてしまう。今度は、もっと深く。

　ユリウスの唇と舌から伝わる熱が、メアリの思考を溶かしていく。

（なんて、幸せな夢なの……）

　心が満たされていくのを感じると、まどろみが濃く深くなった。

　メアリの首筋にユリウスの唇が這えば、さらりとした髪が頬に触れ、くすぐったさに頬が緩む。けれど、その感覚もすぐに遠くに感じるようになり、メアリは抗うことなくそのまま意識を手放した。

　ユリウスは、自らの頭に添えられたメアリの手から力が抜けたことに気づく。

　まさかと思った矢先、寝息が聞こえてきて、ユリウスは顔を上げ双眸を丸くした。

「嘘だろ……ここで寝るのか」

　突っ込みも夢の世界に旅立ったメアリにはまったく届かず、ユリウスは脱力しつつも声を抑えて笑う。

　寝不足にワインが効いたのか、髪を撫でても瞼は震えず閉ざされたまま。

（この分だと、覚えていないかもしれないな）

　思えば反応も鈍かったなと苦笑し、先ほどまで重ね合わせていたメアリの唇を指でなぞった。

　ふと、この唇に触れたことがあるのは自分だけなのだろうかと、身勝手な独占欲が顔を覗かせる。

（それにしても……俺も弱いな）

　我慢が利かずに、酔ったメアリの唇を奪う己の自制心のなさに呆れつつも、ゆっくりと寝台に腰掛ける。そして、メアリの穏やかな寝顔を見つめ笑みをこぼした。

　絹のように美しい髪をひとふさ手に取ったユリウスは、メアリを守りたいと強烈に思う。けれど、ヴラフォスにいては父やモデストが近すぎてメアリを守るには限界があった。ならばどうするべきか。

「……答えは、ひとつか」

　うまくいってもふたり共にはいられないかもしれない。

　それでも、こうして幽閉され続けるよりはずっといい。

　ユリウスは起こさないようにメアリから離れると、寝台から降りた。

　もし、メアリが今夜のことを忘れてしまうようなら、自分だけの胸にしまっておこうと、密かに誓いながら。










口論とそれぞれの思惑




　ぐっすりと眠れたメアリは、寝台の上で思いきり伸びをする。

　窓から差し込む眩しい朝陽は、清々しい気持ちをメアリの胸に呼び込んだ。

　昨夜はユリウスと話している途中で眠ってしまった気がしているメアリだが、正直寝る前の記憶は曖昧だ。戻ろうとしていたユリウスに何か声をかけたのは覚えているが、その後どんな会話をしていたのか。

　ただ、ユリウスとキスをするという恥ずかしくも幸せな夢を見ていたのは覚えている。きっと池に落ちた時のことがあったからだろう、と考えながら着替えを終わらせたところでロッテがやってきた。

「おはようございます、メアリ様！　昨夜はよく眠れましたか？」

　髪を整える手伝いの為に、メアリを鏡台の前に座らせたロッテ。

　本来なら髪の手入れも自分でやりたいのだが、着替えや入浴以外はやらせてくれと頼まれたので、お願いするようになった。

「ええ、とても！　気にかけてくれてありがとう、ロッテ」

　メアリの髪を優しく梳かすロッテは笑みを浮かべ首を横に振る。

「とんでもないです！　メアリ様、今日はどのようにしてお過ごしですか？」

「実は、薬を作りたいの」

　ジョシュアから譲り受けた薬が少なくなってきた為、補充したいと考えていたメアリが告げると、意外な申し出だったのかロッテの目が丸くなった。

「お薬ですか？　では、薬草園に参りますか？」

「薬草園があるのね！」

　アクアルーナの城にもあったのを思い出しながら確認するメアリに、ロッテは元気に頷く。

「はい。ルシアン様の為に作られたものと聞いてますが、ここで働く者は必要に応じて自由に使えるんです。メアリ様はユリウス様の婚約者様ですし、問題ないかと思いますよ！」

　クレイグの勘違いをまだ信じているロッテ。

　メアリは苦笑し、「一応許可を得てからにしたいの」と伝えた。

「それでしたらルシアン様にお尋ねしてきますので、少々お待ちくださいね」

「ありがとう、ロッテ」

　髪を綺麗に整えてロッテが部屋を出る。

　それから大した時間もかからずに戻ってきたロッテから、あっさりと許可が下りたことを聞き、朝食後、メアリはロッテと共に薬草園へ足を運んだ。

　花壇にはよくフレグランスに使われる花が咲いている。

　また、北の地では育ちにくい薬草は温室で栽培されていて、ハーブティー用の薬草を摘むようにメイド長から頼まれたロッテは中へと入っていった。

（ダフォディルはあるかしら）

　メアリはまず、湿布薬となる花を探して歩く。

（ラベンダーもあるのね。安眠に効果があるし、少し貰っていこう）

　ラベンダーの花に手を伸ばしたメアリは、人の声につられてそちらを見た。すると、部下を連れたモデストが現れて視線がぶつかる。

　モデストは部下に待つように告げると、メアリへと歩み寄った。

「これはこれは、おはようございます、メアリ王女様」

　恭しく頭を下げるモデストに、メアリも軽く会釈する。

「おはようございます、モデスト・テスタ宰相様」

「どうぞ気軽にモデストとお呼びください」

　冷たい風にさまざまな薬草が身を委ねるように揺れる中、モデストは「メアリ王女、実はあなたにお聞きしたいことがありまして」と胸に手を当てた。

「なんでしょう……」

「満月の夜にしか未来を拾えないというのは真でしょうか」

「はい」

　頷くと、モデストはどことなく高揚するように目を見開く。

「それは天候に関係なく？」

「雲に隠れている場合は、夢で視ることが多いです」

「隠れていない場合は」

「その時は突然脳裏に浮かぶことがあります」

　メアリは自分が経験してきたままに答えると、「ふむ」とモデストの瞳が嬉しそうに細まった。

「なるほど興味深い。満月の夜が、今から待ち遠しいですな。メアリ王女はどのような未来を視るのか。それがヴラフォスに関わるものであるといいのですが」

　期待を寄せるモデストに、メアリは当惑の眉をひそめる。

「私の力をあてにせず、国民や支えてくれる者たちの声に耳を傾け、良いと思う道を選ぶのが一番だと思います」

「国民ですか。アクアルーナではどうか知りませんが、ヴラフォスに住まう彼らは文句ばかりが得意でね。重鎮の多くも睨み合いがお好きな方ばかりです。自分の意にそぐわないからと言い争いばかりで困ります。相手をしていたら埒があかない。ならば真面目に聞いても仕方ないのですよ」

　だから適当にあしらい、あとは陛下の思うままに。

　しかし、それでは反感を買い、ヴラフォスの名を貶めるだけではとメアリは考えた。

「たとえ叶えることができないのだとしても、きちんと聞き、考える姿勢が必要だわ。少なくとも、父はそうしていました。そして私もそうするつもりです。いえ、そうあるよう心がけます」

　ハッキリと言葉にするメアリに、モデストは小馬鹿にするように肩を揺らし笑う。

「綺麗事を。それでは民はわがままになり、王を軽んじるのではないですか」

「威圧的で身勝手な振る舞いで国を動かせば怒りをぶつけるのは当たり前です」

　町娘だったメアリにはよくわかっていた。国の為にと民を犠牲にするやり方は間違いなく怒りを生む。何も手を打たなければ見捨てられたと嘆く。

　だからこそメイナードは耳を傾け続け、できる限りの手を尽くしてきた。たとえ全てを救えなくとも、限界はあるとしても、その姿勢が、アクアルーナの民の心を掴んでいたのだ。

　全ての者を救えるなど夢物語だとメアリはわかっている。それでも、自分に課せられた役割にしっかりと向き合っていきたい。

　覚悟を持った強い瞳で見つめられたモデストは、眉を上げて息を吐く。

「なんともまぁ、よく似ておりますな……」

「父にですか？」

　父とは面識があったはずだと思い尋ねると、モデストは懐かしむような目をして言った。

「いいえ、母君に」

　まさか、母マリアのほうだとは予想もしておらず、メアリは驚きを隠せない。

「母と、面識が？」

「随分昔にですが」

　昔とはいつ、そして、いったいどんな関係だったのかとマジマジとモデストを見てしまうメアリ。しかし、話す気はないのか、モデストは「そろそろ失礼します」と一礼して去ろうとする。が、すぐに足を止めてメアリを振り返った。

「そうそう、アクアルーナの騎士たちは、いまだフォンタナに留まってるようですな」

　アクアルーナの騎士。

　王立騎士団や近衛騎士の者たちが即座にメアリの脳裏に浮かぶ。

「イスベルにいるとは知らずに、必死に捜しているのでしょう。それを証拠に、帝都に書簡が届いたらしい。心当たりはないか、と。陛下の居場所も知らぬのでしょうなぁ」

　たっぷりと嫌味を込めて話し、「それでは」と今度こそ去っていくモデスト。

（やっぱり苦手だな……）

　口の中で呟いたメアリは、緊張で知らぬ間に握っていた拳を緩めた。

　マリアとモデスト。いったいふたりはどのように知り合っていたのか。気にするメアリの頬を冷たい風が撫でる。

　寒さに身震いしたメアリは本来の目的を思い出し、足元のラベンダーに視線を落としたのだった。




　一方その頃、ユリウスはルシアンの部屋を訪れていた。

　昨夜から体調が優れず、寝台の上で本を読んでいたルシアンだったが、また出直すと気を使い出ていこうとしたユリウスを制し、本を閉じた。

「それで、僕に相談とは？」

「メアリのことで……」

「ちょうど良かった。僕も確かめたいことがあって」

　にっこりと笑ったルシアンは、寝台の横に用意した椅子に座るユリウスを覗き込むように身を乗り出す。

「昨夜、ついにメアリ王女と結ばれたの？」

「は!?」

　兄から飛び出た発言に、ユリウスは目を白黒させた。

　手を出さなかったかどうかといわれたら、口付けたので堂々と首を横には触れないが、決して結ばれてはいない。しかし、やましさ故に動揺を隠せないユリウスの姿を、どこか楽しそうに見るルシアンは「実はね」と人差し指を立てた。

「昨夜、メアリ王女の部屋からユリウスが出てきたのをクレイグが見たらしい。可愛い子が生まれるのだろうと嬉しそうにしていたよ」

（犯人はクレイグか！）

　よく考えてみれば、おかしな勘違いをされた場合、十中八九クレイグが原因とみて間違いない。だが、今回は動揺したせいで頭が回らなかったユリウスは、心を落ち着ける為にも深く息を吸って吐いた。

「何もありませんよ」

「ええ？　そうなのかい？　いい反応してたから当たりかと思ったんだけど」

　まだ疑っているのか、心を見透かすようにユリウスを見つめるルシアン。

　ボロが出る前にと、ユリウスは咳払いをし真面目な顔を見せた。すると、諦めたのかルシアンが「それで、メアリ王女のことで相談ってなんだい？」と促す。

「……逃がしてやりたいんです」

「それはまた大きな相談事だな」

　メアリを攫うように命じたのは皇帝だ。逃したことがバレれば罰せられるのは想像に容易い。だが、ユリウスはそこを理解して相談を持ちかけていることを、ルシアンもわかっている。

　室内に小さく火が爆ぜる音がし、ルシアンは部屋を暖める暖炉を見つめた。

「それは、もう心に決めたことなのかい？」

「はい。その時、兄上が危険に晒されないとも限らない。だから、兄上はどこか安全な場所に移っていてもらいたい」

　メアリを渡さなければルシアンの命は保証されず、人質に取られる可能性は高い。

　だから、メアリを逃がす前にルシアンはクレイグたちと共に安全な場所へ。

　だが、ルシアンは凛とした声で答える。

「どこにも行かないよ」

「なぜですか！」

　思わず立ち上がったユリウスに、ルシアンは微笑んだ。

「大丈夫。僕にも考えがある。それに、出ていくのは僕らじゃない。そうだろう？」

　コソコソと隠れる必要はないと話すルシアンの表情は落ち着いている。

「兄上？　いったい何を？」

「ユリウス。お前は、時が来るまで……いや、その時も、メアリ王女を守ってやってほしい」

　今言えるのはそれだけだと伝えると、ルシアンは読みかけの本を開いた。話は終わりだと言わんばかりに。

　何をするつもりなのか。既に何かが始まっているのか。

　今のユリウスには見当もつかなかったが、疑うことはなく。

「わかりました」

　ひとつ確かに頷くと、兄の部屋を後にした。

　与えられた役目を胸に。




　――フォレスタットのティンバー。

　昼の市場は活気に溢れ、道行く人も多い。

　鍛えた腕を組み、街の様子を高台にある堅牢な砦から眺めていた男は、聞こえてきた足音に振り返った。

「オースティン騎士団長殿、第五陣が到着したようです」

「うむ、報告ご苦労。これで全員揃ったな」

　会議の為、部屋に集まっている者たちに話しかけると、足を組んで椅子に腰掛けているルーカスが「全員？」と笑う。

「ひとり欠けてるだろう、団長」

　そうだったなと苦笑したオースティンだったが、第四部隊長のイザークが眉根をひそめた。

「へぇ、裏切り者を仲間扱いするのかよ」

「裏切ったが、メアリ王女を守ってる。あいつはまだアクアルーナの騎士だ」

　言いきったルーカスに、イザークは「へいへい」と呆れた声を返す。

　ふたりのやり取りを見ていたセオは、裏切り者と呼ばれた自分の隊長の姿を思い浮かべた。

「ヴラフォスの皇帝、その息子のユリウス皇子……か。隊長、確かに王子様っぽいし、何度口にしても違和感ゼロっすね」

　ユリウスをまだ隊長と呼ぶセオ。

　共にルーカスの後ろに立つウィルが「敵なのか、味方なのか。会えばはっきりわかるだろう」と口にすると、木製のテーブルに広げた地図を難しい表情で確認していたイアンが顔を上げた。

「ウィリアムの言うとおりだ。余計なことは考えず、最良の結果を出せるように全力を尽くしてくれ」

　ユリウスが内通者である事実は変わらず、メアリがヴラフォスに捕らえられたことも変わらない。今はただ、成すべきことを成す。

「クラウスが来たら始めよう」

　頷く近衛騎士たちを、部屋の隅に立つヨハンは、静かに見つめていた。










眠れぬ夜と救いしもの




「よし、できた！」

　リボンを結び終えたメアリは、疲労を和らげるよう両腕を上げて伸びをする。

　テーブルに並ぶのは、ラベンダーのポプリだ。

　枕元に置いて安眠を促そうと考え、ロッテに布などの材料をお願いしたのだが、さまざまな色に染められた布を見たメアリは、せっかくなのでユリウスたちにも作ることにした。

　かなり余分に作ったので、皇子ふたりの他にロッテとあとは誰にお裾分けをしようかと悩むも決まらず。とりあえずユリウスやルシアンに持って行く為、ロッテに案内を頼んだメアリだったが……。

「うん、やっぱりこうなった」

　お約束の展開に、笑いが漏れる。

　またしても迷子になった原因は、案内をしてくれていたロッテに別のメイドからヘルプの声がかかったからだ。

　ロッテは仕事に戻らねばならず、ユリウスとルシアンの部屋への行き方を説明してもらったメアリ。

　どちらかひとり分ならまだ良かったのだが、ふたり分を説明されてしまった為、頭の中でこんがらがり迷子となった。

　しかし幸いにも、今回はすぐに人を見つけることができ、壁沿いに姿勢良く立つ衛兵に話しかけようと口を開きかけたちょうどその時、扉が開いたかと思うと低い呻き声が聞こえ、メアリは眉をひそめた。

　部屋から出てきたのはメイド長のマグダだ。

「こんばんは、マグダさん」

　メアリの挨拶にマグダは会釈をした。

　その手のトレーには、空になったウイスキーの瓶と透明なグラスが載っている。

「あの、この部屋はどなたの部屋ですか？」

　メアリの記憶だと、前に訪ねた時はルシアンの部屋には衛兵は立っていなかった。

　もしかして、モデストを警戒して警備をさせているのかとも考えたが、ルシアンは持病がありお酒を飲めないはず。

　であれば、ユリウスか、モデストか、もしくは……と、頭に最後の人物を浮かべると同時、マグダは「陛下でございます」と答えた。

「呻き声が聞こえました。体調でも悪いんですか？」

「夜はいつもうなされています。もう、昔から。なので、お酒をお召し上がりになって眠るのです」

「昔から……」

　きっと心労からなのだろうと思ったメアリは、持っているポプリをマグダに差し出した。

「これを陛下にお渡しくださいますか」

「これは？」

「寝つきをよくするポプリです」

「ああ、ロッテが話しておりました。お渡しいたします」

　受け取ったマグダが微笑むと、メアリは「それと、お願いが」と申し訳なさそうに眉を下げる。

「何でしょう？」

「ユリウス皇子とルシアン皇子のお部屋にもこのポプリを届けたいのですが、迷子に、なりまして……」

　申し訳なさと羞しゅう恥ち心しんに尻すぼみになってゆくメアリの声に、マグダは目元を和らげた。

「まあ、そうでしたか。ロッテは？」

「急ぎの手伝いを頼まれて仕事に」

「それは大変失礼を。では、代わりに私がご案内いたします」

「ありがとうございます！」

　ワゴンにトレーを置いたマグダは、「こちらでございます」と慣れた足取りで廊下を進む。

　先ほどマグダは『昔から』と言っていた。口ぶりからして、皇帝の元で働いていた時期があったのだろう。

　クレイグはユリウスが幼い頃からいた人物。

　ならばマグダもまた、若い頃からヴラフォスの王宮で働いていたのかもしれない、とメアリは考えながら後ろをついて歩いた。

「こちらがユリウス様のお部屋でございます」

　辿り着いた部屋の前に立ち、マグダはノックをするとメアリの来訪を告げる。

　扉が開いた先に立つユリウスは「こんばんは」と挨拶したメアリを見て首を傾げた。

「何か問題でも？」

「問題は何も。ただ、これを届けたくて」

　差し出されたポプリを受け取ると、穏やかで心地良い花の香りがユリウスの鼻をくすぐる。

「これは……ラベンダー？」

「そうです。ポプリにしてみたの」

　微笑むメアリの後ろに控えるマグダに、ユリウスが「ご苦労様」と告げる。

「マグダさん、案内ありがとうございました」

　一礼したマグダの退出を見送ると、メアリはユリウスに名を呼ばれて振り返った。

「モデストに会ったら危険だ」

　なるべく部屋から出るなと言われているメアリは、外に出る際はユリウスやルシアンに許可をもらうようにしている。今回はロッテと部屋を訪ねたらすぐに戻るつもりだったのだが、もっと警戒が必要だったかと、ユリウスの言葉で反省するメアリ。

「ごめんなさい。あ、でも、昨日薬草園でお話ししたけど、とりあえずちょっとした口論だけで済んだから大丈夫！」

「口論!?」

　口論に発展して何が大丈夫なのかと、ユリウスは眉間にシワを寄せ額に指を添えた。

「メアリ、君は心根の真っ直ぐなところが長所だけど、モデストが相手では短所にもなる。頼むから、俺のいないところでモデストとの接触は控えてほしいんだ。そうでないと、君を守れない」

　守ろうとしてくれているユリウスの気持ちを嬉しく思い、メアリは胸に手を当てそっと頷く。

「はい……ありがとう、ユリウス」

「いや、こちらこそ、ポプリをありがとう」

　手にしたポプリを持ち上げて見せるユリウスに、メアリは「ルシアン皇子様の分もあるから、渡してもらえますか？」と、もうひとつ手渡した。

「ああ、わかった」

「皇帝陛下も、このポプリが少しでも効けばいいんだけど……」

「……陛下？」

「うなされていたから、マグダさんに渡してもらうようお願いしたの」

　まさか皇帝にも配っているとは予想だにしなかったユリウスは、驚いて蜂蜜色の目を見張る。しかしメアリは目の前のユリウスの様子より、初めて入ったユリウスの部屋のほうが気になっていた。

「ユリウスも、ここで生活していたの？」

「あ、ああ、五年ほどかな。この部屋は出ていった時からあまり変わってないんだ。だから、ほら、この本も少し子供っぽい」

　説明しながら本棚から取り出したのは冒険小説だ。

　村で父とふたり暮らしをしている少年が、不思議な力を持つ少女と出会い、数奇な運命に導かれ、国を救う勇者に成長していく物語。

　メアリはユリウスが手にする本のタイトルを見て瞳を輝かせた。

「これ、私も好きな本よ！　ジョシュア先生が人気だからと買ってきてくれて、すごくワクワクして夜更かししたくらいにハマったの」

「同じだ。俺も剣の訓練で疲れてるのに、物語の面白さに目が冴えて読み続けてたよ」

　見てもいいかとメアリが問うと、ユリウスは快く本を差し出す。

　パラパラとページをめくり、文章や挿絵を目にして懐かしさに頬を緩めた。

「これ、借りてもいい？」

「また寝不足になるんじゃないのか？」

「何度も読んでる本なら眠くなるかもしれないでしょ？」

　その発想になるほどとユリウスは相あい槌づちを打ってから、何かを思いついたのか口角を上げてメアリの顔を覗き込むようにする。

「なんなら、俺が読み聞かせてあげようか？」

「読み聞かせ？」

　幼子にするイメージを思い浮かべたメアリだが、目の前のユリウスは色気を溢れさせていてドキドキしてしまう。

「そう、添い寝しながら。それともまたワインを飲もうか？　ああでも、また途中で眠ってしまうかもしれないな」

　どこか楽しげに話すユリウスの言葉に棘があるのを感じて、メアリは鼓動を高鳴らせながらも、あの夜何があったのかと焦り考えた。

「あの、もしかして、私は何かユリウスに失礼なことをしてしまった……？」

「……再現して、思い出させてあげようか」

　そう言うや否や、メアリへと一歩近づき、ふたりの距離がぐっと近くなる。

「ユ、ユリウス？」

　緊張から本を抱き締め思わず身を引くと、ユリウスはフッと笑っていつもの雰囲気に戻った。

「冗談だよ。本、他にも気に入ったのがあれば持っていっていいよ」

「あ、ありが、とう」

　本当に冗談だったのか。そうは見えなかったがしつこく聞くことはできず口を噤つぐむ。

　そうしてメアリは、熱を持ってしまった頬を冷ますようにユリウスの本棚を見させてもらい、時々本のあらすじを教えてもらいつつ興味のあるものをいくつか選んだ。




　気づけば夜も更け、部屋まで送ってもらったメアリが礼を述べようとユリウスを見上げたその時だ。

「アクアルーナの王女よ」

　今歩いてきたばかりの廊下の奥から、マグダと衛兵を連れた皇帝がやってきた。

「これを、そなたから預かったと聞いた」

　低い声で告げる皇帝の手には、メアリが渡してくれと頼んだポプリが載っている。

「はい」と答えつつも、余計なことをしてしまったのかと心配するメアリに、皇帝がまた口を開いた。

「他にもあるか」

「……え？」

　催促の言葉に、メアリだけでなくユリウスまで目を瞬かせる。

　そんなふたりには構わずに、皇帝は手の内に納まるポプリに視線を落とした。

「目覚める直前、余の見ていた夢の様子が変わった。氷柱に貫かれるかのごとく余を苦しめ続けるだけの夢が溶けるように様相を変え、温かな陽が差し込んだ」

　起きた時にはいつも感じる息苦しさや胸にのしかかる重さがなかったのだと続けた皇帝は、他にも用意があれば欲しいのだとメアリに伝える。

　よく眠れるものがほしいと。

　メアリは「私が作ったものでよければ」と快諾し、温室に咲いていたオレンジフラワーも精神を安定させて良い眠りへと導く効果がありますと話した。

「では、それを頼みたい」

「わかりました。乾燥させるので少しお時間がかかりますが、出来上がったらすぐお持ちしますね」

　オレンジフラワーを乾燥させる必要がある為、完成は六日後に訪れる満月の夜を越えてからだ。

　満月の夜、何を視るのかはメアリにはわからない。

　ヴラフォスにとって有益なものでない場合、自分がどう扱われるのかも。

　けれど、皇帝がポプリを必要としているのであれば、もしかしたらひどいことにはならないかもと明るい気持ちでいると、皇帝の視線がメアリの持つ本に移った。

「ルシアンとユリウスがよく真似事をしていた物語か」

　兄と自分の名、そして少年時代の思い出を紡がれ、ユリウスは心を震わせる。

「覚えておいでなのですか」

「目で見たものは忘れない。だからこそ、いまだに夢に見る。余を裏切った者た最後を。王妃に、親しき友に。次はお前か、ルシアンか」

「父上、俺と兄上は裏切ったりしません」

「妻が裏切るなら、子も裏切る」

　ユリウスの思いは届かず、皇帝はもう用はないとばかりに背を向けた。

　メアリはユリウスの横顔に苦悩を見て、歩きだした皇帝の背に声をかける。

「信じれば、信じてもらえます」

　もちろん全てがそうではない。だが、疑っては信は得られにくい。

　まして猜さい疑ぎ心を向けられた者は傷つき、それが続けばやがて離れていくものだ。

　だが、信じて裏切られた皇帝の心は動かなかった。

「父上。母上の裏切りは仕組まれたものである可能性が高い」

「もう良い。考えるのはやめたのだ。希望は持たぬ」

　ユリウスの言葉も切り捨て、去っていく背中がやがて角を曲がり見えなくなる。

「やはり届かないか……」

　皇帝の心を僅かでも溶かすことができず、ユリウスは思わず声をこぼした。

「もしかしたら、悪夢を振り払うことで心が前を向くかもしれないわ」

　日々の苦しみが少しでも軽減すれば、余裕も出てくるかもしれないと話すメアリに、ユリウスは小さく頷く。

「そうだな。ポプリ作り、俺も手伝うよ」

「ありがとう。それなら明日、一緒に温室に行ってくれる？」

「もちろん。またモデストと揉められても困るしね」

　眉を上げてからかうユリウスは、開けっ放しにしていた扉に手をかけメアリに部屋へと入るよう促した。

　反論できずに肩をすぼめるメアリに「明日、朝食後に迎えに行くよ」と約束するユリウス。首を縦に振ったメアリとおやすみの挨拶を交わし合い、ユリウスは自室へと戻っていく。

　静まり返った長い廊下。その物陰から、影がひとつ揺れて姿を現した。

　ラベンダーよりも濃い紫色のコートの裾が重たく揺れる。

「どうやらあまり野放しにしておくと危険なようだ」

　傷つけなければ支障はない。ならば……と片方の口角を上げて、モデストは不穏な空気を漂わせ兵の元へ足を向けた――。




　鍵のかけられた黒く冷たい鉄格子を掴んで、メアリはソプラノの声を張り上げた。

「出してください！」

　暖炉のない牢屋には白い息が舞い、メアリの体を容赦なく冷やしていく。

　錆びついた鉄格子の向こうに立つのは、モデストだ。

「そう言われて出すくらいなら最初から入れませんよ。まずは満月の夜まで、どうぞここでごゆっくりお過ごしください」

　丁寧にこうべを垂れたモデストの嫌味を込めた態度に、メアリは唇を噛む。

「……なぜ今になって私を閉じ込めるんですか」

　皇帝が宮殿に到着してもすぐに牢屋には入れず、薬草園で会っても出歩くことを咎めもしなかった。

　なのになぜ、深夜、急に兵を伴いメアリの部屋を訪れ、無理やり牢に入れるのか。

　寒さに身を震わせたメアリは、ナイトガウンの合わせを引っ張る。

　閉じ込められている空間に明かりはなく、鉄格子の向こう、壁に灯されたランプだけが頼りとなり、その光をうっすらと纏ったモデストは微笑んだ。

「陛下に苦しみ続けていただく為です」

「な……」

「陛下が頼るのは私だけで良いのですよ。メアリ王女は余計なことはせず、大人しくしていてください」

「あなたが、陛下を弱らせたのですか」

　ユリウスが疑っていたとおり、王妃らを裏切るようにことを動かし、怒りを煽らせ、皇帝を孤独へと追いやったのではないか。

　メアリの問いにモデストは笑みを携えたまま答えない。けれど、ふと、口が開いて。

「……ひとつ、昔話をしましょうか」

　突然、モデストが語り始める。




　それは、今から三十年以上前の話だ。

　フォレスタット、ティンバーの北東に【ボワ】という小さな村があった。

　しかし、その村は突如戦火に巻き込まれ、全てが焼けた。

　家や人、たったひとり生き残った少年の心も壊し、悲痛に嘆く声さえも奪って。

　煙が立ち込める中、それでも少年は歩み、必死に生きた。草を食べ、泥水をすすり、ようやく辿り着いた街では盗みを働いた。

　食べ物、着るものを奪うことがうまくなり、人を騙すことも上手くなってきたある日、調子に乗ったその少年は、貴族のものに手を出して捕まり、ひどい拷問を受けた。顔に、手に、足に、腹に、背に。体中に痛みが走るごとに、少年の心には闇が広がる。

　どうして自分はこんなに惨めなのだ。何がそうさせた。どこから狂った。

　思い浮かぶのは失ってしまった優しい家族と、穏やかな村の景色。

　自分から大切なものを奪ったのは誰だ。村を焼いた炎よりも紅い旗はどこのものだったのか。

　やがて気を失った少年は、路地裏に捨てられた。

　けれど生きていた。ひとりの少女が救ってくれたからだ。

『あなたを助けたら、不幸になる人がいるのだと母さんは言うの。私の大切な人も傷つくって。でも、苦しんでる人を放ってはおけない』

『僕の為に自分や大切な人を犠牲にするの？　バカみたいだ』

『でも、見殺しにはできなかった。あなたを助けたことを後悔するとしても』

　少女の真っ直ぐな心根は少年には煩わしく思えたが、同時に羨ましくもあった。

　けれど、拷問の中で芽生えた復讐しゅう心は消えることなく、傷が癒えるごとに大きく成長した。

『私、そろそろ行かなくちゃ』

『帰るの？』

『母さんと別の街に向かうの。あなたももう大丈夫そうだし』

　花売りをしていた少女は、母と一緒に次の街を目指すのだと語ったが、少年は特に引き留めはせず、『そう』とだけ答えた。

『お礼はいらないから、私の大切な人を苦しめないでくれると嬉しいな』

『君の大切な人が誰か知らないから』

『じゃあ、全ての人が私の大切な人だと思えばいいんじゃない？』

『それは無理。僕は、どうしても許せないヤツらがいるから。そいつらだけは苦しめるって決めたんだ』

　少年の脳裏から離れない旗が、ヴラフォスのものであることを知ったのは少女が暇つぶしにと与えた本からだ。

『それが、私の大切な人を苦しめる運命に繋がるとしても？』

『そうだよ』

『それなら、私の大切な人があなたを止めることを毎日祈るわ。あなたの苦しみを終わらせるように』

　そうして、ふたりは別れた。その後、二度と会うことはなかったが、少年は別れる直前に聞いた少女の名を忘れることはなかった。




「彼は、今でも少女を思い出します。あなたに似た、真っ直ぐな心根を持つ少女を」

　少年がモデストであり、ヴラフォスを恨んでいることをメアリは理解する。

　そして、モデストを救ったという少女がきっと、母マリアであることも。

　しかし、淡々と語るモデストに後悔は見られない。

「まだ、止まれませんか？」

　皇帝を闇に落とし、ユリウスを追い出し、母の愛したメイナード王の命を奪っても、まだ。

　復讐の終着点はどこなのか。しかし、モデストはまた答えを返さない。

「せめて、彼女が大切に想うあなたが風邪を召さないよう、こちらを渡しておきましょう」

　少年が自分であると認めないままに、モデストは温かな毛布を兵に入れされると振り返ることなく去った。

　ひとり残されたメアリは毛布にくるまると藁わらの敷かれた床に座り、壁にもたれかかる。そして、そっと首から下がる母からもらったペンダントに触れた。

　もし、あわよくば逃げ出せても、ユリウスやルシアンに迷惑がかかるかもしれない。

　ならば今のメアリにできることは満月の夜を待つことだけ。

　皇帝との約束も守れず、裏切ったと思わせてしまわないか心配しながら、白息が空気に舞って溶け、また生まれては溶けていくのをメアリはただ見つめているしかなかった。




　――朝陽が昇り、日が落ちて。

　牢の小さな窓から日ごと膨らんでいく月を眺めながら過ごすこと数日、ついに満月の夜が数刻後に迫った。

　辺りが薄暗い逢おう魔まが時ときになる頃には警備が厳しくなったのか、入り口の衛兵たちが会話をしているのがメアリの耳にもよく届いてくる。

　しかし何を話しているのかまではわからず、今夜視るかもしれない予知によってどう行動すべきかを考えつつ膝を抱えていた時だ。

「うっ」

「ぐはっ！」

　人の呻き声がいくつか聞こえ、にわかに騒がしくなるも、その音はすぐに消えた。

　何かあったのかと思った矢先、牢屋の入り口が開いてメアリは警戒し身構える。

　けれど、飛び込んできた人物が誰であるかを認めた途端、喜びを胸に鉄格子にすがり付いた。

「ユリウス！」

「メアリ！」

　黒い外套の下に鎧を身に纏うユリウスは、壁にかかる鍵を手に取ると急いでメアリを閉じ込める鉄格子の前に立ち鍵を差し込んだ。

「遅くなってすまない。怪我は？」

「どこもありません」

　開いた扉からメアリが出ると、ユリウスは安堵の息を漏らす。

「良かった。本当ならもっと早く助けに来たかったんだけれど、ギリギリまで待つようにと兄上に止められてたんだ」

「ルシアン皇子に？」

「理由はここを出てから。今はとにかく君を逃がす」

　言うや否や、ユリウスは自分の外套をメアリに着せると手を引いて牢屋を出た。

　冷えた地面にはユリウスがのしたであろう兵たちが倒れており、メアリはうっかり踏まないよう気をつけながら砂を蹴って走る。

　自分を逃したら迷惑がかかるのではないか、傷つけられる人がいるのではと心配は尽きないが、今はひたすらユリウスに導かれるままに息を切らして前へと進む。

　気づけば空は夜のカーテンを降ろし、薄い雲の奥に丸い月を滲ませていた。

　宮殿内が慌しくなっていく気配を感じる中、庭の木々に隠れるように身を屈め、皇族のみが知るという秘密の通路を通って外へ出る。

「あの森へ」

　ユリウスが指差すのは、少し離れた場所に見える木々が生い茂る森。呼吸も整わないままに頷いたメアリは、ユリウスの手をしっかりと握り再び走りだした。

　もうあと数十歩で森の中に入るという時、背後から多くの足音が聞こえ、その正体が何であるのかを半ば予想し振り返るふたりの目に映ったのは、ヴラフォスの兵を従え馬に跨ったモデスト。

「やはり裏切りますか。ユリウス皇子」

　嫌味たっぷりに笑うモデストに、ユリウスは目を鋭く尖らせる。

「モデスト、これ以上お前の好き勝手にさせるわけにはいかない。ヴラフォスはお前のものではない」

「ええ、もちろん。ヴラフォスはあなたの父君のもの」

「いいや、国に住まう民のものだ。そして皇帝は支え導く者。俺はそれをアクアルーナから教わった」

　鞘からすらりと剣を抜くと、背に隠したメアリに横目で確認する。

「メアリ、俺が時間を稼ぐから森に入るんだ」

「でも！」

　残ったユリウスはどうなるのか。

　うまく森に身を潜められても、自分ひとりだけ逃れられるのでは意味がない。

　メアリにとって、ユリウスは大切な存在なのだ。

「大丈夫。俺はもう二度と、君を騙したりしない」

「そんなことは心配してないわ。心配なのはあなたの――」

　命なのだと、伝えきる前にモデストが弓兵に構えの態勢に入るよう右手を上げた。

「行け！　約束しただろう！」

　ユリウスの厳しい声が立ち止まったままのメアリを強く促す。

　確かに約束をした。

『だから君は、この先何があっても俺を守ろうとはせず、自分が生き延びることだけを考えてくれ』

　アクアルーナを出る時に、ユリウスと。けれど、あの時とは気持ちが違う。メアリにとってユリウスはただの騎士ではないのだ。

　多勢に無勢。この劣勢を覆す方法はないのかと、血が滲むほど唇を噛み締めた直後、ドドドッと、目指すべき森の中から新たに駆ける音が聞こえてメアリは恐る恐る背後を確認する。

　森の奥から黒羽根のカラスたちが飛び立つのが見えると、木々を背に現れたのは、ヴラフォスの紋章が入った深紅の外套を頭から羽織った騎兵。その数はおよそ百。

　絶体絶命に追い込まれ、モデストの口元が勝利を確信するように吊り上がった瞬間……満月が姿を現し、メアリが動きを止めた。

　モデストが訝しげに目を細め、濃紺の空に煌々と輝く月を見上げる。

　そして、ついに時が来たのだと気づき弓兵の構えを戻させるのと、メアリが振り向いたのは同時だった。

　赤く染まるメアリの瞳からは怯えが消え失せ、モデストをしっかりと見据える。

「何を視たのだ」

　呟き、モデストが眉根を寄せるとメアリは右手を高く上げた。

　すると、外套を纏う騎兵らが一斉に武器を抜き構える。

　今度はユリウスが口元に笑みを浮かべる番だった。

「反撃の時間だ」

「アクアルーナとヴラフォスの悪夢を、今、終わらせましょう」

　ユリウスの声に、メアリの凛としたソプラノが続くと、騎兵隊が一斉に外套を取り去り、オースティンとイアンを先頭に近衛騎士が現れた。

「メアリ王女を守り、ヴラフォスの宰相、モデスト・テスタを捕らえろ！」

　騎士団長オースティンが雄々しく叫ぶと、近衛騎士たちの声が呼応し、動揺するヴラフォス兵をめがけて突進する。

　満月が照らすイスベルの地にて、長きにわたるモデストの復讐を終わらせる戦いが、始まった。










復讐と結末




『僕は、どうしても許せないヤツらがいるから。そいつらだけは苦しめるって決めたんだ』

『それなら、私の大切な人があなたを止めることを毎日祈るわ。あなたの苦しみを終わらせるように』

　誰かを苦しめ続ければ、そこに生まれた不幸がまた負の種となり、復讐の花を咲かせてゆく。

　許すことはとても難しい。

　一度生まれた黒い感情を白に染め上げることもまた難儀だ。

　メアリは自分を守るユリウスの向こうに見えるモデストを見据えた。

　モデストはもう、止まれないのだろう。ならば、今、止めねばならない。遠い昔に願った母マリアの為にも。

「第四、第五部隊は右翼へ展開！　敵を挟み込むぞ！」

　オースティンの指令を受け、イザークとクラウスの隊が即座に動いた。剣を打ち合い勇猛にヴラフォス兵を蹴散らしていく近衛騎士たちに、モデストが歯ぎしりをする。

「よろしい！　裏切り者のユリウス皇子を斬れ！　メアリ王女は生かして捕らえろ！」

　兵たちが混乱しながらも命令に従い、メアリを背にするユリウスに次々と斬りかかった。けれど、月の光を受けて淡く輝く鎧を纏いしユリウスは、洗練された動きでかわし、受け止め、口元に笑みを浮かべる。

「裏切り者とは心外だな。俺はヴラフォスの皇子で、メアリ王女を守る騎士。皇帝を陥れる者を、王女に手を出そうとする者を捕らえ、償わせる為に動くだけだ」

　言い終えると、剣けん尖せんが夜気を切り、迫る兵士の鎧を貫いた。

　今眼前にあるこの光景は、まさに先ほどメアリが予知で視たものだ。

　ヴラフォスの騎兵に扮した近衛騎士たちがメアリとユリウスを窮地から救うというもの。

　しかし、どうやってここまで入り込めたのか。この人数がイスベルの門を通れば怪しまれるはずだ。

　喜びながらもそのことを不思議に思っていると、飛んできた矢をユリウスが剣で弾き、地面に払い落とした。

　軽くやってのけているが、恐るべき動体視力と高度な技術に目を見張りながらもメアリは尋ねる。

「ユリウスはみんなが来るのを知っていたの？」

「兄上の策だ」

　ユリウスが答えた時、黒毛の馬がメアリに駆け寄り止まった。

「メアリ王女！」

「イアン様！」

「ご無事ですか!?」

「はい、ユリウスのおかげで怪我もなく。それよりも、ルシアン皇子に手を貸してもらったと今聞きました」

　イアンは頷くとモノクルの位置を指先で直す。

「ええ、まさしく」

　メアリに王の剣を渡したイアンの説明によると、フォンタナに留まりメアリの捜索を続けること数日。

　イアンの元にルシアンからの書簡を預かったヨハンがやってきたらしい。

　そこに記されていたのは、メアリはイスベルに滞在していて、解放する用意があること。しかしそれには誘拐を指示した黒幕であるモデストを捕らえる必要があり、協力してほしいとも書いてあったという。

「宰相モデストが表舞台に立つことがなくなれば、グラリア大陸は落ち着きを取り戻す。あなたも取り戻せて無益な戦もなくなるとあれば、断るという選択肢はなかった」

　承諾後、すぐに近衛騎士は動きだした。

　多くの兵はフォンタナに留まらせておき、フォレスタットにも協力を仰いで秘密裏にイスベルを目指した。

「門は？　どうやって通ったの？」

「皇帝の護衛強化の為に兵を増やすという理由で」

　ルシアンからの書簡を手にしたヨハンがいた為、門番たちは外套を被った兵がアクアルーナの近衛騎士だとは疑うことなく入門を許したらしい。

　ユリウスがその策を知らされたのは、メアリが牢に入れられてすぐだった。助けに行こうとした際、ルシアンに止められ説明を受けたのだ。近衛騎士が到着するまで耐えてくれと頼まれ、ユリウスはいつでも出られるように常に待機していたと明かした。

「ユリウス、ありがとう」

「礼なら兄上に」

「いいえ、あなたにも。助け出してくれただけでなく、こうして守ってくれているもの」

　先ほど、モデストに対しても言っていたのをメアリは忘れていない。

　メアリの騎士だと、そう言っていたのを。

　それは心が震えるほどに嬉しいものだった。

「少し押され始めているか」

　戦況を見守るイアンの眉根にシワが寄る。

　皇帝が滞在している為、兵の数が多いだけでなく質も高い。

　さすがの近衛騎士たちにも疲労が見え始め、防衛ラインが徐々に下がってきていた。そこにきてさらに、右翼の第四部隊長イザークが怪我を負い、その綻びからヴラフォス兵がメアリたちに向かってなだれ込んでくる。

　イアンが馬の腹を蹴り、勢いをつけて果敢に敵兵を斬り倒しにかかるが、対応しきれなかった分がユリウスとメアリに襲いかかった。

　ひとり、ふたり、三人まではユリウスが素早く対応し斬り伏せたが、その後数名が一気に押し寄せて、メアリは初めて敵が振り掲げた剣を父の剣で受け止める。

　相手の男の力は強く、重く、けれどメアリは歯をくいしばり必死に耐えた。

「大人しく俺に捕らえられて、武功を挙げさせろ！」

「い、や……ですっ」

　身の内に恐怖を抱えながらも眼前の相手から目を離さず、渾身の力で押すと、女だと油断していたのか男が僅かにバランスを崩す。

　それを見逃さなかったメアリは、一気に剣を払い体を捻って相手の横っ腹を斬りつけようとしたが、男の反応は早く避けられてしまった。

　それだけでなく、男が振った剣先がメアリの二の腕を斬りつけ痛みが駆け抜ける。

「ああっ！」

　かろうじて剣は落とさなかったものの、切り裂かれた外套がジワジワと血を吸っていく。

　しかし傷口を押さえる暇もなく、自分の身を守る為に剣をしっかりと構えた時だ。

「ぐ、はっ……あ……」

　対峙していた男の胸から剣先が突き出して、引き抜かれる。

　目を大きく開いたまま崩れ落ちた男の背後に立つのは、冷たい怒りを瞳に宿したユリウスだった。

　安心感に泣きそうになりながらメアリは剣を下げる。

「メアリ！　怪我を見せて」

　愛用の剣についた血を振り払うことなく、ユリウスはメアリの腕を確認した。

「深くはなさそうだけど、早く手当を」

「ユリウス！　後ろ！」

　メアリの叫びにも似た声にユリウスは顔を上げる。

　怪我に気を取られて、背後に迫る敵兵の存在に気づけなかったのだ。

「死ねぇ！　裏切り者！」

　位置からして間に合わない。

　切られることを悟り、せめてメアリだけは巻き込むまいとユリウスが剣の柄をきつく握った刹那。

　トスン、と敵兵の首に矢が刺さり倒れる。

　飛んできた方角を見ると、肘を高く弓を構えたセオがいた。

「隊長！　油断は禁物っスよー！」

「セオ……！」

　まだ隊長と呼ぶセオに眉を下げて笑みを浮かべたユリウス。メアリも嬉しくなり、優しく目を細めるとルーカスの第二部隊がメアリの護衛についた。

　メアリの怪我に気づいたウィルは、眉をひそめ舌打ちをすると迫る敵に容赦なく剣を振り下ろしていく。

　そんな部下の姿をルーカスは「おーおー、はりきってるな」と苦笑してから、ユリウスを振り返った。

「よぉ、ユリウス！　ここは任せて、モデストと喧嘩してこい」

　裏切り者はどちらのほうかしっかりわからせてやれと言葉で背中を押すが、ユリウスは「しかし」とメアリを守れないことを心配する。

「私なら大丈夫。どうか、皇帝陛下の悪夢を終わらせてあげて」

　モデストの復讐が終われば、やがて皇帝の悪夢も消えていくだろう。

　けれど、まずは諸悪の根源を皇帝から切り離さなければ始まらない。

「隊長！　指示を！」

　セオが、第三部隊の騎士たちが、ユリウスの指示を待つ。

　偽っていたユリウスを非難するような声も態度もなく、今も隊長であることが当たり前のように。

　ルーカスは馬から下りると、手綱をユリウスに握らせる。

「ケリをつけてこい。そうしたら、メアリ王女を攫って俺たちを驚かせたことは水に流してやるよ」

　正体がヴラフォスの第二皇子ユリウスだとしても、ルーカスが知るのは近衛騎士のユリウスしかいない。そして、そのユリウスは今もメアリを守っている。

　それなら、ユリウスは今も変わらず、アクアルーナの騎士なのだと言葉を続けウインクをしたルーカス。

　ユリウスはもう戻れないと思っていた。戻ることは許されないと。

　ルーカスの言葉に頷くセオたち。

　ユリウスは喜びと切なさを混ぜた微笑みで「ありがとう」と伝えると馬の背に乗った。そしてメアリを見つめると、行ってくるというようにひとつ確かに頷いてみせてからモデストを見据える。

「鋒ほう矢しの陣をとれ！　正面突破し、一気にカタをつける！」

　ユリウスの号令に第三部隊は強力な突破力を発揮する矢印型の陣形を成した。

　側面からの攻撃に弱いデメリットもあるのが鋒矢の陣だが、オースティンはそうくることを予測し、ルーカスらをメアリの元に行かせたのだ。

　いつでもオースティンらがサポートできる態勢に入っており、それを悟ったユリウスは「突撃！」と凛々しく声をあげ、馬を走らせモデストを目指す。

　夜空を駆ける流れ星のように斬り込みながらヴラフォス軍をふたつに分断した。

　戦場にいくつもの武器がぶつかり合う音が響く。

　近衛騎士たちは背後にいるメアリを守る為、奮戦を続ける。

　その様子を苦々しい顔で見ていたモデストは、自分を守る兵を斬り徐々に近づくユリウスに叫ぶ。

「皇帝陛下に弓引くのですか！　父君を、兄君をお捨てになるのか！」

「いいや、捨てるのはお前だモデスト！」

　必ずそうするという意志を込めて、目の前の兵に長剣を突き刺した。

　呻き声と共に倒れた兵を見て、モデストは自らの武器であるメイスを強く握る。

　あとひとり。

　次はいよいよ自分に斬りかかるところまできたユリウスを見て、モデストは叫んだ。

「黒騎士隊は！　ザエルはどうした!?　まだ到着しないのか!?」

　フォンタナから撤退させ、ロウで待機していた黒騎士隊を呼び寄せたのは数日前。

　ルシアンが何やら裏で動いているとの報告が部下より入ったのだ。

　モデストは自分のことが探られているのは知っていた。ユリウスが怪しんでいたように、ルシアンも疑っているのを。

　メアリを逃す事態は避けたいと、いざという時の為に使うつもりでいた黒騎士隊。

　だが、いつまで経っても到着したという連絡がないのだ。

　目を吊り上げ苛立ちを募らせるモデストに、ふと、涼やかな声がかかる。

「ザエルなら来ないよ、モデスト宰相殿」

　聞き覚えのある声に、モデストは眉根を寄せて宮殿の方を振り返った。

　そして、大きく目を見張る。

　声の主がルシアンであることは想定していた。

　だがしかし、その隣にもうひとり。

「へ、陛下……」

　ヴラフォス帝国皇帝ジークムントが立っており、モデストは狼狽うろたえる。

　ユリウスも動きを止め、様子を窺った。

　皇帝は黙したまま、馬上からモデストを見るのみ。

　皇帝の横に並ぶルシアンは、久しぶりに乗った愛馬の背の上で口の端を綺麗に上げる。

「君は信頼されてないね。この戦いでモデストは捕らえられる。その時、どちらについておきたいかと尋ねたら、僕にと答えたよ」

　いや、ザエルたちが賢いのかと言い直したルシアンは、モデストが黒騎士隊を駒のように扱っていたのを知っていた。

　街道での奇襲作戦で数名が命を落としたにもかかわらず、葬いの場にも顔を出さず『減った分は補充しろ』とだけザエルに伝えたのだという。

　もちろん黒騎士たちは怒りを覚えた。それでも従っていたのは、給金がいいからだ。

　だが、ルシアンは同じだけ払い、働きに応じて上乗せもすると話した。さらに。

『君たちには、アクアルーナの近衛騎士たちのようにヴラフォス帝国の剣になってもらう。剣を振るえない僕の代わりに、どうか父上を守ってくれないか』

　その言葉で、ザエルたちはルシアンに跪いたのだ。

　皇帝が出てきたことにより、戦っていたヴラフォス兵は戸惑いを見せる。

　しかし、モデストは諦めなかった。

　ユリウスたちが切り開いた道の奥に、メアリの姿を見つけ、距離を確認すると見張り塔に待機させていた腹心の弓兵らへ視線をやる。

　その動きを見ていたユリウスは、気づいて急ぎ馬を反転。

「メアリ！　弓だ！」

「放て！」

　ユリウスが駆けるのと、二十名ほどの弓兵が矢を番つがえたのは同時。

　メアリを守るルーカスの隊も迎撃の態勢に入り矢を弾いていく。

「セオ！　見張り塔だ！」

　ユリウスが指示すると、セオは素早い動きで見張り塔の弓兵に矢を放った。

　他の隊にいる弓を扱う騎士らも応戦する中、ルシアンは見張り塔へ制止の声をあげるが従わず、弓兵は次々と矢を放ってメアリを狙う。

　そして、ついに一本の矢が第二部隊の防衛をすり抜け、メアリの胸を貫く……はずだったが。

「っく……」

　その矢は、駆けつけたユリウスの背を射抜いて、月の光を受け、青白く輝いた。

「ユリウス！」

　痛みに大きく眉をひそめたユリウスは、姿勢を保てなくなり落馬した。

　メアリが駆け寄り抱き起こすと、ぬるりとした血の感触に鼻の奥がツンと痛む。

「大丈夫、大丈夫だから」

　ユリウスを励ます言葉は、自分を落ち着かせるようでもあった。

　父、メイナードの最後の姿が脳裏に浮かぶ。

（いや……ユリウスまで失いたくない）

　また大切な人を失うかもしれない恐怖がメアリを襲い、呼吸が浅くなる中、矢が刺さっている部分を確認した。

　鎧のおかげで深くまで刺さってはいなそうだが、今ここで矢を抜けばさらに出血する恐れがある為、適切な処置ができる場所で治療しなければならない。

（私じゃ応急処置まで。早く……早くお医者様に診てもらわないと）

　イザークをはじめ、他にも傷を負った者がいる。

　メアリは一刻も早くモデストを止めねばと顔を上げた。

　セオが最後の弓兵を沈黙させ、打つ手がなくなったモデストは尚も兵を動かそうと自分の周りに立つ者たちに「ユリウス皇子にトドメを刺すのだ！」と命令する。

　そうはさせるかと、オースティンが横陣で壁を作り守りを固めた時、ついに皇帝が動いた。

「やめよ、モデスト。そこまでだ。皆も武器をおさめよ」

　威厳のある低い声が響くと、近衛騎士たちと対峙していたヴラフォス兵は武器を下ろす。

　ユリウスは父が発した制止の声に、ゆっくりと頭を上げた。

　イアンとオースティンが指示を仰ぐべくメアリを振り返る。

「こちらも同じように」

　メアリは答え、立ち上がろうとするユリウスを支えた。

　近衛騎士たちが武器をおさめると、皇帝がモデストへと近づき、ルシアンもまた後に続くのが見える。

　兵たちは波が引くように割れて皇帝の歩む道を作った。

「へ、陛下！　何を仰いますか！　ユリウス皇子は陛下を裏切り王女を逃した大罪人。そして、メアリ王女の力は必ずや陛下のお役に立ちます！　しかし、アクアルーナに戻られては陛下の脅きょう威いになるのです！　手に入れられぬのであれば亡き者にせねば！」

「王女の力は脅威にはならぬ」

「何を根拠に……」

「脅威は、お前の憎しみと、余の弱さが生むからだ」

　皇帝の言葉に、モデストは言葉を失う。メアリも驚きに目を見張った。

「陛下は……知っていたのね」

　思わずこぼした声に、ユリウスが反応する。

「メアリも知ってたのか？」

　痛みをこらえ少し弱った声で尋ねるユリウスに、メアリはうなずいた。

「牢に入れられた時に、話してくれたの。ユリウスも知っていたの？」

「兄上が調べ上げてくれていたのを聞いたんだ」

　体が弱くとも、できることはある。

　ユリウスがアクアルーナで自らを偽っていたように、ルシアンも何もできない皇子としてモデストの目を欺き、知恵をつけ、人脈を得ることで、自分なりの戦い方で帝国を守ろうとしていたのだ。

　だが、皇帝がモデストの憎しみを知っているとは思ってもいなかった。

「余はアクアルーナの王女に約束をしたのだ。役に立つのなら、その身の安全は保証すると」

　皇帝の瞳が、メアリを捉える。

「ここ数日、悪夢を見ない時間が増えた。そなたは余の役に立ってくれた」

「お役に立てて嬉しいです」

　メアリが答えると、皇帝の視線がユリウスに移った。

「よくぞ王女を守った、ユリウス」

　労いの言葉を貰い、ユリウスの目に力が宿る。

　皇帝の佇まいに昔のような覇は気はないが、それでもユリウスには感じられた。

　モデストが現れる前の父に戻りつつあるのを。

　ユリウスがしっかりと頭を下げて見せると、皇帝はまたモデストを見据えた。

「お前の悪夢は終わらないか。若く未熟な余の力が及ばず、滅んだボワの復讐は、お前の恨みは潰ついえぬか」

「知って、いたのですか」

「余の元で働くのだ。調べぬわけがない」

　淡々と述べた皇帝に、最初は信じられない顔をしていたモデストだったが、徐々に小さく体を揺らして笑い始める。

「終わりなどありませんよ。陛下が最期を迎える時、苦しむ姿を見ても終わりはしない。墓石にあなたの名前が刻まれるのを見ても」

　あの日の喪失感、絶望感はモデストの心に一生残り続ける。

　寝ても覚めても紅い旗と揺らめく炎は瞼の裏にあり、消えることはないのだ。

　モデストの笑い声が響く。

　それは、助けてくれと泣いているようにも見えて、メアリは口を開いた。

「私も同じです。父を死の国に追いやったあなたを死んでも許せはしない。でも、私は復讐はしません。誰かを傷つければ、その誰かの為に泣く人がいるのを知っているから。復讐の心を生むかもしれないと、知っているから」

　メイナードを喪うしなっても、オースティンにイアン、ジョシュアは報復を考えたりはしなかった。やり場のない感情に奥歯を噛み締め、アクアルーナをしっかりと守るべき道を選んだのだ。

「復讐はしない。でも、許せるほど寛大にはなれない。けれど、僅かでも理解したいと思います。あなたの絶望や痛みを。何より、あなたが大切にしていた人たちのことを。心穏やかに過ごした優しい村の景色を。それであなたの悪夢が温かなものに変わることがないとしても、聞かせてほしい。いつか、後悔しない為に」

　打ち明ければ良かった。耳を傾ければ良かった。手を取っていれば、声を張り上げ止めていれば、嘘で隠せば、背中を押してあげれば。

　人は後悔なしでは生きていけないし、後悔するからこそ成長もできる。

　メアリは父の死を糧に成長した。

　痛みを知るからこそ、モデストを理解したいと願うのだ。

　モデストはメアリを見つめて、力なく笑う。

「母親譲りの愚かなメアリ王女よ。あなたはそうやって誰にでも心をくだいてゆくつもりか。悲惨なものを見て傷ついた者に触れるたび、耳を傾け、共に涙でも流すのか。私のような悪人にも」

「ええ、きっと。それに、あなたを止めるのはあなたを救った母の願いでもあるから」

「本当に……似てますな……」

　モデストが眩しそうに目を細めてメアリを見つめると、ルシアンが前に進み出た。

「モデスト、ここにお前が犯した罪の数々を記したものがある。全て僕が長い時をかけて集めたものだよ」

　過去、皇帝を陥れる為に犯したモデストの悪業。

　それらの証拠を綴った書簡を手にしたルシアンは、まるで今までの行いを許さないと言わんばかりの敵意に満ちた冷たい声で言う。

「モデスト、お前を拘束する」

　普段の穏やかさからは想像もつかない声色だが、ヴラフォスの次期皇帝としては申し分ない姿で、メアリはいつかユリウスが言っていた言葉を思い出した。皇帝になることに興味はないのかと聞いた時、『その器は兄にこそある』と答えていたのを。

　本当にそのとおりだなと思いながら兵士たちに捕らわれたモデストを見送るメアリ。

　モデストは今からあの寒い牢に投獄されるのだろう。

　モデストがメアリに支えられるユリウスを振り返る。

「あなたをアクアルーナに潜入させたことは失敗でしたな」

「いいや、それだけはお前に感謝しているよ、モデスト。俺は、アクアルーナで良き仲間や友人、大切に想う人を見つけることができた」

「それは重ちょう畳じょう」

　大してめでたそうな口振りでもないのをユリウスは息を吐いて笑う。すると、警戒しながら成り行きを見守っていたルーカスがユリウスの肩に腕を回した。

「いてっ……何ですか、急に」

　背中の痛みが一瞬増して、ルーカスを軽く睨むユリウス。

　けれど、気にせずにルーカスはニヤついた顔でユリウスの顔を覗き込む。

「良き仲間や友人、ってのは俺らのことだろ？」

「まあ……」

「じゃあ、大切に想う人ってのは？」

　問われた瞬間、ユリウスの胸の内で心臓が強く脈打った。

「あ、あなたには関係ないだろう」

「まさかメアリ王女だったり？」

「ルーカス殿、頼むから黙ってくれ」

　告げるべき時は自ら場所と時を選びたいユリウスは、声を鋭く諫めたのだが。

「おお、アタリか！　メアリ王女はどうだ？」

　ルーカスにはまったく効かず焦る。

　だがしかし、当のメアリはどこかぼんやりとしていた。うっすらと瞳が赤く、ユリウスはメアリがまた未来を視ていたことに気づき、胸を撫で下ろす。

「え？　あ、ごめんなさい、今ちょっと未来が」

「ああ、今回の騒ぎでイアン殿から説明があって聞いたぞ。予知の力だろう？　奇襲時の言葉も納得がいったぜ。で、何を視たんだ？　あ、俺と相性のいい女の子とかわかるかい？」

　ユリウスから離れて、今度はメアリの隣に移動し腰に手を添えるルーカス。

「ごめんなさい。占いじゃないので」

「それなら、君と俺が恋に落ちる可能性はどう……いででででで！」

　メアリを口説こうとするルーカスの苦悶の声が重なる。

　ルーカスの手をユリウスが思いきり抓つねったのだ。

「ど、どうしたんですか？」

「バチが当たっただけだろう。それより、申し訳ないけど矢を抜きたい」

「そうです！　それを視たの。お医者さんが足りないんだけど、安心してユリウス。ジョシュア先生がすぐに来てくれるから」

「ジョシュア先生が？」

　彼はアクアルーナにいるのではと首を傾げたユリウスに、メアリはもうすぐ来ますと自信満々に頷いた。

　辺りに目を向けると、ルシアンの指示を受けヴラフォス兵が引き上げていく。

　近衛騎士たちも、負傷者の確認を始めており、メアリはようやく終わったのだと息を吐いた。そして、ふと顔を綻ばせた。

「命がけで守ってくれてありがとう、ユリウス」

「俺は、君の騎士だから。それに礼を言うのは俺のほうだ。父上の悪夢を和らげてくれてありがとう」

　少しずつ、ヴラフォスは元の姿に戻るだろうと信じ、ふたりは笑みを交わし合う。

　すっかり蚊か帳やの外になったルーカスは、どう見ても想い合っているとしか思えないと肩をすくめ、馬に蹴られる前に騎士たちの元へ戻ったのだった。
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　――蜂蜜色の瞳が、真っ直ぐに見つめている。

　それは甘く蕩けたように細められ、美しい微笑みにメアリの胸は高鳴った。

　幸福に酔いそうだと息を吐いて瞼を閉じると、じわりと熱を感じる瞳。

　ああ、これは未来だと悟る。どのくらい先だろうか。

「ユリウス」

　名を紡ぐと、メアリの滑らかな頬に長くしなやかな指が触れた。

　唇が愛を告げた気がするが、それは自分だったかユリウスだったか。

　もしかしたら互いにだったかもしれないが、唇が重ねられれば、もうどちらでも良くなる。

　聞こえる音は甘さを含んだものばかり。

　肌をすべるユリウスの指に翻弄されて、呼吸が乱されていく。

　愛の言葉の代わりに、何度も口づけを交わし、段々と思考がぼんやりとしてきたところで、プツリと糸が切れるように映像は途切れた。

　そして、水底から半ば強引に引っ張られる勢いで意識が覚醒したメアリは、瞼を開いた瞬間に顔を真っ赤にする。

「ゆ、夢……？」

　日ごと膨らむユリウスへの想いを無理に押さえつけている自覚はあった。

　溺れかけた時に唇を合わせたこと、酔って眠った夜に似たような夢を見たのもあり、ただ都合のいい夢を見たのではと疑ったが、双眸に残る熱は予知を視ていたのだと知らせている。

（いつ……どこで!?）

　目の前のユリウスに心ごと囚われて、周りの景色に気を配る余裕はなかった。

　まだトクトクと高鳴る鼓動を落ち着けるべく深い呼吸を繰り返していると、部屋にノックの音が響く。

「あの、メアリ様！　起きてらっしゃいますか？」

「ロッテ？　どうしたの？」

　返事を返すと、扉が開いてロッテが顔を覗かせた。

「実はお客様がメアリ様に」

「メアリイイイイイ！　怪我のほうはどうだい!?　昨日は問題なさそうだったけど、痛みが増したなんてことはないか!?　もしそうだとしたら僕は君を傷つけたクソを子々孫々まで呪ってやるぞ！　毎日捻ねん挫ざする呪いだ！」

「地味に辛いヤツ！」

　興奮しながらロッテを押しやって入室し、憤怒。

　相変わらずのテンションに思わずメアリがツッコミを入れた相手は、はるばるメアリを捜しにやってきたジョシュアだ。

　昨夜、メアリが視たふたつ目の予知。それは、兵や騎士の治療に追われている宮殿にジョシュアが訪れるというものだった。

　イアンからメアリが攫われたという連絡を受けたジョシュアは、仕事を他の医師に押し付けてアクアルーナを飛び出し、フォンタナにて近衛騎士たちと合流。

　オースティンに必ず連れて戻るからここで待っていろと言われても頑として譲らず、無理やりイスベルまでついてきたのだ。

　さすがに戦闘に参加はできなかったが、決着がついた報告をヨハンから受けると、髪を振り乱して宮殿へやってきた。

　腕に傷を負ったメアリを見た時のジョシュアは般はん若にゃと見紛う顔で犯人探しを始め、オースティンに羽交い締めにされて、どうにかその場をおさめたのはメアリの記憶に新しい。そして、メアリを攫ったユリウスの手当てをするジョシュアの辛しん辣らつな言葉の数々も忘れられない。

「さあ、傷を診よう。薬も持ってきたから」

「ありがとう、先生」

　メアリのナイトドレスの袖をまくったジョシュアは、痛みが出ないようにと優しく包帯を解いていく。

　そんな中、メアリが「心配かけてごめんなさい」と謝ると、一瞬動きを止めたジョシュアが唇を震わせすぐに引き結んだ。そして、包帯を全て取り去ると同時。

「僕の可愛いメアリ。君が無事なら、それでいい」

　静かな、けれど僅かに涙の滲んだ声で言って、眉を下げて微笑んだ。




　手当てを終え、ジョシュアが退室すると、着替えと朝食を済ませたメアリは、イアンやオースティンをはじめとした近衛騎士たちを滞在させてもらっている別棟へと向かっていた。

　もちろんロッテの案内付きで。

　別棟へは庭の景色が眺められる柱廊を渡っていくのだが、そこでルシアンと遭遇した。ガゼボの椅子に腰掛け、メアリが助けたいつぞやの子猫を膝に乗っけている。

　ルシアンはメアリに気づくと唇に美しい弧を描いてひらひらと手を振った。

　メアリは挨拶をと、ロッテに断りを入れてからガゼボに歩み寄る。

　空には雲ひとつない青空が広がっていて、気温は高くはないが風も穏やかで太陽の日差しが心地いい。

「やあ、おはよう、メアリ王女。傷の具合はどうかな？」

「おはようございます、ルシアン皇子。さっきジョシュア先生に診てもらいましたけど、特に悪化もしてないようです。お気遣いありがとうございます」

　メアリが微笑むとルシアンは子猫の背を優しくひと撫でし、抱き上げて立ち上がる。

「君には迷惑だったかもしれないけど、ユリウスが君を攫って帰ってきてくれたおかげでヴラフォスはいい方向に進めた。心からの礼を」

　頭を下げたルシアンに、メアリは慌てて「頭を上げてください」と頼んだ。

「お礼を言うのはこちらです。アクアルーナもユリウスやあなたのおかげでヴラフォスの脅威から救われました。ありがとうございます」

「僕は大したことはしてないよ。頑張ったのはユリウスだ。ユリウスには本当に苦労をかけてしまった」

　そうして、続けてこぼしたのはユリウスがヴラフォスを出た頃のこと。

「ユリウスがアクアルーナに潜入することを反対もせず行かせた父上を憎んだし、止めることもできない自分の不甲斐なさを嘆いた。でも、そんな思いを抱えて過ごしても何も得るものはないと悟って、とにかく情報を集め、動くべき時が来たらこの状況をひっくり返してやると決めていたんだ。それが弟の為になるなら躊躇う必要もなかった」

　そして今、望んだ未来が現実となっている。

　しばらく感慨にふけるように池の水面を見つめていると、子猫があくびをしてルシアンの腕から飛び降りた。子猫がメアリの足元にすり寄って甘えると、ルシアンは「この子は男の子かな？」と笑う。

「ルシアン皇子はこれからどうするんですか？」

　モデストはいなくなるけれど、体調のこともあるし今後もイスベルで過ごすのかと尋ねると、ルシアンはゆるりと首を横に振った。

「帝都に移って父上を支えようと思う。無理はできない体でも、もう幼くはないし加減は覚えたから」

「そうなんですね。じゃあ、いいお薬があれば帝都で頑張るルシアン皇子に送らせてください」

「あれ？　君は帰ってしまうのかい？」

　意外だとばかりに絹糸のように細い髪を揺らし、首を傾げたルシアンに、メアリも「え？」と首を捻る。

「ユリウスのお嫁さんになるなら、一緒に帝都で暮らせるなぁって楽しみにしてたんだけど」

「そ、その話は終わったじゃないですか」

　以前の提案を口にしたルシアンにメアリが戸惑いを見せる。

「そうだっけ？」と、楽しげに惚とぼけてみせるルシアンは、すぐにからかったことを謝った。

「ごめんよ。そうだね。君はアクアルーナの王女様だ。ただひとりの後継者。お婿さんを迎える立場だもんね」

「そう、ですね……」

　自分はアクアルーナの王女で、唯一の王位継承者。

　そして、ユリウスはヴラフォスの皇子だ。

　帝国を、父と兄を支える為、このままヴラフォスに残るのだろう。つまり、帰国を予定している明日には別れることになるのだ。

（じゃあ、あの予知は何？　私ではない別の人との未来を視た？）

　ズンと心が鉛を入れられたように重くなる。

　今まで別の人物の目を通した予知は見たことはない。けれど、ユリウスへの想いが変化をもたらした可能性もあるかもしれないとメアリは考えた。

「あの……ユリウスは」

　これからどうするのかと聞きかけてやめる。

　それを聞くならば、本人の口からちゃんと聞きたいと思ったからだ。

「ユリウスが？」

「いえ、やっぱりいいです」

　頭を振ったメアリに、ルシアンは気になりつつもそれ以上追求するのをやめた。

「そう？　あ、そうだ。父上が君を捜していたよ」

「陛下が？」

　何かあったのか。国交に関することであればイアンもいたほうがいいかもしれないと思うも、とりあえず一度話を聞いてみようとルシアンに別れを告げたメアリは別棟へ行くのを後回しにし、ロッテに皇帝の部屋に案内してもらう。

　皇帝の滞在する部屋は以前と変わらない場所にあり、衛兵に許可を得ると扉を開けてくれた。執務の最中だったのか、皇帝は目を通していた書類に印鑑を押している。

「失礼します。ルシアン皇子から私をお捜しだと聞きました」

　メアリの声に視線だけ上げた皇帝は「そうだ。頼みがあるのだ」と話し、書類を丸めた。

「そなたに頼んでいたポプリだが、アクアルーナに帰るのであれば叶うまい。であれば、マグダに作り方を伝授してほしいのだ」

　皇帝に頼まれていたオレンジフラワーのポプリ。摘みに行く前にモデストがやってきてメアリを牢に入れた為、まったく手付かずの状態だった。

　この件についてはメアリもどうすべきか悩んでいた為、申し出をありがたく受ける。

「気に入っていただけて嬉しいです。この後すぐにマグダさんに伝えておきますね」

「感謝する」

　ゆっくりと頷いた皇帝は、初めて会った時と変わらず貫禄があるものの、何者も寄せ付けないような空気が少しだけ和らいでいた。

　モデストという重荷を下ろせたからかもしれないと考えたメアリは、気になっていたことを勇気を出して口にする。

「あの、ひとつお伺いしてもいいですか？」

「申してみよ」

「真実を知りながら、なぜモデストの好きにさせていたのですか？」

　昨夜、皇帝はモデストがボワの生まれであること、ヴラフォスに復讐心を持っていることを知っていたのだと明かした。

　恨みを向けられていながら、なぜ受け入れていたのか。

　皇帝は丸めた書類に紐を巻くと目を伏せた。

「……息子らは、王妃の不貞をモデストが仕組んだと思っているが、あれは仕組まれたのではない。王妃が我が親友に興味を抱いていたのは知っていた。それはモデストが余のところにやってくる少し前からだ」

　ヴラフォスの王妃は、もともと奔放な性格だったと皇帝は語る。興味のあるものはすぐに試し、欲しいと思ったものは手に入れたがった。

　モデストはそれを利用したのだ。そして、易やす々やすと操られ親友との危うい関係に溺れた王妃は皇帝の暗殺を企てた。

　毒のみならず、刃をも向けた王妃の狂ったような顔に、皇帝は見ない振りをやめた。

　その後、親友の裏切りもモデストがどこまで仕組んだかは皇帝にはわからない。

　けれど、唆そそのかされて撥ね付けることもできずに命と皇帝の座を狙ったことに絶望したのははっきりと覚えているのだと話した。

「モデストを殺してやろうと思った日もあった。だが、先にあやつに絶望を与えたのは余だ」

「……ユリウスをアクアルーナへ向かわせることに賛成したのは、なぜですか？」

「質問はひとつではなかったか？」

「あっ……」

　うっかりふたつ目の質問をしてしまったメアリは、しまったと手で唇を押さえる。

　皇帝は軽く肩を揺らして笑みを漏らすと「まあ良い。答えよう」とやや瞳に強さを滲ませ答えた。

「大事なものならば、遠ざけねばならぬ。たとえ子らに憎まれても」

　皇帝とは、そういうものだと続けた父としての想いに、メアリは心打たれる。

　きっと、ルシアンをイスベルに留めているのもモデストから離す為だったのだろう。

　話が聞けて良かったとメアリが伝えた時、ノックの音が聞こえ、ユリウスが通された。ユリウスはメアリがいることに驚きを隠せず瞬きを繰り返す。

「何用だ」

　皇帝の低い声が用件を促せば、ユリウスの目がハッと我に返った。

「イアン殿や近衛騎士の者たちのところに行ってきました」

「結果は」

「反対しない者がいなかったわけではないのですが、謝罪を受け入れてもらい、あとはメアリ王女次第だと」

　自分の名前が出てきて、メアリはユリウスの横顔を見つめる。

　しかし、ユリウスは父である皇帝の目を真っ直ぐに捉えたままだ。

「では、好きにせよ」

「お許しいただけるのですか？」

　ユリウスが確認すると、皇帝は何を今更といった視線を向ける。

「モデストとの決闘を捨て、命がけで守ったほどなのだ。決意は固いのだろう」

「はい」

「ならば仕方あるまい。ただし、ヴラフォスの皇子であることは忘れるな。それを捨てることは許さぬ」

「もちろんです！　ありがとうございます！」

　皇帝の厳しい声に含まれた確かな絆に、ユリウスは表情を明るくし頭を下げた。

　いまだ話が見えないメアリは、頭の上に疑問符を浮かべるばかり。

　そんなメアリの手を、ユリウスはそっと掴んで微笑んだ。

「行こう」

「え？　あの、話がよくわからないんだけど!?」

　戸惑うメアリと機嫌の良いユリウス。ふたりの様子に、皇帝はそっと眦まなじりを下げた。

「メアリ王女、諸々、よろしく頼む」

　諸々と言われてもメアリにはポプリのことしかわからないが、「はい！」と確かに返事をして、ユリウスに引っ張られながら廊下へと出る。

　さっきの会話は何なのか。イアンたちの元に謝罪に向かったようだが、あとはメアリ次第というのは何を指しているのかわからない。

　これから説明を受けるのかもしれないが、気になって仕方がないメアリは、半歩先を歩くユリウスの背を見て怪我のことを思い出した。

「ユリウス、傷は大丈夫なの？」

「ジョシュア先生のおかげでね。ああでも、そろそろ薬を塗らないといけない時間か」

　痛みがないわけではないだろうが、やはり傷が深くなかったことが幸いしたのだろう。辛そうにしていないことに安堵したメアリは、自分の背中に薬を塗るのは大変だろうからと、手伝わせてと口にした。

「ありがとう。じゃあ頼むよ」

　メアリの手を握ったまま、廊下を進んで自分の部屋に案内したユリウスは、ジョシュアから貰った塗り薬をメアリに手渡してシャツを脱ぐ。

　線は細いが筋肉のしっかりついた体が露わになり、メアリは思わず視線を外した。

（今まで治療でたくさんの人の体を見てきたのに。ユリウスの体だってアクアルーナにいた頃、ジョシュア先生が治療する際に目にしたこともあったのに）

　気持ちを自覚してからだと、なぜこんなにも胸が騒がしくなるのか。

　寝台に腰掛けたユリウスに合わせ、メアリも肌触りの良いシーツの上に座ると、背中から硬い胸板に手を回しつつ白い包帯を解いていく。

　胸の内で暴れる鼓動を落ち着けようと、メアリがゆっくり息を吸ったところで、ユリウスが口を開いた。

「さっき、セオに悔しくないのかって聞かれたんだ」

「何かあったの？」

「モデストに一ひと太た刀ちも浴びせられなかったことだよ」

　それは昨夜、モデストに突撃した時のことだ。

　モデストまであと一歩のところで、潜んでいた弓兵からメアリの命を守った際の話。

「斬るつもりでいたんだ。でも、あいつの命を奪うより、君の命を守りたかった」

　あの時、何よりも優先すべきはメアリだったと告げたユリウスは「でも、斬らないで正解だった」と続けた。

　メアリは守ってくれたことを嬉しく思いながら「どうして？」と尋ね、貼り付けられているガーゼをそっと剥がす。

「詳しい事情はわからないけど、マリア王妃が救った命なんだろう？」

「ええ、モデストがまだ少年だった頃に」

　答えながら、メアリは塗り薬を指にのせて優しく背中の傷に滑らせた。

　一瞬、痛みにユリウスの肩が僅かに揺れる。

「モデストは、マリア王妃を愚かだと言っていたけど、確かに救われてたんだろうな。そうでなければ、メアリの言葉は届かなかったはずだ」

「父様も母様も、すごい人よね」

　強く、思いやりに溢れたふたりを心に思い描いていると、ユリウスは「君も十分すごいだろ」と励ました。

「私は平凡だわ」

「モデストを止めて、父上を悪夢から救い、俺に決心させたんだ」

　それは十分にすごいことなのだとユリウスが伝える。

「決心？」

　ガーゼを貼り直したメアリが包帯を手に首を傾げると、ユリウスがくるりと体を反転し真っ直ぐに視線を合わせた。

「メアリ、俺は君を守る騎士でい続けたい」

　ユリウスが紡いだ望みに、メアリは大きな目をさらに大きく見張る。

「二度と、君の体に傷がつかないように、ずっとそばで守っていきたいんだ。どうか、許可を」

「きょ、許可って、あなたはヴラフォスの皇子でしょう？」

「そうだけど、皇子が騎士でも問題ないだろう？」

　確かに、皇子が騎士団長だという国があることをメアリは知っている。

　ただ、それは自国の場合だ。

　潜入時は別として、皇子が他国の騎士であるなどという話は聞いたことがない。

「父からはさっき許可を貰った。イアン殿や団長もメアリが良ければ問題ないと。メアリは、俺をそばに置くのは嫌なのかな？」

　答えあぐねるメアリは、先程の会話が全てアクアルーナの騎士になるというものだったのを理解し、ジッと見つめるユリウスに嫌なはずはないと首を振る。

　すると、ユリウスは顔を綻ばせメアリの手から包帯を奪うと自らの手を重ねた。

「君も、俺を望む？」

　ユリウスが望むように、そばにいることを願うのかと問われ、メアリはようやく自分の気持ちに素直になって頷いてみせる。

「望むわ、ユリウス……あなたが、私のそばにいてくれることを」

　見つめられ、鼓動はうるさいほどに高鳴るのに、魅入られたようになり動けない。

　それでもどうにかメアリが答えると、ユリウスの美しく整った顔が近づいた。

「では、誓おう。俺は君だけのもので、君は……？」

　ユリウスだけのもの。

　そう告げるとすぐ、互いの唇が重なった。

　呼吸を助けるものではなく、互いの心が求める誓いの口づけに、メアリの体は幸福で満たされていく。

「メアリ……君に頼られること、君を守れることは騎士たちの誉れだ。でも、君に触れるのは、俺だけがいい」

　自分だけが特別でありたいと願うユリウスは、これから独り占めするのだというようにメアリを愛おしげに寝台へと押し倒した。

　綺麗な藍色の髪がさらりと揺れ、黄金色の瞳は蜂蜜のようにとろりと情欲を宿している。

　その瞳に捉えられたメアリの心臓はうるさいくらいに高鳴っていた。

「あなただけ、です」

　だから、これからたくさん触れて愛してほしいと伝えるように、メアリはユリウスの首に腕を絡めた。

「ユリウス」

　名を口にすると、ユリウスの指がメアリの滑らかな頬に触れる。

「メアリ。俺はもう二度と偽ったりしない。身分だけでなく、想いも。君を心から愛してる」

　熱を持って囁かれたユリウスの偽りのない愛の言葉。メアリはそれに答える間もなく、貪るように唇が塞がれた。

　ユリウスの舌がメアリの舌を優しく追いかける。

（ああ……これは、今朝の夢だ）

　いつの間にか訪れていた予知の時。続きがどうだったのかなど考える暇も与えられず、メアリはユリウスに乱されていく。

「ユリ、ウス……」

　熱を孕んだ吐息で名を呼ばれたユリウスは、かぷりとメアリの耳たぶを甘く噛むと「痛かったら言って」と掠れた声で囁き気遣った。

　それは、腕の傷か、これからふたりがひとつになることか。どちらもかもしれないが、ユリウスの長い指に翻弄されるメアリは、縋すがり付き頷くのがやっと。

　見つめ合い、口付け合い、互いを求め合う。

「メアリ……メアリ……愛してる」

　奥に奥にと愛を穿うがたれ、身も心もとろとろにされて。

　幸福に満たされユリウスの腕の中でまどろむメアリは、愛しい人と共にアクアルーナに帰れる喜びを噛みしめたのだった。
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　こんにちは。和泉あやです。この度は数ある書籍の中から本作をお手にとっていただきありがとうございます。




　実は、この「一途な騎士はウブな王女を愛したくてたまらない」が、初ファンタジー作品となります。

　私には弟がいることもありファンタジーとはゲームや漫画等で自然と触れてきました。また、ファンタジー映画も好きで、キングアーサーやハリーポッターシリーズ、ロードオブザリングなどは何度も見返しています。

　しかし、ファンタジーの世界観を自分で作るとなると難しそうでなかなか手が出せなかったのですが、「騎士の正体が実は敵国の皇子様という物語はどうだろう」と浮かんだところから書きたいという気持ちが湧き上がり、のめり込むようにプロットを作ったのをよく覚えています。

　特別な力を持つメアリの生い立ちや、父との悲しい別れ。ユリウスが時折見せるもうひとつの顔と、裏切り。それぞれの策略と騎士たちが魅せる戦闘シーン。

　恋愛だけでなく時に友情や絆も織り交ぜながら、最後まで本当に楽しく書き上げることができました。

　私のお気に入りシーンは、街道でヴラフォスから奇襲を受け応戦するシーンと、追い詰められたメアリが赤い瞳で振り向き、合図とともに騎士たちが登場するシーンです。このふたつのシーンは読んでくださる方に臨場感が伝わるようにと滾たぎりながら頑張って書いたシーンなので、ぜひ読み返していただけると嬉しいです。




　最後に、この作品を読んでくださった皆様、卒倒レベルの素敵なユリウスと可愛らしいドレスアーマー姿のメアリを描いてくださいましたイラストレーターの弓槻みあ先生、そして、出版するにあたり力を貸してくださいました皆様に心からお礼申し上げます。

　それでは、また他の作品でお会いできることを願って。







和泉あや
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